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21世紀がスタートした。技術の面でこの世紀はいかなる

世紀となるのであろうか。前世紀に人類が手にした多くの

可能性の更なる発展は！ ？ 前世紀に人類が直面した多く

の困難の解決は！ ？ 新しい世紀への期待は大きい。

三菱電機技報21世紀第 1号では，新世紀初頭の社会を幸

せと持続可能な繁栄に満ちたものにするためのキーテクノ

ロジーについて展望する こととした。

当社は，我が国の電力電機産業の担い手として誕生して

以来80年， 今や，先進エレクトロニクス企業として，世界

規模で事業を展開している。さらに21世紀社会に当社が貢

献するために，今後の10年， 20年と，いかに成長し，発展

していくべきかについて，研究所の研究者を中心に12のワ

ーキ ンググループを作り検討した。それぞれの分野で2020

年ごろのコンセプトを描き，それを実現する ための技術課

題と現在から将来へ向かっての当社のチャレンジベク トル

をまとめた。その意味で，この特集で述べる内容は，単な

る未来予測でなく， 三菱電機からのメッ セージであり ，若

手研究者たちが21世紀社会をこのような社会にしたいとい

う志である。詳細は本文に譲るとして，まず21惟紀初頭の

技術社会を概観してみよう 。

1．多種多様なネットワーク社会 “IT革命の浸透'’

ネットワークの発達，特にインターネットの爆発的普及

は，社会システムの在り方，市場の在り方を変えつつある

が，この傾向はますます強くなる。目的に応じて多種多様

なネッ トワークが構築され，人々は日常生活でも，仕事の

上でもその恩恵を受けることとなる。通信ネッ トワークは

今後加速的に高速化され， 2020年ごろには幹線系でlPbps

(1015)，アク セス系では有線系でlGbps(10り，無線系で

O.lGbpsのレベルが可能となる。信頼性を確保するための

セキュリティシステムについても，暗号そのものからアク

セス制御まで広い範囲で高度化が図られる。絶対的安全性

の確保が可能と言われる量子暗号の利用も考えられよう 。

通信ネットワーク技術は，電力や交通，流通など既存の

社会システムの中にもどんどん取り込まれ，それらを刷新

する力を持っている。例えば，交通分野では車のインテ リ

ジェント化と道路側のネットワークにより，渋滞の緩和は

もちろん，走りながらの各種サービス情報の入手が可能と

なる。流通分野では，ネットワークによって消費者と生産

者が直結し， 20世紀の大量消費 ・大量生産から必要消費 ・

注文生産へのパラダイムシフトが起きる。福祉分野でも，

人と人，人と社会が優し く結ばれ， 家庭での健康計測，自

動診断など，年をとっても元気に過ごすためのサービスが

充実したウエルダリー社会が実現する。

2.デイジタルノート“万人のためのlT”

だれもがあたかも紙でできたノ ー トを持つように，新し

いタイプのノ ート ，すなわちデイジタルノ ート を持つよう

になる。それは，ネットワーク社会の入り 口でもあり，人

生のデータベースであり，創造のツールでもある。当然，

余暇の娯楽の相手にもなる。これは，現在のパソコン とテ

レビと携帯電話が融合し進化したものであり，人生の豊か

さを左右する生活の必需品となろう 。

IPv6（インタ ーネッ トの次世代プロ トコ ル）のように事

実上無限のア ドレス空間を持つネ ット ワーク環境，商速で

信頼性の高い通信技術，ハイビジョンよりも高解像度の表

示装置，使用者の意向を適切に反映できる情報の自動変

換 ・抽出技術，高度に発達したユーザーイ ンタフェース技

術，太陽電池でも充電可能な高性能二次電池などが，この

ディジタルノートの価値を更に高める ことになる。

2020年ごろには， 言語や年齢の違いを乗り越え，地理的

制約，経済格差などにもかかわらず，現在の情報弱者を含

むすべての人がネットワーク上の住人(Netizen)として阿

じ市民権を持てる情報社会が構築されているだろう 。

ーヽノ

）
 

3環境・エネルギー “21世紀社会の要件"

環境技術とエネルギー技術は，経済的に健全で， しかも

持続可能な21世紀社会を実現するための要件である。エネ

ルギー分野では，地球温暖化，資源制約など様々な問題に

対処するため，従来型の電カシステムと分散型電カシステ

）
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ムや自然エネルギーシステムとの共存が必要になる。分散

型電カシステムには燃料電池やマイクロガスタービンが用

いられ，熱電供給によって高い総合効率80％以上が達成さ

れる。自然エネルギーシステムでは， 30％以上の高効率太

陽電池や高効率風力発電がキーとなる。このような多様な

エネルギー源が共存するシステムでは，電力の質とシステ

ムの安全性を確保するための精度の高い系統制御技術が重

要となる。

環境への配慮は人間活動のあらゆる面で重要となる。製

造工場では，ゼロエミッションヘの取組が求められる。そ

のため，環境負荷の小さな製造技術や100％リサイクルを

目指した高度な製品設計技術が必須となる。家庭において

もゴミの減量化が求められ，バイオなどを用いた処理装置

などが広く普及する。水，空気，土壌などを浄化する環境

改善機器が大いに発展する。特に，水資源の確保は重要で，

水の再利用率を90％以上に高める新しい水循環利用システ

ムが出現する。

4.ニューフロンティア “更なる夢を求めて＂

21世紀初頭の最大のニューフロンティアは宇宙である。

現在国際協力の下で宇宙ステーションの建築が進められて

いるが，今後は次第に宇宙への輸送コストが低下し通信イ

） ンフラ分野，科学技術分野での利用が拡大する。
衛星を用いた通信網はインターネットと融合し，災害に

強く，大量情報の多地点同時配信に優れた通信インフラと

してネットワーク社会を支える大きな柱となる。軌道上の

宇宙天文台や観測装置によって地球・太陽・宇宙に関する

理解が進み，環境問題や資源問題などを考える上でのより

本質的な知識が得られる。また，宇宙の起源や未来の考察

も進み，我々の世界観の形成に大きな影響を与える。宇宙

における研究所や工場では，無重力を生かした新素材など

が開発され，生産も行われる。宇宙飛行士は宇宙から地球

を見ることによって地球市民であることを実感すると言わ

れているが，この感動を多くの人が体験する宇宙観光旅行

の夢も現実のものになろう 。

） 

日本はこれまで欧米の技術文明をお手本に進んできた。

20世紀の後半は，技術革新と生産技術で世界をリードした

が，そこに使われたコンセプトの多くは欧米で生まれたも

のであった。当社も1970年代までは代表的な米国企業であ

るウエスチングハウス社と技術提携を行い多くの技術を導

入し，これを日本の発展に役立てた。

21世紀は，世界に向かって， 日本がその知的成果を提供

し，世界の平和と繁栄に貢献するときである。日本は，資

源が少なく，狭い国士に大きな人口を抱えるため，環境間

題は深刻さを増している。高齢化も世界で最初に迎える。

このような21世紀の全人類的課題に最も早く直面するのが

日本である。このことは， 日本にとって大変な重荷である

と同時に，これらの課題解決の方向をいち早く見いだすこ

とによって新しい時代のパラダイムを世界に発信できる絶

好のチャンスでもある。

このパラダイムの創出に貢献することは，日本にベース

を置き，世界企業として成長してきた当社の大きな使命で

ある。三菱電機は，世界的な研究開発ネッ トワークを駆使

して，この使命達成にチャレンジする。

常務取締役開発本部長

野間口有
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図1.2020年のコンセプト

,i. 20世紀の通信インフラ
20世紀は，ネッ ト社会が生まれ私たちの生活を根底から

変えた時代である。データトラヒ ック需要の急増がネッ ト

ワークの高速化を加速し，半導体技術，無線技術などの進

展が携帯電話など新しい通信インフラ構造を生み出しつつ

ある。国内のインターネット利用人口は1999年末で2700万

人（世界第2位） に達し， 2005年には7670万人に達すると予

測されている。一方，携帯電話加入者数も急速に増えてお

り， 2000年 3月には固定電話加人者数を超えた。特に過去

1年はインターネット接続サービス対応の携帯電話の伸び

が著しく，今後 5年で3.3倍(2003年に2.3兆円の市場規模）

に膨らむとの試算もある。

新しい放送業者の参入による動画像データサービスの拡

大や電子商取引の普及などがトラヒック需要の爆発的な増

加をもた らすと考えられる。これにこたえるためには，ネ

ットワークの超高速化・ 大容量化が不可欠であり，同時に

通信インフラとしての高い信頼性の確保や秘匿性の確保も

重要な問題となる。さらに，移動体通信システムでは，周

波数帯域確保の問題，端末の送倍電力に制限があるなどの

無線特有の問題がある。

―. 21世紀初頭のコンセプト
“lT社会を支え。る超高速通信'

図1に2020年のコンセフトを示す。有線，移動体通信共

に段階的な高速化が求められ実現されていくとともに，互

いに接続され， 地球上のどこにいても高速に情報アクセス

が可能となる。図2は通倍インフラの伝送速度と達成時期

との関係を示したもので，幹線系では高速・大容量化と長

距離化とがバランスよく実現されなければならない。一方，

移動体通信ではどの周波数帯を使うかが最大の問題であり，

ミリ波帯も視野に入れたシステム検討が重要となるだろう 。

2020年には通信インフラに最低でも下記の伝送能力が求め

られると予想される。

●幹線系 ：lPbps(l015)クラス

• アクセス系 ：1Gbps(l09)クラス（家庭）

●移動体通信系 ：lOMbps(lOりク ラス（高速移動）

lOOMbps(lOりクラス （準静止）

伝送速度 [bps]

1 015 

1012 

10 
， 

106 

384ゆps（忘速移動）

5 I 2Mq,s（準静止）
10 
2000年 2005年 2010年 ヽ

図2．通信インフラの発展

I 
2020年
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, ．実現のための技術課題と当社の取組
ュー
幹線系ネットワークの超高速化と移動体通侶ネットワー

クの超高速化を実現するための技術課題と当社の取組を述

べる。

(1) 幹線系ネットワークの超高速化

現在の幹線系ネットワークでは光伯号と電気伯号の変換

に要する時間が高速化を阻む要因の一つとなっている。こ

れを解決するためには，全光化技術（フォトニックネット

ワーク）が重要である。この実現にはペタビット (Peta: 10 

の15乗）級ルータを実現する光スイッチ（数千 X数千級），

波長変換，光パケット交換技術をベースとする全光処理ネ

ットワーク技術を確立する必要がある。当社は100X 100光

ルーティング技術や新しい原理の超高速光スイッチ素子の

開発を進めている。

また，当社は現在1Tbpsを超すデカ・テラビット

(Deca-Terabit)級の光海底ケーブル／陸上幹線系／アクセ

ス系向けの光伝送技術やキーデバイスの開発を進めている。

図3は開発中の40Gbps光変調器の外観であり， このデバ

イスを128波長に適用する ことで5Tbpsの信号が得られる。

20Tbps/ fiber級の高速伝送を実現するためには光波長多

重，時分割多重，光符号多重などの高密度多重技術を更に

磨き上げていく 必要がある。

(2) 移動体通信ネットワークの超高速化

高速化に伴う所要送信電力の増大と，電池寿命などを考

えた消費電力の低減の相反する問題を解決し，有限の周波

数資源を効率的に利用するには以下の技術が必要となる。

一定の周波数帯域幅を多くのユーザーが使用するために，

ユーザー間の干渉抑圧技術又は耐干渉性の高い無線アクセ

ス技術の開発が必要になる。

また，無線回線は，ユーザーが移動しながら使用するな

どの理由から，通信品質が時間・場所の変化に伴って変動

する。このため，各々の時間・場所において許容される通

信路容量を検出し，この容量に適応した伝送速度で通信を

実現するような環境適応伝送速度制御技術の開発が重要で

ある。

さらに，所要送信電力を増大させずに高速通信を実現す

るには，電磁波伝搬環境を確保した上，半径数十m規模の

極小セルによるネットワーク設計が有利であるが，極小セ

ルを対象とする従来のハンドオーバー技術には限界があり，

ナノセルネットワーク構築技術の開発が重要である。

将来は，周波数帯域確保の困難性，装置の小型化などの

課題をクリアするため，移動体通信システムもセルを一段

と小さくした光通信システムに移行していく可能性がある。

図3.40Gbps変調器モジュールの外観

ノヽ

昧デイ ーディーアイ及びKDD海底ケーブルシステム（樹の指導の

下，光網切替装置（光NPE)がJIH(Japan Information Highway)で

運用を開始した。光NPEは，海底ケーブルシステムの陸揚げ局に設

置され， WEST/EASTから各々 2ファイバペア (Working/

Protection)を収容し，入力される監視制御用光信号の状態に応じ

てITU-TG.841に基づくネットワークのプロテクション機能を持っ

ている。切替手段として光スイッチを用いることにより， 0/E,

E/0変換が不要となり，従来の電気NPEと比べて装置構成が簡略

化でき， 信頼性が向上し，電気NPEでは実現できない大容量化が可

能となる。 光網切替装置（光NPE)

）
 L1 II\"• 
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会が構築されていることだろう 。図 1に万人が

参加できる情報社会のコンセプ トを示す。また，

構築のキーとなるコンセプトを以下に示す。

(1) 

棋界中のすべてのサービスにアクセス可能と

なる環境を整えるとともに， 自分の属するコミ

ュニティで自由にコミュニケーションを行う。

サービスアクセシビリティ

図1. 万人が参加できる情報社会
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20世紀の情報通信技術

（貌）してきた。さらに， 1990年代のWWWによるインター

ネットの急速な普及が，私たちの生活やビジネスのルール

まで変革 しようとしている。しかし，現状のインターネッ

ト情報サービスは， パソ コンの操作や設定の複雑さなどが

原因となり，パソコンが使える人々 （＝情報強者）とパソ コ

ン操作の習熟度が低い人々 （＝情報弱者）との間の格差を顕

在化させている。また，英語で記述されだ情報が多く，母

国語による情報格差も生じている。

こうした格差を埋めながらコミュニテ ィ内での自由なコ

ミュニケーションと情報アクセス環境を提供することが，

次の20年の最重要課題であろう 。パソコン以外の手段や道

具による情報サービスヘのアクセス，利用者の目的に沿っ

て情報自体を変換しフィルタリングすることなどが重要な

技術となる。小型軽量化された携帯電話は，電子メ ールや

Webなどの情報サービスを取り込み，使用電力の限界と

高機能化の トレードオフの中，確実にウェアラブルデバイ

スとしての地位を確立しつつあるが機能はまだ十分ではな

い

9・ 21世紀初頭のコンセプト
- ‘‘万人が参加できるNetizen社会”
21世紀初頭には， 言語，年齢，地理的制約，経済格差な

どの制約によらず，現状の情報弱者を含むすべての人がネ

ットワー クの住人“Netizen"として市民権を持てる情報社

ーヽノ

(4) 

ョンデバイスは一つに統合されていくだろう 。

例えば，紙のように薄くフレキシブルで携帯に

便利なデイジタルノートとも言うべきデバイス

や巻取り可能な表示装置が組み込まれているペ

ン型デバイス （ディジタルペン）が考えられる。

表示装置の品質は現在の紙と同等以上で，直感的に使用で

きるユーザーインタフェースを備え，電池の寿命は 1週間

を超えることが望まれる。

(3) 情報の自動変換 ・抽出

国際的な情報交換を容易にするには，背景となる文化も

考慮した言語の実時間翻訳が望まれる。また，アクセス可

能な情報の量的増加に伴い，意味に基づく適切な情報の自

動抽出が行われる。

ネッ ト空間での リアルな体験の実現

コンピュータとネ ットワークによる情報アクセスは地理

的・空間的制約の解消に役立つが，これまでは，記号惟界

におけるコミュニケーションに限定されている。臨場感あ

ふれる体験を提供する情報通倍空間が望まれる。

'3. 
情報弱者が市民権を持てるNetizen社会の実現に向けて

の技術課題と当社の取組を以下に述べる。

(1) サービスアクセシビリティ向上

実現のための技術課題と当社の取組
）
 

アクセシビリティを向上するためのかぎ（鍵）は無線 ・有

線通信技術とそれらの融合である。各種ネットワークは裔

速化・ グローバル化・ シームレス化 し，真の意味での＂網'’

を提供していく 。 当社は， 長距離幹線系用波長多重

(WDM)による40Gbpsクラスの高速伝送技術，第三世代携

帯電話ネットワーク，低中高度軌道通信衛星ネットワーク

技術の開発を進めている。

(2) ウェアラブルデバイス

個人が持ち歩く情報デバイスは一つに統合され，その機

能は電話，コンピュータ， 個人認証，決済など多岐にわた

る。デバイス形状は，ノート型やペン型だけでなく， ベル

）
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ト，めがねのフレーム，財布，ヘアピン，手帳なとが考え

られ，ユーザーインタフ ェースについてもキー操作， 音声，

手書き入力など多様なものを提供していく必要がある。携

帯電話端末の高機能化，軽量化，拡張性向上のための技術

開発と情報理解（入出力と表示）にかかわる技術開発を進め

ーヽノ

ている。

(3) プライバシーとセキュリティ

現在の暗号技術は解読計算に時間がかかることを安全性

の基にしているものが多いが，将来，計算量を低減させる

アルゴリズムや量子コンピュータの開発が進んだ場合， lI音

号が短時間に解読されやすくな り安全性が問題となる。こ

のような未来においても安心してコミ

ュニケーションを行うことができる社

会を築くためには，量子暗号化による

プライバシーとセキュリティの確保が

必要である。当社は，線形解読法の開

発，証明可能安全性を持つ秘密鍵暗号

"MISTY” の開発，盗聴者検知が可能

な量子暗号通信システム実現のための

技術開発を進めている。

(4) 超分散サーバネットワーク

記号だけでなく意味までも含めた翻

訳を行うためには，知識の理解・蓄

積・抽出を助ける巨大で知能化された

データベースが必要となる。図 2に

2020年の情報通信環境を示す。世界

中に設置された超分散サーバが超高速

ホーム
ネットワーク

●万人が参加できるNetizen社会

WGリーダー 齋藤正史

通信インフラで接続され，ネットワークを構成し，双方向

ディジタルネットワークやナノセルネットワークなどにシ

ームレスに接続される。このネットワークが巨大で知能化

されたデータベースとなり，感覚理解を用いた様々な形態

の情報表現や高度の臨場感の実現，人間の思考を模擬した

情報自身の進化，文化に関する知識のデータマイニングな

どに利用されていく 。

当社は，動画像からのオブジェクト抽出，自動インデッ

クス付加を始め， メデイアをまたがる情報の融合，変換，

高速検索のための技術開発，コンピュータ間の高速接続技

術開発を進めている。

------------
s. f:l ‘̀ ヽ --------一鼻ぐ

-------: -----、‘̀-會9’‘， 、、
, >‘• 
’‘‘`‘  ヽ ヽ

,, ‘‘ 
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超高速通信イ ンフラ

-----------------

、ヽ``、；、

アクセスネットワーク

、ヘ
も0
メガネディスプレイ

ホーム
ネットワーク

図2.2020年の情報通信環境
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（当社018μmLいで実現した墳合
演算速度 10Mbp,以上）

→ Control 
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濱算遼度 10Mbps以上で演算可能．
W•CDMAの通信速度を満たしている）

W←CDMA靖末

当社は， 1995年に新暗号アルゴリズム MISTYを発表し，以来，

その安全性と小型・高速性は国内外から高い評価を受けてきた。'99

年には第三世代移動通1言システム（W-CDMA)の国際規格を検討し

ている標準化プロジェクト3GPP(Third Generation Partnership 

Project)においてその技術が国際標準暗号のベースとして認定され，

移動通信システム用にカスタマイズされたものが新しく KASUMI

として誕生した。国産暗号技術が国際標準として単独で採用される

のは日本の暗号史上初めてのことである。また，各種W-CDMA端末の商用化のためIPのライセンス供与を

2000年 4月から開始した。このIPを用いると3GPPで規定されたf8,f9モードを用意し，各モード十数Mbps
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図1. ネットワークサービスのコンセプト

,i. 20世紀のネットワークサービス
インターネッ トの普及は，情報活用の多様化・大菫化・

大衆化をもたらし，社会を急速に変化させて，新しい世界

の扉を開きつつある。情報検索や娯楽，ショッピングなど

のサービスを提供する携帯電話のiモー ド利用者が最初の

2年で 1千万人に達し，ネットショッピングやオークショ

ンなどのいわゆるBto C (Business to Consumer)の新事業

が開拓された。また，銀行 ・証券などの金融サービスもネ

ット上で可能になった。このようなネ ットビジネスの分野

では， ビジネスモデル特許で優位に立とうとするネッ ト企

業が出現し，当社も積極的に技術・ 事業戦略を展開してい

る。

一方，工作機械に関するプログラムをネッ トで提供した

り，プラン ト機器のメンテナンス情報や資産管理情報を提

供するなどBto B (Business to Business)のネット事業も

開始されている。さらに， Cto C (Consumer to Con-

sumer)の例と してシルバーネットが全国に多数設立され，

また，パソコン教室が活況を呈 していることからも分かる

ように， 若者やサラリーマ ンから主婦や高齢者へとネッ ト

利用者は幅広く拡大しつつある。

そのため，パソ コンや携帯電話を進化させたより使いや

すいハードウェアや，コンテンツを分かりやすく表示する

ソフトウェアの開発が急務である。2020年には，だれでも

その恩恵を享受できる基本的インフラとして，ネットワー

クサービスが構築されていることが望まれる。

『・21世紀初頭のコンセプト
“人と産業を支えるハックポーン”

2020年を展望したとき，人が活動する空間は宇宙 • 海底

まで拡大し，ネットワークサービスによって生活・ 産業 ・

社会を広範囲に活性化し発展させることが期待される。図

1にネッ トワークサービスのコンセプ トを示す。コンセプ

トは人 ・産業 ・交通の三つのキーワードで示されるが，交

通については他の項で述べることとし， ここでは人と産業

に対するネットワークサービスについて述べる。

(1) 人に対するサービスでは，疑似体験，医療関係， EC

(Electronic Commerce)を含む生活の情報化， 生涯学習等

を軸としたサービスが展開され，ストレスと不安の解消が

実現される。ECの拡大と情報洪水に対応するために，サ

ービスの信頼度を自動的に評価し仲介する機能や決断の代

行機能，クレーム代行機能が必要となる。また，少子高学

歴化に伴い，生活の情報化によ る家事労働の効率化と代行

サービスが大きなサービスになろう 。

(2) 産業に対するサービスでは，広範なバリューチェーン，

＼ノ

）
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ーヽノ

サプライチェーンを支えるサービスが展開される。このサ

ービスの質的高度化を支えるために，複数の企業が連携し

だ情報サービス，遠隔でプラントや機器の運用管理 ・保守

を行うサービス，改善点の自律的発見や提案を行うサービ

スが必要となる。また，既にFA分野で始められている特

定分野向けのポータルサイ トが， 重電機揺・産業メカ トロ

ニクス機器な ど多く の産業分野に拡大し，環境に適応した

保守・リサイクルサービスが利用できるようになろう 。

, ．実現のための技術課題と当社の取組

すべての人間が地球規模の活動に参加することを可能に

して，社会を構成する組織や個人を効率良くかつ有機的に

連携させるとともに，自然環境に優しい新たな社会インフ

ラを構築する ことが必要である。人と 産業を支えるバック

ボーンであるネットワークサービスを実現するために必

要なネッ トワークサービス活用技術とコンテンツのデイ

ジタル化技術について述べる。

(1) ネットワークサー ビス活用技術

多くの人に使いやすいネッ トワークサービス を提供し

高度化・ 複雑化するシステムを十分活用するためには，

人間の意図を理解して問題解決方法の提案や利用方法な

どに関するア ドバイ スを行う音声処理によるコラボレー

ション技術が重要になる。また，ネ ット上を自在に移動

しで情報の収集やクレーム処理，折衝などを行うエージ

ェント技術が必要である。当社は，最新のIT研究成果

を生かし， これらの技術の開発を進めている。セキュリ

ティ技術は必す（須）であるが，情報通信で述べたのでこ

●人と産業を支えるバックボーン

WGリーダー 宮地泰造，井上勝雄

こでは省略する。

(2) コンテンツのデイジタル化技術

高品質なサービスを提供するためには，コンテンツのデ

イジタル化技術は重要な技術の一つである。これには映像

情報の表示 ・編集などのソフト面の開発と，大量なデータ

の高い流通性を 目指した圧縮・伸長 ・高速配信などのハー

ド面の開発がある。さらに， システム運党の連携や自律化

など知的処理と，様々な資源の蓄積・効率的配信における

スケジューリ ングコーディネーションの開発が必要である。

図2にディジタル化に必要とされる技術のロー ドマ ップ

を示す。当社は，これらの高品質なサービスを実現する要

素技術と して，メデイア融合技術， 三次元音場技術，超高

精細スケーラブル圧縮 ・伸長技術，生産プログラムの遠隔

提供技術と自動適応技術などの開発に取り組んでいる。

會

区
廷
怪

e
l0浜
i

•生産

・自憶的検査・ /lit;;,.

演出力遺化・表環ヘース

視罷者も加型ボ丈システム

メティア紐含技術

⑳00年 2010 
I 
2020 2030 

図2.ディ ジタル化技術のロードマップ

ノヽ

iモードインター全ガさWebサイト

NTTドコモ社携帯電話のiモード サービス(1999年春開始）

により，世界で初めてのモバイルインタ ーネットが実現され

た。三菱電機のD502iから端末搭載のカラー画面表示とアニメ

再生， 和音着メロ機能を利用者が楽 しく 活用できるメ ーカー

サイト (MyD-style)を他メーカーに先駆けて立ち上げた。My

D-styleは，公認サイトからのアクセスによ って広く簡単に利

用できるため， iモードの携帯電話の普及に貢献した。

今後も ，進化する携帯電話に対応する楽しくて便利なサー

ビスを提供し提案していく計画である。

-9•一哩．—=・＿＿．． 
M),1 D-sb1leへよう
こそ。 .Eードをも
-::;,と楽しく するメ―
ューです。
吋i|i ▽ --直
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図1. 電カエネルギーシステムのイメージ

11. 20世紀のエネルギー
20世紀は，白熱電灯を始めとして家庭生活を支える冷蔵

庫やエアコン，テ レビなどの家電機器が実用化され，豊か

で便利な生活が実現された。この豊かな生活を支えるため

に，産業用も含めて電力消費量は増大し，これを支えるた

めに電力機器は大出力化された。電力需要の増加率はエネ

ルギー総需要増加率に比べて倍程度大きいが，これは電力

が使いやすくクリーンであることによる。一次エネルギー

に占める電力の割合（電力化率）は既に40％前後に達してお

り，今後の高齢・情報化社会を考えると，電力の役割は一▲

層重要になる。

エネルギーの大量消費は生活を豊かにしたが，反面，地

球規模の大きなひずみを生み出している。豊かな化石燃料

資源を背景とした大量のエネルギー消費は，二酸化炭素に

よる地球の温暖化や大気汚染を引き起こしている。 また，

化石燃料は有限で資源間題も大きな課題である。これらの

問題は，発展途上国が工業化を進める中で，更に深刻な問

題となる可能性がある。日本は2010年までに温室効果ガス

排出量を削減することを国際公約しており，環境負荷の小

さい太陽電池や風力発電などの自然再生型電源と熱と電気

の利用で総合効率を向上するコジェネ電源の利用を雅進し

ている。

『• 21世紀初頭のコンセプト
“環境に優しい電源の利用拡大”

エネルギーの量 ・質の確保と環境という相反する課題を

両立させた電カシステムの実現

が課題になる。図 1は2020年に

おける電カエネルギーシステム

のイメージである。図 2に2020

年におけるエネルギーシステム

のコンセプトを示す。2020年に

は電力需要は現在よりも30％増

加することが予想される。この

うち20％を二酸化炭素を排出し

ない自然再生型電源（太陽光，

風力， ゴミ発電など）と， コジ

ェネを用い総合効率の向上が可

能な地域密着型の分散電源 （マ

ィクロガスタービン，燃料電池

など）でカバーする。

残りの10％は集中型電源の新

設・大容鼠化で対応する。二酸化炭素排出量の低減には原

子力比率を高める ことが重要である。さらに，二酸化炭素

-—--‘~ -̂_ 

発生量の少ない天然ガス使用の促進，コンバインドサイク

ルや超電導発電機などによる発電効率の向上がキーとなる。

自然再生型電源は，風や天候に左右されるので，出力が

不安定である。分散電源も必要に応じて運転されるので運

用が不透明である。これらの電源は系統を一層複雑・大規

模化し，単純事故が大事故に発展するリスクが増大する。

自由化を推進している米国においても， 1996年，送電線の

地絡事故が本系統や隣接系統の動揺を生み， 最終的に750

万戸に及ぶ大停電に至っている。二次電池を用いて平準化

する方法もあるがコスト面での制約がある。

展 機器・システム

要 高効平大百竺携器

ー大宅世発電機

ー超裔圧送咤

一直流送電／達系

・豆の確保 一超笠導発需機

・嘉品汽／安定供給 系統安定化様芯

—限流器高速遮断器
-SMES 7うイホイール

孟 力自由化 一自励式憬器／FACTS

・競争原理泣入による IT 

一次世代系杭制臼

効率化 ，低コスト化 （芯速ネットワーク）

→統運用支j晏システム

一インタラクティブ DSM

化石費源枯渇・地球温暖 化 ＼ ＼  分（自散然雷再源生の・租コジ極ェ迎ネ入） 

ーエネルギー壱理システム

の防止 • 分牧屯源

一太閑屯池

・ニ酸化炭素排出足肖lj減 一凧力発望：

ーマイダサガスターピン

心 99苓池／二次電池

図2. エネルギーシステムのコンセプト
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したがって，自然再生型電源と分散電源の大量導入のた

めには系統側への配慮が必要である。電力会社は専用の情

報交換網を持ち互いに情報交換を行い発電所や変電所を制

御してきたが，多数設臨される自然再生型電源と分散電源

に専用情報交換網を設置することはコスト面などで難しく，

インターネッ トを用いた情報処理が必す（須）となる。中央

系統管理センタ ーでは，系統内の大容量機器 （集中電源，

独立電気事業者など），潮流分布，隣接系統との連系など

をITを駆使して監視し， また同データに基づきリアルタ

イムにリスク分析などを行い，系統を安定運用する。一方，

需要地側では，需要地系統管理センタ ーにより，分散電源

の状況把握や需要家／分散電源側と双方向情報交換を行い，

安定 ・高品質な電力供給と負荷平準化を行う 。

, ．実現のための技術課題と当社の取組

分散電源機器については太陽光，風力，マイクロガスタ

ービンなど既に商品として導入されつつあるが，大量導入

には， 一層の低コス ト，長寿命，高効率化が不可欠である。

また，コジェネ電源については，家庭などで温水利用が可

能な小容量機の開発(1~lOkW級）が望まれる。

当社は，次世代太陽電池（超低コスト，超高効率デバイ

ス），固体高分子型燃料電池（小容景コジェ ネ電源）， リチ

ウム電池（大容量／高安全技術）などの開発に注力している。

また， 二次電池に替わるエネルギー蓄積の次憔代技術とし

て，カーボンナノチューブな どの新素材を用いた水素貯蔵

も期待される。

●環境に優しい電源の利用拡大

WGリーダー 松村光家

集中型の原子力／火力など発電設備に関しては，設備の

高経年化対策や設備利用率向上，環境対策， 高効率化のた

め， ①点検・保守の高度化・ 効率化，②大容醤 ・高効率機

器開発などの課題がある。点検・保守については，セン

サ／モニタ技術，データベース技術，劣化モデル，診断技

術などを核とし，状態監視，オンライン診断， リモート保

守などを可能とする次世代保守管理システムを開発する必

要がある。高効率化については，大容量機開発（大容麓夕

ービン発電機），超高圧送電（交流／直流），超電導発電／

送電などがある。当社は，電磁界解析，超高圧技術，遮＼困／f

技術，超電導技術などに関して研究開発を進めている。

系統運用については，系統に分散電源が加わった場合の

系統安定性対策のために， ①隣接系統を含めた全系統での

監視 ・運用， ②運用状態を リアルタイムに解析・把握する

ツール，が特に重要である。当社は，系統制御へのIT応用

（通信／コンピュータ技術／解析技術）を進めている。また，

系統安定化機器として，超電導限流器／磁気エネルギー貯

蔵，自励式などの新型パワエレ機器，高速遮断器などを開

発している。

需要家 —供給者間での協調運用では，分散電源側での機

器制御／エネルギー管理，双方向需給管理の開発が必要で

ある。当社は，設備構成 ・制御の最適管理を行うエネルギ

ー管理システム， 需要家 —供給者間で協調的に需給管理を

行うインタラクテ ィブエネルギーサービスシステム，電力

線による情報搬送技術などを開発している。

ノヽ

ンi
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お客様の省エネルギー ・省コスト・環境改善のパート ナー

として現場に密着 し，エネルギーの総合エンジニアリングカ

（エネルギー発生 ・ 供給•利用技術） ＆ITを駆使し，お客様の

エネルギー関連の様々な課題 （部分的な課題からお客様全体の

エネルギー課題まで）に対して省エネルギーコンサルタン ト，

設計施工，設備リース，O&M, エネルギー供給 ・エネルギー

遥用管理まで幅広くお客様と 一緒に解決していく 。その一環

として，マイクロガスタ ービンのコジェネレーションシステム

＂マイク ロエコターボMTG-28"を分散電源のレパー トリーと

して開発 ・製品化 し， 同時に分散電源による電熱併給サービ

ス事業を積極的に展開している。 マイクロエコターボMTG-28

13 



21世紀のコンセプト

1健全な物質（資源）とエネルギーの代謝・循環社会の構築 I

（都市の代甜・循環システムの構築，「大豆生産．大塁消費」からの転換）

•都市の静脈ラインの構築 （循環できないと環境問題が発生）

・静脈ラインを考慮した動脈ラインの再構築

都市の代謝・循環システムのイメージ

図 1.21世紀の都市の代謝・循環システムのコンセプト

£20世紀の環境技術-・ 20世紀ば‘大量生産，大量消費”の社会であった。20世紀
後半は，多くの資源・エネルギーを使って物を生産し消費

プロセスに供給することに重点が置かれ，消費プロセスか

ら処理プロセスを経て自然に戻る経路，いわゆる社会の静

脈系の構築が遅れてしまった。このため，表 1に示すよう

に，種々の分野で様々な環境問題が生じている。この大量

生産，使い捨て社会への反省から，現在，徐々に環境への

負荷を配慮した新しい社会作りが始まっている。

. 21世紀初頭のコンセプト
“都市の新代謝・循環システム”

21世紀初頭は，正にこの“環境への負前を配慮した新し

い社会作り”が更に進展すると予想される。清浄な環境を

維持するために， 自然と人間の諸活動，すなわち，生産，

消費処理の各プロセスの間に健全な循環系が構成される。

図1にコンセプトを示す。‘'経済発展”と“環境保全”がバラ

ンスし， 豊かで安全でゆとりある社会が次第に構築される

であろう 。国も2000年を“循環型社会元年”と位置付け，法

の整備などで明確に方向性を示している。

当社は，この循環型社会の実現に貢献するため，表 2に

示すような生産プロセスの改良や環境適合型製品の開発と

各種環境装置の開発
表1. 現在の代表的な環境問題

を強力に推進してい

く。また，社会の静

脈系を構築するには，

都市を一つのシステ

ムとしてとらえた新

しい視点からのアプ

ローチが必要である。

ディスホ・ーサ詈 及
立地 下水負荷増大
0湘l即 ー •-9 ̀  ',・, 
遵性向上

Iネルキー回収
(99・イオガス）

t..,"巨0厨,,,
伝月

RDFスーバーごみ発電システム

布面資源回収システム

ここでは水と廃棄物に焦点を当てて述べる。水環境では渇

水の頻発，河川の水質汚濁，及び環境ホルモン・微量化学

物質等の問題， また，廃棄物では，ごみの増大， 輸送法，

焼却炉ダイオキシン，処理場・処分地の立地等の問題があ

る。都市でいかに水を有効利用し清浄な水資源を保全する

かは，環境保全のみならず，今後も拡大すると予想される

都市機能を支えるという観点からも重要である。また，家

庭ごみ等の有機性廃棄物は新しいエネルギー源として都市

に還元する必要がある。つまり，“都市の代謝・循環シス

テム”の構築である。

生活・産業区

水源 I 環境監視システム←—→ ；令）K場，エや家庭 ，↑月9im 公共水域

図2．都市の代謝・循環システムの構成

表2．環境分野におけるこれからの取組

分野 環境問題

焼却炉ダイオキシン， NOx（酸性雨），地球湿暖

大気環境 i化ガス (CO,,CFCなど）， オゾン陪破壊（フロン
など）など

エネルギー消翡型水処理環境ホルモ ン・ ダイ

水困環境 iォキシ ン，消源剤耐性有害微生物（クリプト等），
渇水の頻発， 河） II· 湖沼 • 海洋の水源汚濁

廃発物分野・ | 
こみの増大 ・輸送，焼却炉ダイオキシ ン， 環境

負荷不明の化学物質氾濫，処分地 ・立地帷

その他 熱喘・林減少，砂漠化

項目

浄脈系

の構築

取組

• NOx分解， 車の排ガス処理用触妹技術

●SF,, HFC, PFC等温暖化ガスの分解技術

• 閑橙ホルモ ン， ダイオキ シ ン等有害物質の無害化技術

●消毒力が大き く，かつ消粛副生成物の生成が少ない消

祉技術など

• 省エ ネ・ 省資源型生産プロセス化の推進

動脈系
• 高現境負荷物質を使用しない生産 プロセス ヘの転換

の再構築
（エコプロセス化）

●製品の更なる省氾カ・省エネ化

●環境適合設計の11t進な ど

ーヽノ
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●都市の新代謝・循瑣システム

WGリーダー 廣辻淳二

図2に都市の代謝・循環システムの構成の一例を示す。

家庭から出る生ごみをディスポーザで処理し，下水ととも

に下水処理場に送る形態が考えられる。この形態では，下

水中の有機物は60~70％増大すると予想されるため，下水

処理場では排水処理と同時に有機物からのエネルギー回収

が璽要課題となる。また，渇水対策，水環境保全のため，

水の高度処理・リサイクル技術や微量汚染物質の干ニタリ

ング技術が重要であることは言うまでもない。

実現のための技術課題と当社の取組

）
 

ヽ
~

エネルギー同収については，下水処理場で下水中の有機

物を可燃性ガスにして発電し都市部に還元することが考え

られる。電気に変換すれば輸送が簡単で，また，大規模処

理による処理コスト低減も期待できる。なお，可燃性ガス

回収法は，民間事業所と下水処理場ではその必要用件が異

なると考えられる。前者は高効率メタン発酵のようにエネ

ルギーを手軽に回収できる方式，後者ば汚泥油化・熱分解

システムのようにエネルギーを完全回収する方式が必要に

なろう 。

水のリサイクルについては，下水処理場の高度処理水を

都市部に還流するのは，管路の埋設コストが高く，輸送動

力も大きいため，個別分散型のオンサイト処理の形態が予

想される。さらに現在の排水処理の主流である生物処理

は，大規模な敷地が必要，処理が不安定などの理由から，

土地利用が高度に進んでいる地域では物理化学的な処理が

有力になると考えられる。したがって，排水・汚泥からの

エネルギー回収技術，物理化学的方法による排水の高速処

理技術が，都市の代謝・循環システムを構築する上でキー

となる。

当社は，これら21世紀初頭の循環型社会に貢献する動脈

系及び静脈系の環境技術として，いろいろな基礎研究に着

手している。例えば，生産プロセスのエコプロセス化とし

て，強い酸化力を持ちかつ残留性がなく環境に優しいとい

う特長を持つ高濃度オゾンを用いることにより，環境負荷

が大きくかつ高価な薬液の使用を抑えたレジストはく （剥）

離技術を開発している。一方，静脈系の処理技術について

は，これまでに実用化したオゾン高度浄水処理技術や下水

処理水の塩素代替消毒技術に加えて，基礎研究として，オ

ゾンよりもさらに強い酸化力を持つ促進酸化処理法を用い

た高効率な地下水汚染浄化や廃棄物処分場の浸出水浄化技

術，環境ホルモン分解・ホルモン活性低減化技術，人間が

やっと感じることができる程度の袖汚染を検出する油臭セ

ンサ（図 3)，生物処理よりも安価でかつ高速処理できる物

理化学的方法による水処理技術，などの開発に取り組んで

いる。
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図3．油汚染監視装置の試作機
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上下水分野では，中小規模の高度水処理化，すなわち上水

ではかび臭及びTHM(トリハロメタン）除去など， 下水では従

来の塩素に代わるオゾンによる処理水消毒，再利用 （中水道，

親水施設）の普及が進んでいる。さらに，今後新たな水質問題

として環境ホルモン，クリプトスポリジウムによる河川の新

たな水質悪化の懸念などがある。こういった間題に対し，当社では，残留性がなく環境に優しいオゾンによ

るパッケージ型の水質浄化システムを製品化した。パッケージ型オゾン処理システムは，工場製作によるプ

レハブ化及び一体型ワンベース化によるコストの大幅な低減を実現した。このシステムは，上下水分野はも

ちろん，民間の排水処理の分野でも需要が見込まれる。

一
パッケージ型オゾン処理システム

）
 ー ら
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図1.21世紀初頭のリビングのコンセプト

'~ 20世紀のリビング
20世紀は家庭生活を快適にする電気機器が開発・改良さ

れて家庭に広く普及し，生活の快適性，省労力，省時間，

情報・通信，娯楽，健康に貢献してきた。今後も， IT化

やエ レクトロニクス技術の一層の進歩とともに，より便利

で高機能の家電機器が登場すると予測される。

しかし，生活の向上に伴って素材とエネルギーの消費が

増えることにより，エネルギー資源・地下資源•森林資源

の減少，ごみ発生量の増加，大気の悪化や地球温暖化が進

んでいる。このため，家電機器においては，利便性を追求

するだけでなく，環境・エネルギーなどの諸問題に配慮し

つつ豊かな生活を支える製品を志向する必要がある。

また， 日本ではかつて経験したことがない速さで高齢化

が進んでおり， 20年後の65歳以上の人口比率は現在の17%

から27％に増加すると予測されている。このため，高齢者

だけの家族が増え，日常生活での支障や不安が生じること

や，高度情報化社会から孤立することが懸念される。その

ため高齢者の視点に立った機器の仕様や設計か重要になる。

掃除，炊事，洗濯等の家事労力の軽減，四季を通じて暮

らしやすい空間，臨場感に富む映像 ・音楽，高機能で簡便

なネットワーク環境など基本的なニーズは今後とも変わら

ず，より快適で楽しい生活が要望される。

『•21世紀初頭のコンセプト
--‘‘快適性と環境の調和”
リビングの家庭電気機器は，情報・エレクトロニクス技

術を高度に用い高齢化にも対応できる快適性の追求と，地

球環境との調和をもたらすことが求められる。図 1に21憔

紀初頭のリビングのコンセプトを示す。また，図 2に21世

紀のリビング実現のためのキー技術を示す。快適な生活を

提供するため，個人の好みや体調に合わせた空調システム，

自動ごみ分別機・処理機，食材を自動管理する冷蔵庫など

が実用化される。テレビはホームシアター用に大型化と薄

型化が進む。また，三次元デイスプレイや情報通伯端末も

普及する。ネット配信と並行して手軽で見やすいペーパー

ディスプレイが使用され，紙の使用量削減にも貢献する。

高齢化社会に対応して，ハンディキャップや健康維持を

サポートする操作が容易な機器が普及する。さらに，豊か

な生活を応援するコミュニケーションや生涯学習のシステ

ムが構築され，家事や介護を助けるロボットも登場する。

ネットワークに関しては， 日常生活に欠かせない情報の

ほかに，ショッピング，教育，娯楽，セキュリティ，家事

軽減，高齢化対応，健康管理などのインフラが整備され，

バーチャルの会合や銀行・病院・公的機関の窓口も普及す

る。リビング内では一元管理されだ情報メディアがどこで

も利用できるようになり，家電機器の連携運転や遠隔操作

によってエネルギー効率と利便性が向上する。

また，資源循環型社会への移行のためリサイクル技術が

向上し，廃棄された製品は分解処理を行い，ほとんどが材

ーヽノ

）
 

・バイオメトリック認証

ットコミュニケーション

護支援機器

・遠隔医療診断

・忘齢者対応設計

・固（本高分子型燃料電池

・環境適合設計技術
汰隔電池 ・蓄電／蓄熱

・エネルギー最適制御
・ごみ処理機

図2.21世紀のリビング実現のためのキー技術
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料に還元されるのでごみ問題が解消される。オゾン層破壊

や地球温暖化への対策として，冷蔵庫や空調機に自然冷媒

が使われる。エネルギー面では太陽電池を用いた発電シス

テムが多くの家庭に普及する。電気と熱を利用するコジェ

ネシステムで80％以上の島いエネルギー総合効率を実現す

る家庭用の燃料電池も普及している。

, ．実現のための技術課題と当社の取組

一将来の快適な生活に不可欠な情報ネットワークはますま
す多様化する。これをだれでも簡単かつ有効に活用できる

ようにするため，操作しやすいマンマシンインタフェース

や見やすく分かりやすい表示装置が必要である。表示装置

は最も重要な情報伝達ツールであり，特に双方向画像通信

では優れた臨場感が要求される。当社は，大画面テレビの

流れを作った実績があり，現在もディジタル放送対応の高

精細で色再現性に優れた大画面デイスプレイを開発してい

る。今後， 三次元デイスプレイやペーパーディスプレイの

開発も視野に入れたい。

家庭内の情報化によって家庭内におけるネットワーク環

境技術が重要になる。当社は，独自に開発した分散トーン

方式による耐ノイズ性に優れた電力線モデムを開発し，エ

コーネット規格に提案している。また，遠隔地から機器を

監視・制御できるコンパクトで安価なWebサーバソフト

ウェアの開発も行っている。

資源循環型社会を実現するためには，廃棄時に分解が容

易な環境適合設計やリサイクル可能な材料の開発及び廃棄

後のリサイクル技術が課題である。当社では，使用する材

料を標準化するとともに，環境負荷が小さい素材の適用や

機器製造を目的にLCA(Life Cycle Assessment)を展開し

ている。また， リサイクルの取組として，当社は， 1999年

に独自のリサイクルプラントを設立し，分解しやすい構造

の設計，高精度分別技術，マテリアルリサイクル及びケミ

カルリサイクル技術の開発を行っている。

環境問題対策として，空調機の自然冷媒化の研究開発が

必要である。当社も21世紀初頭の環境を考えた自然冷媒用

の空調機を検討している。また，快適性と省電力効果を向

上させるため，個人を識別できるセンサや快適性・休調を

リアルタイムで評価する素子，ふく射パネルと気流制御を

組み合わせた空調方式の技術確立を目指している。

エネルギー関連では，分散化・自律化による環境負荷低

減と省エネルギーを目的に，住宅用の太陽電池や燃料電池

の発電システムの高効率化・長期耐久性・低コスト化を実

現するための開発を迎める。当社は，ゴジェネシステムに

適用する燃料電池の

研究として，図 3に

示す可搬用の 5kW 

固体高分子型燃料電

池や改質器(NEDO

からの委託）を開発

しており，一般家庭

用への応用を検討し

ている。 図3. 5 kW固体高分子型燃料

ノヽ

” 

TI社のDLP(Digital Light Processing)技術を用いた，最初の米国向け

民生用DLPい 1方式PTVを開発した。高解像度のデイジタル放送HDTV画

像及びパソコン画像の表示，周辺までひずみのない画像均一性等を特長

とする。スクリーンサイズは165cm(65")でDLP方式PTVとして最大で

あり，マルチメデイアデイスプレイとして新市場を開拓できる。TI社と

の共同開発のDLP光学工ンジンは次の特長を持っている。

(1) 初の16: 9ワイド， 1,280X 720画素のDMDniチップ

(2) きょう（筐）休の小型化を可能とする新開発広角投射レンズ

(3) ユーザー交換可能な長寿命ランプ

WD-65000 
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図1. ユニバーサルアクセスシステムのコンセプトイメージ

,1. 20世紀のビルシステム
工

昇降機は，都市における建物の高層化とともに20世紀に

広く 普及した。“ロープによる トラ クション駆動”と“かご

落下を防止する安全装置’'が実用化の基本となり， 20世紀

には，インバータやコンピュータの登場により，かご速度，

積載容量，乗り 心地，エレベーター群管理による輸送効率

が飛躍的に向上した。1993年には速度750m／分のエレベ

ーターが横浜ランドマークタワーで稼働した。

昇降機やビルシステムは'‘人を対象にしたシステム’'であ

ることは言うまでもない。 しかし， 20世紀のシステムは，

まだまだ“人が機械に合せることを強いるシステム”である。

例えば，大勢の人が同じかごに乗り合わせ，自分には関係

のない階で他の人が乗降するのを待たされたり，大きなビ

ルでは行先階によってエレベーターを乗り分けたりしてい

る。一方， 21世紀は高齢化が進み， 高福祉やセキュリテ ィ，

個性の尊重が更に必要となる時代である。このような時代

にあっては，多種多様な人の状況や要望に応じて‘'機械が

人に合わせるシステム”がより 一層必要になると考えられる。

また， 21世紀にはビルの高層化と地下への大深度化が進

展することが予想される。これらの縦方向への居住空間の

拡大に合わせ，縦方向のアクセス量

は更に増加する。20世紀の昇降機で

空調 ・照明・ 受配電などを監視制御するとともに，

より高い防犯能力を持つ設備として進化してきてい

る。21世紀には，通信技術などの進歩によって，ビ

ル運営管理の効率化や設備管理とセキュリテ ィの統

合化が進むものと考えられる。以下， ビル内交通シ

ステムに焦点を当てて，21世紀のビルシステムを概

観する。

『・21世紀初頭のコンセプト
“ユニバーサルアクセスシステム”

これらの課題を解決するビル内交通システムの一つのコ

ンセプ トが“ユニバーサルアクセスシステム”である。この

システムのコンセプトイメ ージを描いたものが図 1である。

自動的に自分又は自分たち専用のかごが現れ，行きたい場

所に，状況に合わせて速<,優しく運んでくれる。

このようなシステムの実現方法は各種あるが，その一例

として次のようなモデルシステムの出現が考えられる。シ

ステムは，多数の小型自走式かごで構成され，乗降者が持

つ携帯端末などと情報交換する手段を備えている。人がシ

ステムに近づくと， システムは人と自動的に情報交換し，

個人の状況や要望に応じて，その人又はその人々に適した

1人用又は 2人用， 4人用のかごを配車し，駅などから行

きたいビルの部屋まで自動的に人を輸送する。システムは，

各自の情報からビル及び部屋へのアクセス権を確認するこ

とでセキュ リテ ィを確保し，かごを個人専用にすることで，

かご内での気まずさ，不快さをなくすことができる（図2)。

さらに， 一つの昇降路に多数のかごを走行させることで高

い輸送効率が実現できる （図3)。

, ．実現のための技術開発と当社の取組

ユニバーサルアクセス システムを実現するためのマンマ

シンインタフェース技術，駆動技術，運行技術に関して当

社の取組について述べる。

昇降路の体積比率 大

＇ヽノ

）
 

昇降路スペースの削滋

は，アクセス量の増大を昇降路の断

面積 とその数で確保しているため，

建物の高層化・ 大深度化に伴い，建

物に占める昇降路の体積比率は一層

増大する。

一方，ビル菅理システムやビルセ

キュリティシステムは，安全 ・快

適 ・便利な環境を維持するために，

人が憬楼に合わせる 1農t名が人に合わせる

千可
マイエレベーター

図2．専用かごによるセキュリ

ティ，快適性の向上

疇 '『l̀
~.1'.I!~ 

図3. 1昇降路複数かごによる輸送効率の向上

）
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(1) マンマシンインタフェース技術

“機械が人に合せる”ためのキー技術の一つがマンマシ

ンインタフェース技術である。現在，操作ボタンや情報提

示を人の状況に応じてアダプティブに変えるインタフェー

スを開発している。21世紀初頭には携帯端末が個人情報の

交換手段として一般化し，携帯端末を活用することによ っ

てビル内交通システムのマンマシンインタフェースの機

能・性能を飛躍的に向上させることができる。携帯端末は，

今後，広帯域化，標準化，セキュリティ性向上が進むとと

もに，ハードウェア面でも小型・低コスト化が進み，モバ

イルからウェアラブルになる（図 4)。これらを見越した次

憔代のマンマシンインタフ ェース技術の開発を進めている。

(2) 電池／駆動技術

自走式を実現する主要技術課題は，駆動方式と駆動装置

の小型軽量化及びケーブルレス化である。また，釣り合い

おもりに代わるエネルギー蓄積手段も省エネルギー実現の

●ユニバーサルアクセてシヌテム

WGリーダー湯村敬

ために必要となる。現在，ロープ駆動方式で小型軽量な巻

上機と釣り合いおもりに代わる電気式カウンタの開発を進

めている。今後は，縦だけでなく，縦から横にも連続的に

移動できる技術開発が必要であり，電池を用いた駆動技術

が必要となる。この技術は，電気自動車の分野で先行的に

開発が進んでおり，バッテリーの高密度化とともに駆動系

の高効率化を推進しつつある（図 5)。

(3) 安全・高密度運行技術

運行効率を向上するためには，コンセプトで記載したよ

うに複数のかごを同一の移動路で走行させる必要がある。

このため，安全を確保し高密度に運行させる技術が重要と

なる。現在，ダブルカーエレベーターで，二つのかごを安

全に走行させるための安全システムと高い運行効率を実現

するための運行方式を開発している。また，安全システム

の電子化・無線化を開発中であり（図 6)，これらの技術に

よって縦横移動の更なる安全・高密度運行が可能になる。

コスト
体積

さ
介

携帯電話 弓
ICカード そ

IMT.2000 ::S 
®面五---•10Mbps無線 芦

声→ヽ（パーソナル情報ハブtt}一ーらェアラブル端末

1990 2000 2010 2020 

図4．携帯端末技術の発展

電池/I'ヮ―
効率

駆勤効率

［霞池の高密度化）

リチウムイオン醤池

ニッケル水素漏池 、ソ＼ッテリー

1PMモ→ 駆動システム

PMモ→ ［駆動の高効率化］

1990 2000 2010 2020 

図5. モータ駆動技術の発展

運行密度
綬横高密度運行システム

［縦移動嵩密度化I

A]群管理技思

超面速 ミリ波L,-ダ／通信
田功技街 'r-フルレス安全技術

超高速骨‘‘

1安全ンステムの電子化l

安全装醤 超面速システム

1990 2000 2010 2020 

図6．安全・高密度運行技術の発展

）
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新しいエレベーター群管理システム“こAI-2200"を開発した。このシステムでは，新群管理アルゴリズム

“予測チューニング型AI方式”を採用した。この方式では， ビ

ル内予測交通流に対して多種多様なルール群を適用した場合

の群管理性能を， リアルタイムシミュレータによ って速やか

に評価する。この評価に基づいて，予測交通流に対して待ち

時間が最小となるルール群を選択・適用し，エレベーターの

運行制御を行う 。IAI-2200では，このほかに，乗り場行先

階登録方式を採用した行先予報システム，かご内負荷に応じ

て加減速度を調整するモータドライブミックスなどの新技術

を採用し，群管理性能の大幅向上を達成した。

このシステムを2000年6月に広報発表 した。

-ら
割当て

予測チューニング型Al方式の概念

、ノ
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図1.2020年の交通イメージ図

1. 20世紀の交通技術

鉄道／自動車／航空機輸送等の交通技術は，物資や人の

輸送の大容量化 ，効率化・ 高速化を実現し，人類の生活を

豊かにしてきた。とりわけ自動車は利便性が高く生活スタ

イルと産業に大きな影響を与えてきた。

これらの繁栄の反面，交通事故による多くの死傷者，道

路渋滞による12兆円／年の経済損失と11％を占める多量の

co溌生などの課題も顕在化している。特に交通事故は運
転者の高齢化に伴って増加が懸念されている。

『・21世紀初頭のコンセプト
- ‘‘知能化による新たな快適さの実現”
安全／環境配慮も含めた新たな“快適さ”を実現できる交

通システムが望まれる。

図 1は2020年の交通のイメ ージ図である。人と物資の新

しい大動脈となる第二東名 ・名神高速道路は， 2003年に四

日市—豊田市間が一部開通し， 201 5年ごろに全線開通する 。

この道路はスマートウェイ化されており，順次導入される

ドライバーの運転補助機能や映像配信などのサービスによ

り，事故防止と快適さの向上に大きく寄与すると期待され

る。東京ー大阪間を 1時間で結ぶ磁気浮上高速鉄道は移動

時間を短縮するだけでなく， 一人当たりのC伍排出量は航

空機の約半分，乗用車の約 4割であり，環境にも優しい。

ノンストップ自動料金収受システムを可能にするETC

(Electronic Toll Collection Systems)が，ほぼすべての高

速道路に普及するだろう。

鉄道の主要駅や他の交通インフラ（空港，フェリーなど）

との人の乗換え駅にはパークアンドライド自動駐車場が設

けられるだろう 。高速道路と一般の交差道路には尚業と物

流の拠点として過疎対策にも期待されるスマートイ ンタ ー

チェンジが置かれ，接続時間の短縮や積替えコストを低減

できるシームレスなモビリティを実現する。

自動車は，個の時代に最適な移

動手段で， 21世紀を支えるもので

ある。交通渋滞，交通事故，高齢

者対策などの課題を解決する自動

車交通システムを実現するために

は知能化が重要となる 。 これは，

道路側の知能化された“スマート

ウェイ’'， 車側の知能化された｀’ス

マー トカー”，及びスマート ウェ

イとスマートカーの間の情報通信

を円滑に行うための“スマート ゲートウェイ＂によ って実現

できる。これらを用い様々なITS(Intelligent Transport 

Systems)情報サービスが，路車間通信専用のDSRC(Dedi-

cated Short Range Communication)と光フ ァイバ網を用

いたスマート ゲートウェイを通じてスマート カーのIT惰

報端末へ提供される。図2にサービスの例を示す。音楽や

映像情報などを駐車中に購入できる“情報キオスク’'や，コ

ミュニティの交通負荷を分散する‘‘パークアンドライ ド自

動駐車場”の予約など，多様なサービスが実現できる。

E．実現のための技術課題と当社の取組
実現のためのキー技術と想定年度を図 3に示す。

(1) スマート ウェイ

スマート ウェイ実現には，車両挙動や障害物及び路面状

況などの高精度検知技術と，警告や制御情報を車両にタイ

ムリ ーにかつ確実に伝え，車両を制御する高信頼な道路情

報通信ネットワーク技術がキーとなる。ETCは，将来の

運用拡大のため，高速道路本線上にアンテナを設置して料

金決済を行う車両把握捕そく （捉）技術がキーとなる。また，

既にVICS(Vehicle Information and Communication Sys-

叫

＾ 
死角画像提供システム

、_ノ

ヽ
~

ぞ→亀”-—· 

1 
Î .J 
8,’ 

』 し・-

¢ が、レ｀
9/レ
道路状況収集のためのDSRC網

図2. スマートゲートウェイを介したサービスの例
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terns)等のサービスが始まっている。今後，デイジタル放

送の豊富なデータ情報量を生かしたシステムの高度化や，

双方向サービスの開発が期待される。図4に検証試験を行

うための当社のテストコースを示す。

(2) スマートカー

スマートカー実現には，環境問題への対応， IT情報端

末を用いた連転支援や自動運転技術，さらに，高齢化など

に対応してヒューマンフレンドリなインタフェース技術が

重要である。 環境に優しいハイブリソド電気自動車や電

気自動車に用いられる車載インハータと高度な車両制御に

有効で省エネルギー性の裔い電動パワーステアリングは，

スマートカー実現のキーになる。カーナビは，車室内の情

報端末， VICS, ETCそしてIT情報端末へと進化する。ヒ

ューマンフレンドリなインタフェースの実現には，刻々の

●知能化による新たな“快適さ＂の実現

WGリーダー 古澤春樹

交通状況に応じて，パークアンドライド駐車場から他の交

通機関への接続状況（時間， トータルコスト）を確認し，好

みの経路プランを提案し，チケットや駐車場の手配を代行

するエージェント技術や，分かりやすい会話で合意を形成

するドライバー学習適応型インタフェース技術がキーとなる。

当社は世界で初めてのハイブリ ッド電気自動車用車載イ

ンバータ量産化，電動パワーステアリング製品化， GPS

(Global Positioning Systems)搭載カーナビ製品化を行っ

た。また，冊界初のWindowsCE搭載の本格的なカーナビ

発売などスマー トカー実現に向けて開発と実用化を進めて

いる。

スマートウェイサービス
スマートインタチェノ`ジの守及

序諒逸脱検知

悶客物検知／警告
衝突・東線遠脱防止
分合流遅軒支貶

東給繕＋＂増 911i突日週
分合決lllllll

DSRC／光ファイバ網多目的活用サービス

辺路状況収集l堤供技Ui ITS情櫂通1シSP亭業のそ及
地ば密芳型辺の駅

ドライパフレンドリ・ナビ
エージェント NA¥11 ドうイパー連応学否型NAVI
音芦己灌 五感インタフェース

HEV向車戟インバータ
窮似パワー PU 次世f¥'.IPU 次々世代 PL(小型屑覆能化）

＼｀ 匂立戸!,>-.~:EERBY Wl1E 
2000 2005 2010 2015 2020 

）
 

図3．交通技術の遷移

図4. 当社鎌倉KFC-DSRCテストコース

（左）と，赤穂自動車テストコース

（右）（KFC: Kamakura Future City) 

(3) スマートゲートウェイ

スマートゲートウェイは，利用者拡大とサービスメニュ

ーの拡充がキーになる。 このためには， IT情報端末を始

めとするキー製品を高い信頼性を保った上で安価にするこ

と，ユーザーに必要な情報をタイミングよく提供するサー

ビスが必要となる。DSRCの双方向性を生かした応用とし

て駐車場での情報サービスや料金収受などが期待され，サ

ービスの信頼性を高

めるための暗号開発

やECシステムとの

連携技術がキーとな

る。当社は，国内初

のETCとなる］H東

関道向けの路側シス

テムを納入したほか，

ETC車載器の製品

化を進めている。

ーム 卜ll多夏
光・IL'波t・ーコン

携帯溢話
i知 DE

オブジェク ト指向技術やマンマシンビルダを導入し

たカーナビソフトウェア開発用プラットフォーム

Victoriaを構築した。また， Microsoft社のWindows

CEを採用したので，開発用パソコンとの親和性が良

い。これを用いることにより，カスタマイズ時のソフ

トウ ェア改変量が最小にでき，ユーザーインタフ ェー

スの生成も容易にできるので，ソフトウェア開発効率

の大幅向上と開発期間の短縮が可能になった。このプ

ラットフォームを核として， iモードを始めとする通信

インフラ，内蔵型音声認識／合成， ETC,Bluetoothなどへの対応を盛り込んだ車載ITプラッ トフ ォーム

Victoria IIへと展開し，さ らに，データ放送にも対応できる統合車載情報プラッ トフ ォームヘと発展させる。

寧 IMT2000 t -,放送

言ゞン：［ノノ

30表示 ← 
/ 

4 

I 章内UN

98 99 00 01 02 03 

車載ITプラットフォームロー ドマップ
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図1. トータルウエルネス社会のコンセプト

2. 1 生活習慣病克服へ向けての

医療

遺伝子診断技術の急速な発展によ

り，幾つかのがん原逍伝子やがん抑

制逍伝子が特定され，糖尿病， 高血

圧，高脂血症などの発生メカニズム

も解明され，予防対策・早期診断が

効を奏している。並行して，マイク

ロマシニング技術を適用した“逍伝

子解析用シーケンサマイクロチップ”

が実用化され，各医療機関での迅速

な逍伝子解析や， シリコン基板上の

“超微細ラボ“による短期間での医薬

品開発が可能となっている。

体内ががんに侵された場合でも，

生体への悪影響を最小限にした粒子

線治療装置などによる効果的な治療

が可能となっている。粒子線治療装置は低コス ト化 ・小梨

化が進む。また，放射線治療増感剤の開発や人工現実感技

術によって患部をビジュアル化し，最適な治療計画や手術

のウエルネスセンクー
-̀
 

．．
 ―
 <“
 

ドイガンウ夕

ーヽノ

近年の生活スタイルの欧米化によるがん， 心臓病，脳卒

中，糖尿病などの生活習慣病の増加がウエルネス分野の大

きな課題であり，厚生省の「21世紀における国民健康づく

り運動（健康日本21)」など，官民挙げてその対策に取り組

んでいる。人々は有形無形のストレスによる心の病と隣り

合わせである。そして，生活環境は高齢者 ・障害者にとっ

て必ずしも生活しやすいとは言えないのが現状である。以

上のことから20世紀のウエルネスは，個人にも社会にも生

活スタイルの見直しが求められていると言える。

『 可世紀初頭のコンセプト
ー しトータルウエルネス社会へ'’
日本は世界に例のないほど急速に少子高齢社会へと突き

進んでおり， 2020年には65歳以上の高齢者が全人口の4分
の1以上， 50歳以上がほぼ半数を占める“シニア社会”に移

行している。2020年には前述のような課題から解放され，

“だれもが元気に生涯健康に楽しく生きる社会’'が形成され

ていることが望まれる。こうした社会では，遺伝子診断 ・

治療技術や情報ネッ トワーク技術の発展により，生活習慣

病は克服され，元気なシニアが，地域や自然との共存の中

で， 自らの生きがいを持って自立生活を送る‘‘トー タルウ

エルネス社会”が実現されている。図 1にコンセプトを示

す。以下，病院，家庭，まち，自然の四つの側面から，こ

のような未来社会をイメージする。

シミュレーションが可能となろう。

さらに，通信衛星を利用した広帯域通信，医用画像処理

技術などの発展により，ネットワーク医療体制が構築され

ている。例えば，遠隔地でも専門医による手術を受けられ

る遠隔手術システム，遺伝子診断結果を含む個人の医療・

健康データを蓄積 ・交換できるネッ トワーク電子カルテな

どである。これらにより，患者は様々な医療情報に接し，

時には治療方法を選べるようになっている。

2. 2 楽々・快適・生きがいのある住まい

住宅においては，寝室， トイレ，洗面所，台所など随所

に埋め込まれた各種生体センサによって，体温， 血圧，脈

拍，顔色，ストレス度などの生体情報が低侵襲 ・非拘束で

日々モニタできる環境が構築されている。収集されたデー

タなどから科学的に立証された健康指標が提示され，健康

状態や生活へのアドバイスなどをホーム ドクタ ーにいつで

も相談できる。このような暮ら し方により， もはや生活習

慣病は自ら克服できるものとなっている。

一方，インタ ーネットは，高齢者や障害者の自立生活を

支え，社会参加意識を高め，また楽しみや生きがいのある

人生を送るための最も有効なインフラとして発展 ・活用さ

れている。すなわち，生涯を通じて買い物，手続き，調べ

物などを，自 由な時間に行うことができる。また，ネッ ト

）
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ワーク上のコミュニティに容易に参加して同じ趣味，嗜好，

悩みを持つ人々と触れ合い，従来の地域コミュニティとは

異なる社会参加の形態も可能にしている。

2. 3 安全で安心できる まち

まちづくりでは，ユニバーサルデザインの考え方が普及

し，高齢者・障害者だけでなくだれでも安心して暮らせる。

例えば，街の案内は視覚的表示と音声ガイダンスが組み合

わせられた“マルチモーダルな”インタフェースが実現して

いる。街の中に健康づくりの場が多数設けられ，寝たきり

にならないための筋カトレーニングを楽しく遊びながら実

現する健康づくり施設などを，人々が日常的に利用する仕

組みが構築されている。

2.4 自然に近づく

人々はより自然に近づくライフスタイルを好むようにな

る。ウエアラブルなセンサとモバイルネットワーク，衛星

通信などが連携する‘‘ユビキタスセンシング”により，自然

散策中や山でスキーを楽しむ間にも生体情報に異変があれ

ば自動通報できる仕組みが整備されるなど，だれもが安心

して自然に近づく暮らしを満喫できる。

街や身近な空間にも， 自然を多く取り込むことにより，

心身をいや（癒） し，気持ち良く 暮らすことができる。街に

自然な空気 • 水 ・ 緑を作り出す総合的環境作りや，住まい

や職場に心身の疲れを回復する環境作りが可能になっている。

, ．実現のための技術課題と当社の取組

一21世紀初頭の トータルウエルネス社会を実現するために，

最も影響力の大きいキーテクノロジーについて述べる。

3. 1 遺伝子解析技術

ヒトの遺伝子構造を完全に解明し，各個人の遺伝子情報

を即座に解析し，最適な予防処方やカスタム槃を導出でき

るようになれば，従来の医療や健康の概念を根本から変革

する可能性を秘めている。当社においても，官民共同プロ

ジェクトヘの参画などにより，分子レベルの構造解析技術

や，マイクロマシン技術・半導体プロセス技術を活用した

超微細ラボ実現のための基盤技術の確立に取り組んでいる。

3.2 情報ネ ット ワーク技術

近年のIT化の動きに呼応して，当社においても，通信

衛星，海底ケーブル網，携帯電話などの通信インフラ／モ

バイル機器事業への取組や，ネットワーク上で情報のセキ

ュリテ ィを保証するためのII音号技術，全肌界に分散しだI肯

報 ・知識から特定の目的に沿った“答” を導き出す知的エー

ジェント技術， さらには，様々な状況下での機械／コンピ

ュータシステムと人間とのマルチモーダルインタフ ェース

技術・人工現実感技術などの開発に取り組んでいる。

3. 3 ユニバーサルデザイ ン

年齢，身体的属性にかかわらず，だれもが無理なく利用

できる製品，住まい，都市空間などの構成要素を考えるユ

ニバーサルデザインは今後急速に普及する。当社において

も，分かりやすく使いやすいインタフェースデザインに取

り組んでおり，洗濯機や掃除機などの家電製品を始めホー

ムエレベーター，福祉機器などの全製品に，ユニバーサル

デザインの普及を図っている。

ノヽ

このほど，超高精細画像ステーション(SD-3000)を用い，医用画像を遠隔地に伝送し，診断を支援するシ

ステムを，中国に展開し実証実験に入った。このシステムは， 2,048画素 X2,048ライン，階調RGB各8ビットで

35ミリフィルムカメラに匹敵する画質の病理画像や放射線画像などを中国の三病院（北京，天津，溜陽）間で

衛星回線を用いて伝送する遠隔診断支援シス

テムである。平成14年度まで， 日中共同研

究／開発により，広大な国土を持つ中国の国

情に適合したシステムの構築を目指し，実証

実験を行います。

なお，この事業は，新エネルギー ・産業技

術総合開発機構(NEDO)の委託を受けた国際

情報化協カセンター(CICC)が連営している。
北京国立協和病院のシステム 遼寧省立金秋病院での研修

、ノ
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図1.ハイパーグローバルネットワーク生産システム

11. 20世紀の生産技術
20世紀には「フォ ードシステム」をはじめとする生産技術

の飛躍的な革新によって大量生産が可能になった。1970年

代から始まるメカトロ技術は多品種大贔生産を実現し，自

動車などの多くの産業分野でグローバルな大量販売，大量

消費時代が到来した。

21世紀は，個性化するユーザーニーズにこたえるため，

需給変動に対するフレキシビリティ，すなわち変種変量生

産が求められてくる。高度にメカトロ化された生産システ

ムは， フレキシブルなシステムとして期待されているが，

現状では技術的・経済的限界があることも広く認識されて

いる。

加えて若者の製造業離れ，労働人口の高齢化という人的

課題，大量生産，大量消費による地球規模での環境問題の

発生が今後の生産システムに新たに付与された重要な課題

である。

『21世紀初頭のコンセプト
- ‘‘自然と調和したフレキシブルな生産”
‘個性化する消費者のニーズにこたえ，顧客満足度を向

上するとともに，工場内外で人間や自然と調和した生産シ

ステムを実現すること”が基本コンセプトである。すなわ

ち，高品質，低価格のものを“どこでも”，欲しいときに

“いつでも”，欲しいものを“なんでも ”,“手軽に”生産で

き，かつ高齢者などが働きやすい“人間や自然に優しい＂生

産システムの実現を目指す。

, ．実現のための技術課題と当社の取組
」••’’

上記のコンセプトを実現するため技術課題と当社の取組

を述べる。

（］） ハイパーグローバルネットワーク生産システム

（図 1)

生産システムが地球規模で分散し，地域による役

割分担が明確になるとともに，オールデイジタル化

された生産プロセスを，ネットワークによって有機

的かつ緊密に統合化したハイパーグローバルネット

ワーク生産システムが実現する。変種変量生産へ迅

速に対応するため，外部企業との連携によるフレキ

シブルな企業が出現し， 受注から出荷までのリード

タイムが劇的に短縮される。さらに，このシステム

は，使用済み製品を再利用する循環型生産システム

と統合され， グローバルに最適化された動脈（製

造） •静脈（再製造） SCM(Supply Chain Management)によ

り，経済的で環境に調和した生産システムとなる。

この生産システムの実現には，次世代インターネット等

の超高速ネットワーク上での，画像，音声，文章を用いた

協調作業技術，企業データ交換，共有データベース，組織

間アプリケーション連携技術， SCMを実現する最適スケ

ジューリング技術や知的エージェント技術等の企業・組織

を横断した仮想企業構築技術の開発が必要である。

当社はXML(eXtensibleMarkup Language)技術を用い

た企業間アプリケーション連携ツール，エージェント技術

の開発を推進中である。また，産業用ロボット間ネットワ

ーク接続仕様ORiN（ロボット工業会）への開発参加， FA  

機器オープン接続ミドルウェアの開発などを通して，将来

のハイパーグローバルネットワーク生産システム実現に備

えている。

(2) 再構成可能な製品指向型工場（図2)

変種変鼠生産を実現するために，品種変更に素早 く対応

できる再構成可能な生産システムが要求される。その方策

の一つとして，工場の生産パラダイムを設備指向型から製

品指向型へ転換することが必要である。これは， どのよう

に作られるかの情報を製品自身が持つことにより，生産品

種変更に対して，生産システムを迅速に変更できるもので

ある。

この新しい工場実現に向けては，製品への埋め込みを 目

指した，製品，加工， リサイクルなどの情報が記憶可能な

チップの開発，部品・製品と設備間の空間コミュニケーシ

ョン技術，設備モジュール化設計技術と自律的コンフィギ

ュレーション技術などが課題である。設備モジュール化技

術の基礎研究として，当社では，ロボットアームの各構成

ーヽノ
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要素にアクチュエ

ータを内蔵し，各

アーム間の信号及

び電力を非接触伝

送する再構成性の

高いモジュール型

ロボットを試作し

ている（図 3)。

(3) コンパクトモ

バイル型灰l]的生産

設備（図4) 図2.再構成可能な製品指向型工場

記と調和したフlノキシブルな生産

WGリーダー 馬場孝夫

#3 

触給霞

伝送部

、 ド4バ
#5 

#1 

メインコントローラ

＃1~＃5：関節モジュール

図3.モジュール型ロボット

ーヽ／

製品指向型工場

の実現と電子機器のマイク ロ化に伴い， 小型かつ知的な人

間共存型の生産設備が実現する。そのための設計や生産の

段取りは，バーチャル リアリティ技術により， ユーザーフ

レンドリになる。生産設備は個別認識，表情，音声のマル

チモーダルインタフェースに基づいて人と共存できるよう

になり， 三次元形状カメラセンサ等の自律調整機能による

位置決め不要なセットアップレスロボッ トも出現する。

また， レーザ加工機は，加工ヘッドの可搬化，マルチ化，

短波長化により裔集積化する微小電子部品や機械部品のた

めのコンパクトな微細加工機とし用途が拡大する。エ作機

械，放電加工機では，加工屑，加工液を自己処理する自己

循環型ゼロエミッション加工システムが実現する。

当社は，高出力半導体レーザ加工機，及びこれを用いた直

接加工技術を実施している。

（ 低廃棄 ） 

2l_にキャピンによる

（ 低騒音 ） 

（ 耐熱性 ） 

1JIr.，1J1にも対応した

図4. コンパク トモバイル型加工機

ノヽ
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EZSocketは，当社FA製品と接続するためのAPI(Application Program Interface)を開示するミドルウェ

ア製品であり，次の特長を持っている。

(1) 当社の豊富なFA製品に対応： MELSECシーケンサを始め，

ロボッ ト， CNC, サーボシステムなど豊富なラインアップを

誇る三菱FA製品に広く対応している。

(2) 多様なシステム開発に適応 ：FA機器内部のレジスタやア

ラーム情報，プログラムパラメータなど多種多様なデータへ

のアクセス機能を幅広く開示し，生産 ・制御 ・監視 ・保守・

CADなど幅広いシステム開発が可能となる。

(3) ネッ トワーク対応開発が容易： WindowsやJavaから簡単

に利用でき，ネッ トワーク対応開発が容易で，インターネッ

ト利用グローバル保守システムなどの構築が可能である。

サーポシステム

インパータ
MELSECシーケンサ MELFAロポット MELDASCNC 等 FA撓稽

II載工作蠅掻

EZSocketを利用したシステム-99  
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図1. 半導体デバイスのコンセプト

．半導体テバイスの20世紀の歩み

1958年のIC発明以降，半導体デバイスは，大規模化と

高集積化が進むとともに，情報・通信•生産分野の飛躍的

な技術革新を促してきた。

特に近年の“IT革命”とも称せられる情報・通信技術の

急激な進展は， シリコンCMOSを用いたマイクロプロセッ

サ，メ モリ ，システムLSI,及び化合物半導体を用いたレ

ーザや高周波ICなどの多種多様な半導体デバイスの高性

能化によって支えられてきた。半導体デバイスは今後とも

産業基盤を支えるキーデバイスと位置付けられるが，微細

化のみに頼る高性能化には限界が見え始めている。

『写韮和イスの21世紀の
ー ユンーセブド：‘‘微細化を越えて機能融合へ'’
21世紀を豊かにするため半導体デバイスの進化を必要と

する多くの産業分野がある。例えば情報通信分野では，高

速化／高帯域化に伴って，携帯端末や情報家電が扱う情報

贔も増えるので，大量の画像データを高速に処理でき， し

かも低消費電力な半導体デバ

イスが求められる。また，次

世代交通システムやホームネ

ットワークの普及により，多

様な通信方式に対応した半導

休デバイスが必要になる。高

齢化に伴い，嵩齢者がシステ

ムを利用する際に複雑な操作

を求めない平易なインタフェ

ースや受診時に患者の身体的

な負担の少ない医療用デバイ

スヘの期待も高くなる。

環境負荷低減の要望から省

情報

通信

交通

リビング

バイオ

高速・大容量

エネルギ ーが重 要な要素となる 。

HEV (Hybrid Electric Vehicle)やEV

(Electric Vehicle)などの普及，省エ

ネルギー家電の拡大を実現するために，

半導体デバイス自体の低消費電力化が

更に必要となる。

技術的な観点からは，高集積化に伴う問題点がある。 1

チップ上に数億個 レベル以上の トランジスタが載るように

なると，設計やテス トに膨大な時間が必要となる。

上記の高集積化・ 低消贅電力化 ・多機能化など多様なニ

ーズを満たすには，これまで主流であった微細化技術だけ

では対応が難しい。このため， 図 1に示すように， 材料・

デバイス構造の革新，アルゴリズムの革新に支えられた異

種技術との融合による新しい半導体デバイスが必要とされ

る。この新しい半導体デバイスによって， 図2に示すよう

な，多くの産業分野の革新が可能になり21世紀の社会と生

活を支えるだろう 。

ための技術課題と当社の取組

(1) 新材料導入と新規デバイス構造採用による高性能化

ロジックデバイスの高速化や携帯機器向けのデバイスの

低消費電力化を実現するためには， 従来の微細化トレ ンド

の実現に加えて，デバイスを構成する材料や構造面でのプ

レークスルー技術が必要となる（図3)。材料では，高誘電

体ゲート絶縁膜や金属ゲート電極な どの導入により，構造

□ 21世紀初頭に実現している傾減
21世紀初頭に開発が進行している傾域

乱合される機粍モジュール

J
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図2. 21世紀初頭の半導体デパイスと応用 ブレークスルー技術
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面では縦型 トランジスタやサラウンドゲートSOI(Silicon 

on Insulator)，新しい配線構造などの開発によってCMOS

技術の革新が図られる。情報通信ネッ トワークの超高速基

幹システムに対応する全光素子には，高い電気光学効果を

持つ材料が適応される。高出力高周波デバイスには，窒化

ガリウムやダイヤモンド博膜といったワイ ドギャップ半導

体の利用が淮す％パワーエレクトロニクス分野では，高耐

圧化・ 低消費電力化がシリコンカ ーバイトなどの新材料の

導入によって実現される。

当社では，次世代の半禅体材料 ・プロセス技術として，

金属ゲー ト電極や高誘電体キャパシタ，低誘電率層間絶縁

膜などの数十ナノレベルのデザインルールを実現する

CMOS技術やパワーエレクトロニクス用シリコンカーバイ

卜素子，超高速光通信用レーザダイオー ドなどの開発に取

り組んでいる。

(2) アルゴリズムの革新による回路設計容易化とデバイス

への適応

大規模シス テムLSIを短期間に実現する ためには， IP 

(Intellectual Property)コアと呼ばれる再利用可能な機能

ブロックの活用や，遺伝アルゴリズムなどの自己組織化ア

ルゴリズムを用いた最適回路設計によって設計効率の向上

が求められる。また，プッシュ型マンマシンインタフェー

スを実現するために，人間的な認識・推論をサポートする

プロセッサアーキテクチャも開発される。

当社は，IPコアの活用やソフ トウェアの開発効率の向上

を全社的に進めている。さらに，遺伝アルゴリ ズムを使っ

た回路最適化などの検討も進めている。

微細化を越えて機能融合へ

WGリーダー高田裕，堀川剛

(3) 異種技術との融合によって実現する多機能化

マイクロ波，光，マイクロマシニング， 化学センサ，パ

イオなどの異種技術に基づく機能モジュールを融合するこ

とにより，通信や医療などに適用可能な多様な機能を持つ

システムLSIが実現される。情報通信の分野では，光及び

無線系の基幹システムに光やマイクロ波技術と半導体技術

が融合した超裔速／大容量通信用システムT,STや 1チップ

通信LSIなどが登場する。医療分野では，マイクロマシニ

ングやバイオ技術と融合することによってマイクロセンサ

が実現される。これにより，診断や治療の低侵襲化が可能

になる。更に進んだ治療を目的に，体内埋め込み型の治療

用デバイスの開発も進められる。

当社では，異種機能モジュールの融合として，情報端末

への応用を 目的に，高周波回路とロジック回路との混載化

や三次元実装によるシステム化などに取り組んでいる。

また，マンマシンインタフェースの高機能化のために，

機能モジュールの融合を行った例と して，当社が独自技術

で開発した人工網膜LSI

が挙げられる。人工網膜

LSIは，画像検出機能と

その処理機能がチップレ

ベルで融合しており， リ

アルタイムの画像処理を

可能とする。図4に人工

網膜LSIのチップ写真を

示す。

図4. 人工網膜LSI

）
 

0.18μm SOI (Silicon On Insulator) CMOSプロセスを用いた2.5Gbps16 : 1マルチプレクサ(M69897VP)と

1 : 16デマルチプレクサ(M69899VP)を開発した。これらの製品は，高速光通信ネッ トワークで用いられ，

信号の多重化 ・分離化を行う 。

SOI CMOSプロセスを用い回路の最適化を行うことで，マル

チプレクサ／デマルチプレクサの消費電力をそれぞれ310mW,

340mWに抑えた。これらの値は， GaAsやSiバイポーラ技術を用

いた従来のチップの半分である。

今後は，フレーム処理や符号化／復号処理等のIP(Intellectual 

Property)の拡充を図り，同時に， lOGbpsで動作するチップの開

発を目指す。

、＼ノ

1/fllT/ 111111111 [・I 111,¥ 1111 I I I I I I I I I I I 1¥1 ll¥ I I 
1 2 3 4 5 

M69897VP, M69899VP 
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図1. 無人宇宙イ ンフラ

1. 20世紀の宇宙開発 ヽ`
j

20世紀はゴダードやブラウンなどの先人たちの努力で有

人宇宙飛行や月への到着など長年の人類の夢が実現した。

そしてこの成果を基に，人工衛星を用いた放送通信，気象

観測，航法，地球環境モニタなどのサービスが実現され，

我々の生活向上に大きく 貢献している。また，宇宙の起源

を探る宇宙望遠鏡や月／惑星探査も進んでいる。

そして今，人類の新たなフロンテ ィアを拡大する国際宇

宙ステーション計画が進んでいる。21世紀には，これをひ

な（雛）型にして，宇宙空間で人類が活躍する時代が訪れ

るだろう。

現在の予測では2010年までに“将来のキー技術獲得のた

めの実用ミッション”としてIT宇宙インフラのための情報

技術衛星，観測のための多目的衛星群が打ち上げられ，国

際宇宙ステーションが建設される。その後2020年までに

“宇宙の大衆化への準備としての有人と無人インフラ整備”

が行われ， 2020年以降ば‘宇宙への生活圏の拡大，資源圏

の拡大”のため軌道上滞在ステーション（宇宙ホテル），宇

宙旅行，惑星有人探査，月面有人基地，太陽光発電衛星の

実現化が予測される。

『21世紀初頭のコンセプト
- ‘‘宇宙インフラの構築'’
宇宙では，超微小重力や高真空など地上では実現困難な

状態を利用した新しい産業が期待される。中低軌道上の有

人宇宙ステーションなどの有人宇宙インフラは現在の国際

協力の中で開発が進むと思われるが，有害な宇宙線や放射

線が存在する宇宙は，人間にとって大変苛酷な作業環境で

ある。また，超微小重力の状況においては，人間自体が重

カ条件に影響を及ぽしたり，高感度の観測に人間の活動が

影響を与えたりすることも考えられる。

このため宇宙空間を高度に利用するためには，有人宇宙

インフラと同時に，地上からコントロールされるインフラ

衛星群やミッション衛星群からなる無人の宇宙基地など無

人宇宙インフラの整備が必要である。図 1にイメ ージ図を

,す•。 実現のための技術課題と当社の取組
21世紀初頭の宇宙インフラを実現するためには，多方面

の技術ブレークスルーが必要となる。以下に技術課題と当

社の取組について述べる。

(1) 情報通信技術

高度な制御を行うために，通信速度の向上が求められる。

無人の宇宙基地群間を結ぶ中低軌道通信インフラ衛星を中

心とする衛星間光通信ネッ トワーク技術，中低軌道通侶イ

ンフラ衛星と地上とを数百本のビームを用いて高速・大容

量で通信するための超マルチビームアンテナ技術，これら

のビームを制御するデイジタルビームフォ ーミング／ビー

ム制御技術が必要となる。

当社は，広い範囲に多数のビームを放射するマルチビー

ム鏡面系及び給電系，ビームの方向や形状を自由に変える

ことのできる衛星通信用ア クティブフェーズドアレーアン

テナ (APAA)を開発した。 また，将来の衛星通信用とし

て，高品質な通信を実現するビームを自ら放射するアダプ

ティブアレーアンテナ，ベースバンド処理によ ってチャネ

ルごとにビーム形状を制御するデイジタルビームフォーミ

ング(DBF)技術を開発中である。

(2) ロボッ ト技術

無人宇宙インフラにおいては，宇宙基地群の建設・運用

などをロボットに頼る局面が想定される。これを実現する

）
 

）
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ための地上からの遠隔操作技術及びロボットを含めたハー

ドウェア自身に見る・触る ・感じるといった感覚を持たせ

ることによって自らの機能異常を検出するヘルスモニタリ

ング技術が必要となる。

当社は，無重力環境下での宇宙ロボットの運動を模擬す

る宇宙ロボットシミュレータを開発した実禎がある。

(3) 衛星バス技術

複数個の宇宙基地を集団で中低軌道を飛行させるために

は，フォ ーメーション フライト技術及び中低軌道コ ンステ

レーション技術が必要になる。 また，デブリ衝突（宇宙空

間を浮遊する ごみと の衝突）などによる破損を自動的に修

復する自己修復スマー トバス技術も必要となる。

当社は，宇宙開発事業団の技術試験衛星ETS-VIIにお

いて，おりひめ／ひこぼしのランデブドッキング制御系

（フォーメーショ ンフライトの原型となる）を開発した。ま

た，先進複合材料により，軽量で高出力のミ ッション搭載

に対応した熱制御能力に優れる熱構体を開発するとともに，

ヘルスモニタ リングシステム

を組み込んだ知的なバス構造

を開発している。

(4) 無人輸送技術

地上ー宇宙基地群間で物資

を輸送する無人輸送機のラン

デブードッキング技術及び耐

熱カプセル技術がキーと なる。

●宇宙インフラの構築

WGリーダー牧野滋

当社は宇宙開発事業団の宇宙ステーション補給機HTV

の電気モジュールを開発中である。

(5) 術星機構技術

地上から宇宙基地群まで物資を効率良く運搬するため柚

造物やアンテナを折り 畳んだ状態で打ち上げて， 宇宙で展

開するための超軽量大形展開技術，軌道上の構造物やアン

テナ鏡面の形状を環境に応じて適応的に制御する形状可変

構造技術が必要になる。当社は，フレキシブルヒンジによ

る単純で信頼性の高い機構を持つ二次元パネル展開技術

（図 2)，極限ま で肉薄化した軽量化構造材料（厚 さ2mm,

質景300g/mりの熱膨脹差を利用した展張構造により， 宇

宙の厳しい熱環境に柔軟に対応し良好な平面度を達成でき

る超軽量アンテナ技術（図 3)を開発している。

図2. 二次元パネル展開技術 図3．超軽量アンテナ

ノヽ " 

HTV (H -II Transfer Vehicle)は2004年度後半の打ち上げに向けて詳細設計を行っており ，順調に開発が

進んでいる。HTVは，地上からH-IIロケットで打ち上げられ，国際宇宙ステーション (ISS)へ物資を輸送

するミッションを持っている。このシステムは，宇宙開発事業団(NASDA)から受注し， 三菱重工業（掬と共

同で開発を実施している。

特徴的な技術としては， ETS-VII（おりひめ・ひこぼし衛星）で

開発した当社固有の自動ランデブー技術を応用している。これは最

少限の地上コントロールの下に自動で宇宙船同士を ドッキングさせ

る技術であり，世界 トップクラスの自動化を達成している。

また，HTVは，無人で制御されるが，有人の国際宇宙ステーショ

ンヘ飛行するため，衝突などに対 して高度な安全性も要求されてい

る。今後，有人と無人の宇宙インフ ラ間を結ぶ有力な輸送手段とし

て期待されている。

ノヽ
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＇（社）発明協会全国発明表彰恩賜発明賞
-「大型光学赤外線望遠鏡（すばる）の鏡支持システムの開発」

文部省国立天文台，大型光学赤外線望遠鏡“すばる”は，

1枚構成の主反射鏡（有効口径8.2m,外径8.3m)を持つ世界

最大の光学赤外線望遠鏡として，約15年の開発期間を経て，

1999年11月， ハワ イ島マウナケア山頂に完成した（図 1)<.)

三菱電機がプライムコン トラクターとして，日本や世界

の最先端技術を駆使し，枇界の大望遠鏡開発競争での成功

を収めた例の一つである。宇宙の果てに迫る観測を提供す

るため，東京から富士山頂に置かれたテニスボールを見分

けられるほどの解像度を要求されたこの望遠鏡には前人

未踏の大きさに加え，世界最高の鏡面精度を持つ反射鏡と，

その熱変形や重力変形を押さえ込むための反射鏡支持方

式，ドームから発生する陽炎を抑圧するドーム方式日周

運動を正確に追尾する超精密駆動制御方式など，従来の望

遠鏡の通念を突破したシステム概念の構築が不可欠であっ

た。また，反射鏡蒸着装置を始めとする大型物品のグロ

ーバルな輸送計画や， 10年強の長期にわたる国際的な組織

の維持運営など，大型プロジェク ト推進方法にも様々な工

夫が施された。

2000年度は，1991年に権利化した特許“鏡の支持システ

ム’'（図 2)に対し悧）発明協会 ・全国発明表彰で最高栄誉で

ある恩賜発明賞を当社として20年ぶり に受賞（図 3,図 4)

したほかすばる望遠鏡の成

果とプロ ジェ クト推進方法に

対し日刊工業新聞社から日本

産業技術大賞 ・審壺員特別賞

（図 5)を開発過程における

多 くの技術論文に対し計測自

動制御学会から技術賞（図 5)

を，ユニークな構造と 工学

的・ 意匠的な美 しさを持つ ド

ームに対し 日本産業デザイン

新興協会からグッドデザイン

賞・金賞（図 6)を受賞 した。

当社の総合力を結集した巨

大プロジェク トの成果に対し

誇りを新たにするとともに，

このプロジェク ト推進に関与

された皆様と喜びを分かち合

しヽ たし‘°

図3．恩賜発明賞
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図2．鏡の支持システム

資

状
三
神

哀
双

外
•
I
4

姿
な
x
&
”
?
t
z
"令

右
に
思
賜
発
明
索

を
正
ず
そ
？
栄
る
t
北・ベ

4
す

戸
に
い

会
長

三
田

麻

か
い

図4．恩賜発明賞の賞状とメダル

図6. グッドデサイン賞・金賞の賞状とトロフィー

ヽ
ー
／

ヽ
~

）
 ＇’ュ

30 三菱電機技報 ・Vol.75・ No.l ・ 2001 



＇ 
「東北電力株式会社東新潟火力発電所第4-1号系列」が
第29回日本産業技術大賞を受賞

東北電力（株東新潟火力発電所第 4-1号系列の複合発電

設備が第29回日本産業技術大賞 ・内閣総理大臣賞を受賞 し

このプラントは1999年 7月に運転を開始した出力

805MWの国産技術を駆使した最新の火力発電設備で，我が

国で初めて熱効率50％以上を達成し，C02t非出量も22％削

減したことが評価され， 東北電力（株j，三菱重工業閻，当社

た。

が受賞した。

当社は発電機，変圧器， 配開設備や各種制御装置を納入

しており，運転制御は全自動化され，監視・操作は大型ス

クリーンやCRTオペレーションなど最新設備によ ってワ

ンマン運転も可能となっている。
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It）大河内記念会第46回大河内記念技術賞
上人工網膜LSIの開発と量産化」

ーヽノ

人間の目の機能を模倣した新規画像センサである人工網

膜LSIの概念創出・開発とともに，生産性の高い透明モー

ルドパッケージから生産技術まで一貫して開発し， 量産ま

でこぎつけたことが評価された(1998年2月から量産開始）。

人工網膜LSI実現のキーポイントは，独創的な感度可変受

光回路による光ベクトル／マトリ ックス乗算器の開発にあ

る。人工網膜LSIは，画像処理機能とともに，その高画質，

低消費電力，小型，低コストという特長を生かして，携帯

情報端末や携帯電話搭載カメラ，警備用セキュリテイセン

サ，駐車場監視システム， ITS, 指紋照合システムなど，

幅広い分野で実用化されている。
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ー
'「光ファイハ放射線モニタの研究開発」
-（オーム技術賞）を受賞

が電気科学技術奨励賞

1999年11月9日， 第47回電気科学技術奨励賞（オーム技

術賞）賭呈式で，当社産業システム研究所の岡 徹， 電

カ ・産業システム事業所の津高良和と（梱原子力安全システ

ム研究所の中村裕明氏が「光フ ァイバ放射線壬ニ タの研究

開発」に対しオーム技術賞を受賞した。

放射線管理区域を監視する従来モニタの 1点測定に対し，

広範囲の放射線分布測定を光ファイバ式検出器によ って可

能にした。この研究開発によ って放射線分布の可視化，放

射線サーベイ作業の効率化を実現させた点が高く評価され

た。

光フ ァイバ放射線モニタは電カ ・産業システ人事業所で

製品化され，原子力発電所，加速器施設，再処理施設で幅

広く適用されている。
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L〒スーパーラインエコシリーズ」が第20回優秀省エネルギー
機器表彰会長賞を受賞

2000年 2月24日に行われた第20回(1999年度）優秀省エネ

ルギー機器表彰式において，当社高性能省エネルギーモー

夕‘‘スーパーラインエコシリーズ’'が， 日本機械工業連合会

会長賞を受賞 した。

受賞 したモータは，当社独自の鋼板フレームを使用し，

徹底した低損失設計の採用によ って国内規格と米国EPAct

の両方の効率基準値を満足している。発生損失を当社標準

モータに比べ20~30％削減という業界トップの省エネルギ

ー効果に加え，インバータ駆動に最適な設計，絶縁強化に

よる耐環境性の向上と庫III受の長寿命化の実現， 当社標準モ

ータよりも平均 3dB(A)低い低騒音化の実現等の高効

率 ・高性能特性が高く 評価され，モータ業界初の受賞とな

った。
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ー 研究 開゚

1. 1 ネットワークサービス

R放電加工機におけるIT応用

/////////喜/喜/:亨〉//:9//〉//誓賽嘉/9/喜髯

リモートナビ羞///〉:喜/誓:///霧房信髯///喜/誓霧髯ク嘉羞髯誓

放軍）JIl工工程運営のIT化システムを1}｝］発した。

ステムでは， WWWブラウザを用いて，作業指示，進ちょ

く（捗）管理， NCプログラム管理・転送， NC装置遠隔操作

を行うことができる。この結呆，オーダーの投入と進捗把

握が軍子的な記録に基づくことになり，工程管理集計業務

の自動化と効率化が見込める。また，一人の作業者が複数

の放軍）JII工機の稼働を把握することで省人化も期待できる。

このシステムは，制御装置をデータ層に配置した 3層モ

デルで構成している。ロジック層はJava+XMLで実装し

ている。今後は，これらの構成をプラットフォームとして

完成させ， このプラットフォームを用いた製造現場のIT

システムのシリーズ化を目指す予定である。

このシ

3層モデルによるプラットフォーム

"Java"は，米国SunMicrosystems Inc．の商標である。

●拡張現実を用いだ情報提供システム ARIES信//9/9//〉冥://喜髯信/信信クク冥ク/ク霰信ク誓

定型的な保守作業の手順を実写画像上に表示することに

よって作業ミスを低減させる現場作業支援システムを開発

した。

このシステムは，カメラからパソコンに入力されたライ

ブ映像上の対象物に支援情報を重骨：させて提供する拡張現

実感技術を適用したことを特長としている。これには，対

象物を画像認識する方式を用いるのではなく，対象物の特

徴点だけを検出しカメラと対象物との相対的位置関係を演

算する方式を適用している。この技術により，安価なパソ

コンでシステムを構築できるだけでなく，対象物に関する

支援情報は， カメラの位置が変わっても精度良く (1.0cm

以内）映像上の対象物にリアルタイムで追従表示される。 現場作業支援システムの画面例

◎インターネットによるEC基盤の確立 /信信/／信:信/信/喜二霰二/喜/霰:宣嘉ゾ:信/／/:信//

インターネットを活用した企業ECシステムはビジネス

変化及び顧客の要請に短期間かつローコストで対応するこ

とが求められている。当社はこのニー

ズを実現するためにECセンターハード

ウェア設備，基盤ソフトウェア環境，

ECセンターネットワーク環境，営業EC

アプリケーションの四つのカテゴリー

のEC基盤を共通化した企業ECシステム

を実現した。この結果，個別事業対応

を超えた運用が可能になった。

特に営業ECアプリケーションは，①

総合電機メーカーとしての直接販売型

やルート販売型の形態への対応機能，

②ショッピングやクレジットカード与

・決済機能を持ち消費者だけでなく

販売会社，代理店など種々の顧客への要請に柔軟にこたえ

ることを可能にしている。

□:
二
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営業EC論理機能マップ
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1. 2 情報通信

◎不正アクセス防止基盤システム

インターネットに接続されたシステムを不

正アクセスから守るために，不正アクセスを

検知し防御する不正アクセス防止基盤システ

ムを開発した。このシステムは，ファイアウ

ォール， Webサーバ，及びネットワーク上

のモニタエージェントによって検知されだ情

報をセキュリティ管理マネージャーに通知し，

セキュリティ管理マネージャーではルールに

基づいて対策を実行するためにアクションエ

ージェントに依頓を行う。

このシステムの特長としては，エージェン

トとマネージャー間のプロトコルを公閲し，

マルチベンダーでのセキュリティ管理を可能

とした点がある。

◎ HLA分散シミュレーション実行基盤ソフトウェア eRTI 

多数のパソコンやワークステーションで構成される分散

計算機環境を用いて大規模なシミュレーションを高速に実

行するための実行基盤ソフトウェアeRTI(experimental 

Run -Time Infrastructure)を開発した。 eRTIは， 2000年

9月にIEEE1516として標準化された異機種分散シミュレ

ータ統合のためのソフトウェアアーキテクチャHLA(High

Level Architecture)に準拠している。

eRTIは，クライアント／サーバ型による集中制御と管

理により，実川規模のシステムにおいて，高い時刻同期性

能と台数の拡張性を実現している。 eRTIにより，分散シ

ミュレーションを利用した多人数参加による訓練や，大規

模シミュレーションの並列化による高速実行を可能にする。

●三次元都市景観表示システム

広範囲の都市空間を計鍔機で再現し自由な視点から三次

元で表示することができる三次元都市景観表示システムを

開発した。

レーザレンジデータや高精細連続映像を用いてビルや構

築物などを含む都市の三次元モデルを構築し，さらにディ

ジタルビデオやディジタル写真の映像を三次元モデルにマ

ッピングすることにより，リアルな都市景観を再現した。

また，高速の表示を実現するためのデータ管理方式や高速

スクロール方式を開発し，パソコンのデイスプレイに表示

した都市空間の中を自由に歩き回ることを可能にした。建

物や施設の属‘性をデータベースとして保持する機能も備え

ている。このシステムは，観光案内や都市計画・防災計圃

のシミュレーションなど広い範囲に応用することができる。
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マルチベンダ一環境
でのセキュリティ統合

監視の実現

ネットワークモニタ
エージェント
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不正アクセス防止基盤システムの概念図

統合訓練用シ：：：

ゃ凸似ィンタフェ＼？
忍，-疇疇，＜ 遠隔サイト

/ 

l．分散シミュレーション管理
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多人数参加型訓練用シミュレーションシステムヘの応用例

三次元都市景観表示システム
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●電子申請用XML文書内容検証ソフトウェア

官公庁ヘインターネットで昨認可 l―•I1 ,；打を行う軍flれ諭の

インフラ実現へ向けて，インターネットでの次懺代文翡形

式であるXML(eXtensible Markup Language)文il}を対象

とした軍f叶囁'i)1]の文書内容検証技術を開発した。従来の

内容検証では—てつのXML文翡を対象としていたが，今1且I,

複数XML文湘に対する記載要領を表現する文甚規約記述

言語DRDL(Document Rules Description Language)とそ

の処則系(DRDLプロセッサ）の間発により， I―lh翡杵本文と

添付文翡からなる 1―.1―lct青位類ー式に対する内容検証を可能に

した（業界初）。 DRDLプロセッサは， 1□1本初のインターネ

ットによる実）lJXML霞fl―1:I[i'iシステムである貿易管狸オ

ープンネットワークシステムJETRAS(Japan Electronic 

open network TRAde control System)で実述）IJI―ードである。

甲請企業A

申諮企業Z

を

電子申請におけるDRDLプロセッサの利用イメージ

●組み込み用サーバ TSUBASA 

インターネット，イントラネット，公衆網経由でWeb

ブラウザによる機器の監．視・制御を可能にする組み込み）lJ

のコンパクトなサーバソフトウェア“TSUBASA’'を開発し

た。 TSUBASAは， 100kバイトのオブジェクトサイズで

HTTP /1.1プロトコルの必す（須）機能をすべて実現して

いる。また，業界標準OSGi(Open Services Gateway Ini-

tiative)仕様に準拠しており， Javaを用いて高機能なアプ

リケーションを容易に構築することができる。 OSGi準拠

のモジュール構造により，用途に応じた最適•最小の構成

が可能であり，遠隔からソフトウェアの入替えや起動・停

止を行うこともできる。現在TSUBASAは軍力会社向けの

遠隔制御装置に適用されつつあり，今後，他の分野へも積

極的に展開を図っていく予定である。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
1
1
W
e
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ラ
ウ
ザ

TSUBASAシステム構成

"Java"は，米国SunMicrosystems Inc．の商椋である。
"TSじBASA"は， ’:：菱直機昧の登録商椋である。

手術ナピゲーションシステム

手術の際に外科医に息者の息部の圃像情報を提

示し手術支援を行う手術ナビゲーションシステム

を1開発した。昨今，外科医には，手術成功率の向

上と息者への負担が最小となる術式の選択が期待

されている。このシステムでは， CT/MRI等の断

陪圃像から再構築した息者の三次元コンピュータ

圃像と，息者患部を映したビデオ画像を，実時間］

で正確に る。この結呆，外科医は，術部を

視野に入れながら同時に肉眼では見えない生体内

部の情報とその位i性を確認することができ， より

安全な手術実施が可能になる。このシステムは国

立がんセンター中央病院との共同研究成呆であり，

同病院で評価が行われている。 システムの外観

1.研究・開発 35 



1. 3 通信インフラ

● ATM-PON用光送受信モジュール

FTTH (Fiber To The Home)による高度情報化社会実

現のため，超小型・低価格なATM -PON (Asynchronous 

Transfer Mode-Passive Optical Network)用光送受信モ

ジュールを開発した。複数の光素子間の接続にポリマ導波

路を使用して低コスト化に成功した。また，パッケージン

グにはメ干リIC等で実績のある量産性に優れたトランス

ファモールド技術を採用し，パッケージの低コスト化とと

もに，光コネクタ部の一括形成を実現した。同時に開発さ

れたMU変換アダプタにより， MUレセプタクル型の光モ

ジュールとして，家庭へ配線されるシングルモード光ファ

イバとの直接接続が可能である。性能面でも，マルチモー

ドファイバの集積実装による低クロストークを達成してお

り， ITU-T G983.l Class Cを満足する。

R BSディジタル放送用 8PSK LSI 

2000年12月から開始されたBSを利用したデイジタルTV

放送の受信端末用に， TC8 PSK/QPSK/BPSK復調LSI

を開発した。このLSIは，復調部とFEC部を 1チップに搭

載し，さらに 8ビット60Mサンプル／秒のADCを2チャ

ネル， PLL, 及びデインタリーバ用 lMビットSRAMを内

蔵している。復調部にはプログラマブルにゲイン制御が可

能な変形コスタスアルゴリズムを採用し，変調方式に応じ

たダイナミックな復調方式の切換えを実現する。また，

FEC部の出力にはDPLLとTSバッフアを備えて出力TS

(1.2-28.5Mbps)のPCRジッタを除去し，後段に接続され

るMPEG-2デコーダの負担を軽減した。

●加入者系無線アクセス基地局用 6セクタアンテナ

コンパクトな構成の加入者系無線アクセス (FWA)基地

局用 6セクタアンテナを開発した。

FWAシステムは，安価で設置容易な加入者回線を無線

で提供するシステムとして注目されている。これに適用す

る基地局アンテナは，周波数有効利用と干渉回避の観点か

ら，セクタアンテナが適している。さらに，垂直面内では，

距離によるレベルの違いを補償するコセカントニ乗状のビ

ーム形状が望ましい。今回，空間血線（母線）を回転させて

形成するトーラス鏡面と，その回転軸からずれた位置に対

称に配置した六つのホーンとで構成されるコンパクトな 6

セクタ基地局アンテナを開発した。トーラス鏡面の母線の

修整により，乖直面内でコセカントニ乗状のビーム形状を

実現している。

36 
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MU変換アダブタ

ATM-PON用光送受信モジュール

チップ写真

加入者系無線アクセス基地局用 6セクタアンテナ
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1. 4 エネルギー //ご////〗/////////〉/////信///:誓/:鱈誓::〉/9貧鍔診

R電力系統セキュリティ評価システム ////:喜////ww/W/〗/::/賽:/誓亨〗//鱈二亨髯

這力系統に対して高速な安定度評価を実施することによ

って系統事故に対する系統セキュリティをチェックし，電

力供給の信頼性を維持するための連転員支援システムを開

発した。このシステムは，広く使用されている安定度計算

と過渡安定度を定屎的に取り扱うことができる等面積法の

考えを組み合わせた多段階安定度余裕評価手法の滴用を特

長とする。この手法では，初期段階において多数の想定事

故ケースから系統安定度の観点より信頼‘性が厳しいケース

だけを選択し，選択されたケースに対して詳細な安定度余

裕評価を実施する。このシステムにより，運用系統のオン

ライン過渡安定度監視や，自由化が進展した軍力市場の下

での短期霊要計画における供給儒輯性の速やかな検討が容

易になる。

系統セキュリティ評価システム

旦↓↑ 
閻

戸

算
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臼

システムの概要

R無停電配電保護システム //////////://////////喜/〉/:/信/誓:/髯喜/9/

ビルや工場などの篇要家で停電瞬低による機器被害

や構内事故による設備被害を縮小化するための無停電

配霞保護システムである。このシステムの特長は，高

速スイッチング機描と集中監視保設方式によって重要

な機器の霊圧低下時間を20ms以内に短縮する点にあ

る。つまり，個々のリレーが個別に判断し遮断器を制

御する従来の段階時限協調保設とは異なり， システム

全体の軍流や電圧情報から事故箇所及び事故種類を判

別し，高速スイッチング機器を最適制御する。これま

でに模擬検証設備を用いてこのシステムの動作検証及

び機器の安定な連転継続を実証している。

現在，集中監視保護方式を適用して分散電源を有効

活用する配電保設システムの開発を進めている。

[CJ] yA系統 ゞ三．ー·ー・ー・ー・ー・ー・ー·-•i竺．含社側
需要家側

戸IJ
咤2)

システムの概略構成

R系統事故適応型直流送電制御方式 ///賽/：鍔//信鸞::'〗信喜/喜/〗/:二亨〉:信/9亨信:/

サイリスタ電力変換装置を適用した大容羅直流送霞は，

長距離送電，悔底ケーブル送遣，異周波数連系などに適し

ている。当社は四国と本朴1を結ぶ紀伊水道直流連系のプロ

ジェクトに参圃し，この装置を実用化した。

従来の装置は，落雷等による交流系統事故時に一時運転

を停止し，安定した霞力供給が困難な場合があった。そこ

で当社では，高い信頼性が要求される基幹系統への適用を

目的に，交流系統の電圧ひずみや周波数変化等に適応して

動作する新規の高1言頼度制御方式（高速余裕角制御方式）を

開発し実用化した。この方式により，上記系統事故時でも

変換装置を運転継続するとともに，事故除去後速やかに電

力を安定して供給できることを実系統において確認した。

系統事故適応型高信頼度制御方

直流送電運転継続制御方式
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定置用固体高分子型燃料電池システム

這気・熱の有効利用が可能な小容批コジェネレーション

虚源として，都市ガス燃料の固体，碍分子型燃料霞池システ

ムを開発している。このたび，主要構成機器である都市ガ

ス改質器及び積罰軍池（共に lkW級）をIJrJ発した。

都市ガス改質器は，都市ガスとスチームを水素湿合ガス

に変換し，‘虚池に水素を供給するものである。この改質器

では，機能上必要な複数の反応部（改質部， CO除去部，ス

チーム生成部等）を構造的に一休化し，反応熱の相：li活Jll

や放熱損の低減など，小容り［機に適した構造とした。一方，

栢層‘1じ池は，ガス分配や温度分布に配慮した独自のガス流

路構造を採用し，流屈変動に強く長寿命など，実J•1J 機能に

優れたものである。

●出力変動を抑制した風力発電システム用インバータ

風力発軍システムは，風力というクリーンな自然エネル

ギーから霞気エネルギーを得る発虚システムとして採川が

広がっている。当社では，永久磁石発氾機とインバータを

組み合わせて1廿）J変動を抑制する300kW可変速風力発虚

システム用インバータを開発した。このシステムは，風の

速度が変化して入カエネルギーが変動しても，発電機の回

転速度を変えて風車の回転エネルギーで吸収し，出力変動

を抑制している。この装置の特長は，回転子に永久磁石を

使用し，多極発泣機によって増速ギアを省略した簡素なシ

ステム構成で，電力変動を抑制し霞圧安定化を図っている

点にある。発雷軍力変動の低減状況や運転特性，耐久性に

ついて2000年7月から試験連転を実施中である。

1 kW級都市ガス改質器

／胃言胃ニニ—)冒

発電機制御用 系統連系
インバータ コンバータ

風雪戸〗〗〗
L 
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可変速風力発電システムの構成

● ITER-CSインサートコイル

2000年 4 月から日本原f•力研究所において実施されてい

る国際熱核融合実験炉ITERR&DであるCSモデルコイル

通露実験において，当社が製作したCSインサートコイル

がITER仕様を達成した。すなわち，①磁場13T, ［じ流

40kAの定格達成，②磁場変化速炭1.2T/sでのパルス定格

励磁逹成，③ 1万回の繰り返し定格通虚（疲労）試験逹成，

①圧縮方向霞磁力条件における定格通虚逹成である。 13T

への急速励磁の逹成は，超電導磁石工学に大きな技術的刈'i

新をもたらす成果である。

今I9II成功の要因は，①超軍導材料及び構造材料の適切な

NいSn超虚導体生成熱処理技術，②大軍流導体間の接続

技術，①大型導体巻線設計・製作技術である。今回の成果

を基に， ITER設計及び日本の次期核融合実験装骰である

]T60-SCの設計検討を進める計圃である。

は日本原子力研究所那珂研究所で据え付け中のCS

インサートコイルである（日本原子力研究所提供）。

• 

CSモデルコイル内に設置されるCSインサートコイル
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1. 5 産業機器

R高濃度オゾン応用レジストはく離装置

半麻体 •LCD製造分野の洗浄やレジスト除去工程では

高温で高価な薬液が大薗に使用されており，代替プロセス

技術の開発が求められている。飽和水分を含む高濃度オゾ

ンガスを処理基板に供給しレジストを酸化分解した後，純

水で洗浄する新規なレジスト除去方法を開発した。その結

果， LCD用大型基板において，オゾン水を用いた場合の

10倍に当たる高速除去速度(1μm/min)で基板全体のレ

ジストを均ーに除去することに成功した。製造プロセスの

環境負荷低減とランニングコストの低減に加えて，後洗浄

プロセスを簡略化できることから製造ラインの床面積の縮

小も期待できる。 LCD用に続いて半樽1本用レジスト除去

技術へ展開する予定である。 高濃度オゾン応用レジストはく離装置

超高効率(28%)LD励起固体レーザ

高いエネルギーを持ち小さな点に集光できる高品質レー

ザ光を高効率で発生できる高エネルギーパルス・高品質ビ

ーム固体レーザを開発している。このレーザの基本モジュ

ールを閲発し，固休レーザの電気効率の懺界最高記録樹立

に成功した。励起源に用いた半導1本レーザヘ投入した電力

の28％を，波長1.064nm, 平均出力320Wのレーザ出力に

変換できた。

なお，この開発は，通産省工業技術院の産業科学技術研

究開発に基づく「フォトン計測・加工技術」の一環として，

新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO)からの委託

を受けた（財）製造科学技術センターからの再委託業務とし

て実施した。 一＇

LD励起固体レーザモジュール

◎加速器用半導体パルス発生回路

加速器のビーム取り出しや粒子加速などに必要な高電

圧・大電流パルスを効率良く高精度に発生する半導体方式

パルス発生回路の開発に成功した。

閲発したパルス発生回路は，光リンクやゲート霞源が不

要で小型・安価な“従属駆動方式多直列IGBT高雷圧スイッ

チ＂と，出力電流のリプルに対応、した補恨電圧を発生する

“多直列MOSFET方式リプル補償回路”の二つのキー技術

によって構成されている。

上記の技術によって，従来真空管タイプのスイッチを用

いて構成されていたパルス発生回路の半尊体化を実現する

とともに従来の2.5倍の高粕度で低リプル・フラットト

ップパルス軍流を発生することに成功した。
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今回開発した回路の

出力波形

高精度半導体方式パルス発生回路の構成と出力波形
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●小型高速三次元光形状センサ

対象物の三次元形状を計測する新型センサを閲発

した。レーザスリット光源，光走査ミラー，光ディ

テクタを構成要素とし，三角測薗の原理によって距

離分布を計測する。

このセンサの特長は次のとおりである。

(1) 中間輝度しきい値差分法により，従来の相補パ

ターン差分方式に比べて計測時間を約 1/2に短縮

した。

(2) 半導体マイクロマシニング技術を応用した小

型・低電圧(AC4V)・広走査角（土20°)の共振型ス

キャニングミラーを開発し，ガルバノやポリゴンミ

ラーを用いた従来品よりも体積比 1/2を達成した。

今後は，ロボットビジョン，加工ワーク認識，侵

入監視，パソコン用三次元形状スキャナ等に応用し

ていく予定である。

亀電動機部分放電モニタ

発電機部分放電モニタの技術を基に，原子力発電所で実

測した多くのデータを解析して，電動機に最適のノイズ除

去技術を確立し，小型・低コストの電動機部分放電モニタ

を閲発した。この装置の特長は次のとおりである。

(1) 電磁パルスの10~40MHzの信号を 2狭帯域で検出し，

強度相関からノイズを識別・除去する方式を開発した。

(2) 固定子コイルに隣接した既設温度センサを使用し，部

分放電の高周波電磁信号を検出する。放電専用センサの設

置が不要で，低コストで既設機への設置ができる。

(3) 12ch入カ・ 1ch出力の切換器を内蔵した逐次計測方

式を採用し小型・軽最化を実現した。この装置 1台で同時

に4台の電動機計測が可能である。

●オブジェクト指向プラントエンジニアリングモデル

プラント監視制御システムの構築コストを削減

するため，上位設計から下流工程までを統合的に

支援するエンジニアリングモデルを開発した。

このモデルでは，情報分野で発展してきたオブ

ジェクト指向アプリケーションフレームワークの

考え方をプラント制御分野に適用し，設計や実装

の再利用性を大幅に向上させる。

このモデルに基づいて， Java環境上にツールを

実装した。エンジニアリングデータの入出力には

XML形式を用いている。これにより，他のツー

ルとの連携も容易に行うことができる。

三次元センサの構成 小型ミラーの外観

て▼てよ，．．．． ＼ 
.~ ~ ~ ~ ~ ~..~..~ ~ ~ ~ ~ ~．~．~ ~ ~ ~．~ ~ ~ ~．~．~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~．~．~ ~．~．~ ~ ~ ~ ~ ~・

センサヘッドの外観 距離計測結果

小型高速三次元光形状センサ

"Java’'は，米国SunMicrosystems Inc．の商椋である。

電動機部分放電モニタ

監視制御システム
フレームワーク

|、制御スケルトン図I]

統合化環境

制御プログラム 監視制御画面

ロ`口:
喜日ロェクト音［旦且

エンジニアリングモデルの全体構成

出
力
端
子
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1. 6 リビング。ビル。交通

R圧縮機用高効率DCブラシレスモータ

ルームエアコンに搭載する圧縮機）1mcブラシレスモー
タは， 1馬カクラスで現行の最閻効率94％に対し，更なる

高効率化が急務となっている。このため，このモータの固

定子に現行品よりも銅損を50％低減できる集中巻きを採川

し，回転子に1呆持リングを必要としないJIll込み磁石オ翡造を

採用した。この集中券蓋IiIil定子とJI!!"込み磁石構娯l[II転子の

組合せでは，高調波磁束による鉄損や虚磁）JIl振力が附加す

る。そこで，モータ形状を鉄損低減及び｝JIl振）J低減の観、r訊

から最適化するために鉄担及び）JII4脹）Jの解析手法を確立し，

適用した。この結呆， 6極化，両円弧形磁石などの効呆で，

鉄損が現行よりも21％低減され，）JIl振）Jも圃程疫に抑える

ことに成功したc トータルで，最大効率96％を達成した。

●空調機用水熱交換器の高信頼化

空調機に）廿いられる銅管の腐食（孔食）促進試験法を開発

し，防食処理鋼管の1非j発に適用することによって水熱交換

器銅管の高1言頼化を実現した。銅管の孔食は鋼管表面の酸

化皮膜が局部的に破壊して腐食が集中する現象で，水質と

密に関係する。水中のイオン状シリカ，炭酸水索イオン，

硫酸イオンが孔食発生に影縛を及ぼすことを明らかにし，

これらのイオン鼠を調整した人工水を用い，溶存酸素と軍

界を促進因子とした腐食促進試験法を開発することにより，

腐食評価期間を従来の自然没せき（漬）法の 1/40に短縮す

ることが可能となった。この試験法を腐食処理銅管の孔食

評価に適用し，空調機）ll高伯頼性水熱交換器の銅管を開発

した。

◎エレベーター用振動低減スライドガイドシュー技術

レール継ぎ目を通過する時のかご振動が小さい，粋及型

エレベーター用低振動スライドガイドシューを開発した。

今回1}fl発したガイドシューは，レール継ぎ日を乗り越えた

時の振動発生メカニズムを解明することにより，かごに伝

わる）Jll振力が小さくなる新しい構造を考案した。これによ

り， レール継ぎl］を乗り越えた時のかご床振動が従来に比

べ20~40％低減した。

主な特長は次のとおりである。①ガイド部を長くし，か

つレールとの接触面部をllll状にすることにより， レール網

ぎ目を滑らかに乗り越えるようにした。②かごに乗客が偏

って乗った場合でも卜分な支持力を保ち，かつレールヘの

高い追従性が得られるように防振ゴム1削性を最適化した。

1. 1iJ f究・開発

鉄損解析結果（色の薄い部分：鉄損が大きい）

孔食部

無処理銅管 防食処理銅管 2mm 

無処理銅筐は孔食部に緑青が発生。防食処理管は変化なし。

腐食促進試験後の銅管内面

刀イドシュー装箇 シュー材の形状

ガイドシュー装置とシュー材の形状
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R高速エレベーター用振動シミュレーション技術

(1) 

エレベーター低振動化のための最適なシステム設

計を支援する高速エレベーター）廿振動シミュレータ

を開発した。

な特長は次のとおりである。

走行速度に応じて変化するローラガイド装僅特

有の動特性変化を含む24自由度三次元モデルの開発

により，時間領域での高精度な賑動シミュレーショ

ンを実現した。

複数のビルて実際の走行波形と計算結果を比較

し，翡い精度で実測と計算が一致することを確認し

ヽ
9l 

~
し

(3) 

た。

シミュレーション上で実際の外乱データやパラ

メータのばらつきを含めた評価検討ができるので，

繰り返し実験の回数が減少でき，システムの最適化，

開発期間の短縮が可能となった。
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振動モデルとシミュレーション結果

◎監視制御システム動作解析技術

鉄道や虚力などの監視制御システムでは，数十ものタス

クが並行して処理を行うため，処理の流れを把握すること

が困難；で，試験や保守に多大な労力を要している。

そこで，実際に行われた処理の流れを動作／履歴として蓄

積し，これを処理種別に応じた図形によって可視化するツ

ール“TRACS"(Task pRofile A叫 ysistool for Control 

Systems)を開発した。 TRACSは，周期処理などの頻出処

理を自動抽出する機能を実装している。

このツールは，列車運行管理システムの開発に適用され，

障害解析時間を従来の 1/10に低減し，履歴全体の70％を

定型処理として抽出する効果を上げ，生産性の向上に貢献

している。

タスク閻の処理を可視化
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障害の早期発見ヘ

TRACSを用いた動作履歴の解析手順

働ソフトウェアによる電子連動装置の安全動作技術

駅梢内の転てつ機や倍号機を制御して列車連行の安全を

確保する雷子連動装岡には，故障を即座に検出して機能を

安全側に停止させることが要求される。

汎用プロセッサを）廿いたデュアルCPU構成の連動処理

部で機能単位に分割したモジュールを固定順序で周期動作

させ，デュアルポートメモリを用いてモジュールの実行順

序をソフトウェア同期させる安全動作技術を 11f.J発した。こ

れにより，外部入出カデータの比較照合タイミングを適正

化するとともに，モジュールの動作仕様に対応した異常検

知とエラー処理を行うことが可能となった。

この方式を用いた軍子連動装置は，（ll4)鉄道総合技術研究

所で安全性に関する評価を受け，モニタラン試験を実施中

である。
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処理の同期
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FSP : Fail Safe Proceessor 

電子連動装置の連動処理部の構成

外部
入出力
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1. 7 半導体デバイス

半導体用微細レジストパターン形成技術 RELACS 

業界で初めてKrF飴光技術の解像限界である0.18μmを

大,11mに超えるO.lμmホールパターンを琺産ラインで実現し

た。これまでに開発した当社独自の縮小技術“RELACS"

(Resolution Enhancement Lithography Assisted by 

Chemical Shrink)を実川化させたもので，この技術のライ

ン導入における特長は次のとおりである n

(1) ホールパターンを従来装骰で縮小できる。

(2) 大きなプロセスマージンを持っている。

現在，このRELACSを適川したプロセスにより， 0.25μm

DRAM, 0.20μmDRAM, 0.18μmDRAM, eRAM等を生産

中であり， i線， g線プロセスにも適用可能である。

ガスパフプラズマを用いた高選択ゲートエッチング技術

ロジックデバイスやシステムLSIなどでは， トランジス

タを高速動作させるため寸法の微細化とゲート絶縁膜の薄

膜化が進められており，寸法精度向上と高選択比が求めら

れている。ポリシリコンの酸化膜に対する選択比は，基板

に入射するラジカルとイオンの械及びエネルギーで決まる。

当社独自のガスパフプラズマリアクタでは，ノズル板で 2

室に仕切り，プラズマ生成室へのガス導入をパルス的に行

うことでプラズマ生成室と処理室の間に約 1けたの圧力差

を設けた。これによってラジカルとイオンの比率を従来の

プラズマに比べて約 3倍大きくすることができ，選択比が

200程度まで向上した。その結果，厚さ 2-3nm程度のゲ

ート絶縁膜を用いた0.13μm以降の高性能トランジスタの

実現に必要な）jII_-［特性が得られた。

Si二次元微細加工技術 SEEMS 

新しいマイクロマシンニング技術として，エレクトロケ

ミカルエッチング技術を）llいたSi三次元微細加工技術

"SEEMS" (Single -step Electrochemical Etching for 

MicroStructure)を開発した。ふっ酸中においてSi基板に

霞圧を印）Jllし，裏liiiから光を照射しながらSi表面をエッチ

ングする技術で，光強度によってエッチングされる幅が制

御できる。

な特長は以下のとおりである。

(1) l枚のマスクのみを用いて照射中の光強疫を変えるこ

とで三次元構造1本が作成可能

(2) 高アスペクト比(>50)のエッチングが可能

(3) ナノストラクチャ構造の作成が可能

マイクロセンサ等のデバイスヘの適川が期待できる。

1.研究・開発

64MDRAMのデバイス断面写真

-SI 

ポリメタルゲートエッチング形状

エレクトロケミカルエッチングによるSi三次元構造体
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⑳ HPF/LPF組合せ型段間整合回路を用いたW-CDMA携帯電話用高出力増幅器

1999年3月にITU(International Telecommunication 

Union)において次懺代移動通偏の統一規格の一つとして

決定されたW-CDMA携骨｝龍話用に，低ひずみかつ高効率

な高出力贈幅僻を開発した。

GaAs PHEMT素子の使用，高調波処理回路の適）廿に加

えて，大信号動作時の段間の最適インピーダンスを実現で

きるHPF/LPF(HighPass Filter/Low Pass Filter)組合

せ型段11¥J整合1HI路を考案し，低ひずみかつ闘効率な特性を

実現した。また，セラミック多層悲板の採川によって小嬰

化を実硯した。 0.08cc(7 mm x 7 mm  x 1.7mm)のサイズ

で，隣接チャネル漏えい（洩）霞力ACP=-38dBc時に出力

軍）J27.ldBm,効率43.9％を実現した。

鬱 SOIダイオードを使った非冷却赤外線センサ

非冷却赤外線センサは，冷却器が不要なため，赤外線力

メラの小堕・低コスト化を可能にし，監視カメラ，車載力

メラなどの民生分野への応川が期待されている。従来の非

冷却センサではシリコン半尊体プロセスに用いられない材

料を検知部に使用していたため，専用の製造ラインを必要

とし，低コスト化の障害となっていた。

当社の非冷却センサは， SOI(Silicon on Insulator)基板

のシリコン層にダイオードを形成して検知部としており，

シリコン半尊休ラインのみによる製造を可能とした。また，

マイクロマシンニングによって圃素の分離と断熱を行い，

8万画素の解像度と0.2℃以下の温度分解能を実現した。

Rマイクロプロセッサ機能検証システム

マイクロプロセッサを含むシステムLSIの開発期間短縮

と品質向上をねらいとして，試験条件を体系化した再利用

可能な機能検証用部品を定義し， LSIの構成から検証用部

品を選択し検証環境を構築するマイクロプロセッサ機能検

証システムを構築した。

このシステムは，試験内容やf翡成変更に対する再利）廿性

を高めて検証環橙の構築期間を短縮し，また，過去の試験

データの再利用によって品質の安定化と開発期間短縮を実

現するマイクロプロセッサ開発環境を提供するものであり，

マイクロプロセッサ設計の早期段階（システム設計）で作成

される製品仕様を基に，機能検証，論理検証，評価，鼠産

試験という一連の検証（試験）に適用される。

44 

0主要性能
周波数 1.95GHz 
出力電力 27.l dBm 

0.08cc(7.0mmx7.0mmx 1.7mm) 
Eut2 

効率 43.9% 
ACP -38d8c 
動作電圧 3.5V 

いにt3：基本派， 2倍
7 波， 3倍派に
→ 戸対して最適化

主要性能と回路構成

画像例

ロ
機種

生9'品仕様

イクロフロセッサ
I 機能検証システム

I妙辺.•········::·::::·:··:··.:::·.:.:... ・・・・・・・ ： 検証内容選択 ； 
に1;•• テストケース作成 ••:; 

::.~::. 
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1. 8 材料・基盤技術

参高周波アンテナ用プラスチック材料

移動体通信゜の辿展に伴い，マイクロ波幣域への高周波化

と機器の小型・軽抵化が急速に進んでいる。

高周波アンテナの小型・軽硫化を実現するためには低誘

電損失かつ高比誘氾率の材料が必要で，ベース材料に高周

波誘電特性に優れるプラスチックを用い高誘遣セラミック

スウィスカを複合化することにより，比誘霞率を広範囲で

制御可能な材料を開発した。さらに，プラスチックの良好

な成形性とめっきプロセスの開発により， MID(Molded 

Interconnect Devices)として三次元アンテナ回路パター

ン形成の低コスト化を実現した。

間発した材料とプロセスを）l］いたアンテナは，業務用無

線機に搭載され，小型・軽批化に貢献している。今後さら

にマイクロ波帯域の移動1本通1言用アンテナに適用拡大する。
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高周波アンテナ材料の誘電特性

◎超低熱ひずみ宇宙望遠鏡用CFRPトラスパイプ

宇宙空間で太陽や深宇宙を観測する宇宙望遠鏡構造に用

いるための，極めて熱ひずみの小さい炭素繊維強化プラス

チック (CFRP)パイプを開発した。

このパイプは，軽鼠かつ高強度・高剛性であるとともに

軸方向に100~200W/ m ・ Kと高い熱伝導性を持っており，

望遠鏡構造の温度分布を一様にすることができる。パイプ

主軋lに対する炭素繊維の巻き付け角度を工夫することによ

り，熱ひずみのばらつきを抑える設計を行った。この結果，

金属又はCFRP製の継ぎ手と組み合わせた系として温度差

1 ℃当たりの熱ひずみを 1X 10-7以下と従来に比べて

けた小さく抑えることに成功した。 CFRPトラスパイプ

◎高耐圧パワーモジュール用新規シリコーンゲル材料

高耐圧・大容絨パワーモジュール用新規シリコーンゲル

封止材料とプロセスを開発し，富鉄用4.5kV水冷ヒートシ

ンク型IGBT(Insulated Gate Bipolar Transistor)モジュー

ルに適用した。新規シリコーンゲル（通称タフゲル）は，従

来のゲルと比べて高弾性・高破断イll1び特性を持ち，かつ，

従来と同様の耐寒性の確保及び注入・硬化方式が適用でき

る特長を持っている。高弾性・高破断伸び特1生を付与した

タフゲルを適用することにより，長期使）l］においても絶縁

性能劣化の原囚になり得るゲル割れや気泡発生などが起こ

りにく<,モジュールの長期絶縁俯頼性向上が確保できる。

4.5kV水冷型IGBTモジュール模式図

1. 研究・開発 45 



1. 9 生産システム

鬱 3D形状モデルを用いた高精度加工用NCシステム

金型などの 3DIIIl面加工における品位及び効率の向上を

目指して， 3D!lll面モデルをベースにサーボ指令を直接生

成する数値制御方式を1}｝]発した。

従来， 3D!III面JJll工では， CAMにおいて線分又はllll線で

近似したエ具経路を作成し， NCはこの近似経路を受けて

サーボ指令を生成していた。この従来）j式では， CAMに

依存して近似経路の品位が異なることや経路情報が膨大に

なることから，最適なサーボ指令生成が困難であった。

そこで， NC内部でllll面モデルに対するエ具の『渉回避

位置をリアルタイムに符出して直接サーボ指令を生成する

方式を開発した。これにより，加工品位が向上し，かつ経

路作成から加工終了までの時間の大111闊な短縮が可能となる。

●照明機器における熱設計CAEシステム

家庭Jl]照明機器では密閉化自然空冷を採用するため，内

部部品の高温化対策を行うことが璽要な設計課題となる。

特に，円形天井直付け型照明では，きょう（筐）1本サイズや

発熱鼠が異なる機種レパートリが多く，設計上流段階で温

度を迅速に予測して対策構造に反映させる必要性があった。

そこで，照明機器内のふく（輻）射形態係数をビーム追跡法

から算出し，赤外線の輻射・反射・透過現象も含めて高精

度に予測可能な熱流体連成解析手法を開発した。次に，詳

細な熱流休解析から得られた知見・現象を再現するコンパ

クトな熱回路網モデル化を図り，設計者自身がGUI画面上

の入カパラメータを変更することで高速・高梢度に製品温

度を予測できる熱設計標準化レビューシステムを開発した。

①30モデルを基に形状評価
① →各部の通過速度決定
②30モデルを基にサーボ指令生成

3D形状モデルベース数値制御方式の概要

照明機器の熱設計レビューシステムGUI画面

◎エクストラネットによるソフトウェア開発業務ワークフローシステム

ソフトウェア間発において複数の間発拠点のIll]にエクス

トラネットを構築し，その上で稼働する間発業務管理のワ

ークフローシステムを開発した。従来の

を達成し，また，ペーパーレス化による費J-ll削減にも貞献

できる。

方法と比較し，複数の業務アプリケーシ

ョンを単一の認証によって操作でき，強

固な暗号化方式でセキュリティ確保を行

っている点に特長があり， インターネッ

トを介した拠点間での情報の共有，交換

環壕を実現している。さらに各拠点で虚

子化した障害管理や仕様連絡ワークフロ

一梢築により，開発業務の一元管雌を行

うことが可能となる。この間発によって

ソフトウェア間発・管理作業の効率化，

ワークフローi且子化による作業スループ

ット向上，情骰一元管理による品質向上
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2 発電 び産業。

●東京電力（株）千葉火力発電所 1/2号系列の完成

国内火力発電プラントでは， 2000年 6月に東京電力（株）千

葉火力発電所 1/2号系列が完成した。

この設備は総出力2,880MWで， LNG（液化天然ガス）を

燃料とし発電設備にはガスタービンと蒸気タービンとを組

み合わせた最新鋭のコンバインドサイクル発霞方式が採用

され，高い発電効率，環境適合性とともに軍力術要の変動

に的確に対応できる最新鋭火力発電プラントである。当社

は， 1号系列の発電機，サイリスタ起動装置，制御装骰，

計算機と中央操作室の監視・操作几lCRTを製作納入する

とともに， 1/2号系列の中央操作室には，当社のトータ

ルデザインが採用され，機能的で快適な運転環境の下で小

人数による効率的な運転操作が行われている。

●タービン発電機／水車発電機

火力発電では，複合サイクル発電プラントが贈加してい

る。水素機では300~500MVA領域の発電機が生産の中心

である。空冷機では150MVAを超える大容批発電機の生

産が増加しており， 2000年は 7台を出荷した。このうち 3

台が200MVAを超える大容醤発電機であった。当社空冷

機は300MVA級機までシリーズ化しており，現在このク

ラス 2台を製作中である。

原子力発霞対応では海外向けにl,600MVA機を製作中で

あり， 2001年に出荷の予定である。

水力では， 1999年に納入した1仕界最大級の475MVAx 

500min-］機が無事商用運転に入った。現在500MVAを超

えるプラントが計画されており，需要に対応するために活

動中である。

●超高落差・大容量揚水発電所の完成

東京電力昨葛野川発遣所は出力160万kWで計画され，

当社と三菱重工業株）は単機出力40万kWの2号機を納入し

た。紹野川発雷所は東京電力（株）で 8番目の揚水発電所で，

昼は発電連転による電力を首都圏へ供給し，夜は余剰電力

を利川して揚水連転を行い下部ダムの水を上部ダムに上げ

て次の発電運転に備える純揚水式の水力発電所である。 2

号機は1996年に着工し2000年 6月に営業連転を開始した世

界最大の超高落差／高揚程(728m/779m)・日本最大の発

電電動機容賊(475MVA)を誇る最新鋭揚水プラントであ

り，そのために当社と三菱重工業昧は東京霞力（株との 4年

間の共同研究を行い，ポンプ水車のランナ，発電軍動機の

スラスト軸受などの開発検証を行って製品に反映した。一

方，最新鋭揚水プラントの制御装置と保設装置はイ言頼性を

重視したディジタル方式のCPU二重化システムが採用さ

2.発這及び産業・公共関連機器・システム

連機器。シ

東京電力（株）千葉火力発電所中央制御室

大容量空気冷却タービン発電機

れた。また，当社は 1, 2号機用の主回路聞閉装骰

(GMCS)，相分離母線(IPB)及び主要変圧器を併せて納入

し，順調に運転されている。

葛野川発電所2号機電気室
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Rマイクロコジェネレーションシステム マイクロエコターボMTG-28

環橙間題への関心の高まる中， 1位）J規制緩和の動きもあ

り，分散軍源システムが注目を浴びてきている。その中で

小容械で高い発，；；記効率を持つマイクロガスタービンが開発

され，小口のユーザーを含めたマイクロコジェネレーショ

ンシステムが大きな市場となることが期待されている。 ‘''i
社は， Capstone社製マイクロガスタービンを利用してコ

ジェネレーションパッケージ“マイクロエコターボMTG

28"の開発を行った。マイクロエコターボは，既存のコジ

ェネレーション発霞設備と比較した場合，①小容批ながら

高い発泣効率を実現，②環椅性に優れ設ii化の自由度が高い，

①空冷式のため冷却水が不要，①多様な燃料に対応可能

（都市ガス， LPG,灯訓l)，という特長を持っている。

三菱HS-X型12/24/36kV密閉形複合絶縁スイッチギャ(C-GIS)

地球環檄への優しさを徹底的に追求する基本方針の下，

当社の誇る空気・固休絶縁技術を活用して，定格軍圧

36kV (2001年7月製品化予定）までの高噸圧をドライエア

絶縁としたコンパクトC-GISである。

主な特長は次のとおりである。

（］） 懺界初の脱SF6

絶縁バリヤの配置最適化と窒素・酸素の絶縁特性研

究により，クラス初のドライエア化を実現

(2) 超小型スイッチギャ

祈型真空バルブの三角配置と固体絶縁犀線の適用に

より，枇界最小級の盤輻550mmを達成し，霞気室の縮

小化に貢献（据付け面積従来比60%)

(3) 徹底した省力化

機構部への長寿命グリース，表面改質処理技術の適

用により，保守・点検の負担を大幅に軽減

マイクロエコターボMTG-28

k

心

冒璽

日

スイッチギャの外観

◎24kV複合絶縁多機能真空開閉装置

国内都市部の軍力il記炭増大に伴って拡大する22kV配iじ

市場に投入するため，環境面も配慇し，脱SF(；ガス複合絶

縁による小型・多機能真空間閉装置を開発した。

定格及び主な特長は次のとおりである。

(1) 定格

定格泣圧24kV, 定格氾流600A,定格遮断雷流25kA

(2) 開閉器

人ー切ー断路ー接地の位iiりを持つ多機能真空閲閉装骰

(3) 絶縁方式

真空バルブ＋エポキシモールドの複合絶縁（エポキシ

モールドの表面は接地層で覆って安全性を向上）

(4) 省スペース

当社コンパクトGISと比較し，据付け面積17%，容梢

11％を達成

oolD 
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48 三菱霞機技報 •Vol.75 ・ No.l ・ 2001 



R三菱MA-EC型12kV中置式スイッチギャ

安全性・採作I‘I卜を従来刑に比べ向l_^ させコンパクト化し

たIEC60298規格準拠のスイッチギヤを開発し製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 25, 31.5kA 1,250A定格の場合で，盤輻640mm,盤奥

行き1,300mmを達成し，霊気室の縮小化に貢献

(2) 真空遮断器(VCB)の接続・断路操作は扉を閉じた状

態でハンドル 1回転で可能な方式とし，操作性が更に

向上

(3) VCB, 接地1}fl閉器，扉等は機械的・霞気的インタロ

ックを備え，各盤I―り］には隔）iiltを装備し，安全性を確保

(4) 遮断虚流25-40kA, 定格軍流630-3,150A, 短時I開通

虚虚流4秒， AC耐‘iじ）＿1丑立大42kVとして中国仕様にも

適用可能 スイッチギャの外観

⑱三菱MS型7.2kVスイッチギャ

省スペース，省資源，省配線で，さらに保守‘性を従米機

種に比べ大きく向上させた7.2kVスイッチギヤを開発し製

品化した。主な特長は次のとおりである。

(1) 主母線配i性を見直し，保設制御機器にデイジタル形マ

ルチリレーを標準搭載することによって従来型(MA

型）に比べて設置面桔を60％まで削減し，電気室の縮

小化に貢献

(2) 遮浙器の中段設樅による導体長の削減，発熱ロスを減

少。制御回路のモジュール化によって配線と部，品を削減

(3) 真空遮断器には長寿命グリスを採用して保守・）．1[検を

大輻に軽減し，省力化に貢献

(4) 複合CTの採用により，負価容鼠変夷に対する柔軟性

を向上

9‘ ぷ念

スイッチギャの外観

Rケーブル布設用簡易着脱式仮設足場

プラント建設工•事現場ではケーブル布設）廿ルートは他の

機器設備との関連で高所に設骰されていることが多く，布

設作業実施時に多大な仮設足場を必要としていた。そこで，

高所で容易に組立て・解体が可能なケーブル布設）廿簡易着

脱式仮設足場材“楽ラックセッター”と呼ぶ足場材を開発し

た。足場材は，ケーブルラック支持用アングル材にレバー

操作で容易に府脱させる保持金具と，足場板を載せる支持

はり（梁）で構成されている。アルミ合金の押し出しによっ

て本体質砧4.8kgを実現し，だれでも容易に組立て・解体

ができるため多くの現場で適Jl]中であり，従来の短狩仮設

足場材に比べて約65％の省）J化ができ，さらに仮設足場材

□[―-．．程の短縮が実現できた。

サポート材固定部分拡大

丁事現場での使用状況

ケーブル布設用簡易着脱式仮設足場材

2.発虚及び廂業・公共関連機器・システム 49 



●高性能大容量GCTインバータ

鉄鋼圧延用主機モータ駆動装ii'J:の小塵化・翡効率化の二

ーズに対応して， 6kV./6kAの 6インチウェーハGCT

(Gate Commutated Turn Off Thyristor)サイリスタ (1It界

最大）を適用した爪機容：itlOMVA級のGCTインバータ

"MEL VEC-3000C"を1}｝］発し製品化した。この装置は，蚊

祈索子技術の適用によって現行のGTO(Gate Turn Off 

Thyristor)インバータに比較し効率として約 1％の改善を

図り，大容：It:インバータとしては1仕界トップクラスの変換

描効率98％を達成した。また， GTOインバータで必要で

あったスナバ回路の省略によって部品点数を 3割削減し，

の高｛言頼化を達成するとともに， GTOインバータと

比較して約 5％のili)J容絨の向上が可能となった。

-5 MEL TRAC-F500HVンリース●省エネルギ一高圧インバ タ

地球温暖化防止を背景とした省エネルギーニーズの高ま

りに対応し，省エネルギー高圧インバータ“MELTRAC-

F500HV"を1開発し製品化した。この装樅は，翡這圧を出

)Jするために直列接続した単相IGBTインバータと虚源高

調波を低減するために多相化(18/36相）した入カトランス

で構成されており，変換効率約97%（従来は95%），虚源カ

率95％を実現し，装置単休で高調波抑制ガイドラインをク

リアしている。また，直列多重(7/13レベル）PWM制御

によってスイッチングサージを抑え，既設（標刈f¥）,；；じ動機へ

も適用可能とした。シリーズとして 3k/ 6 kV系霞源に対

し， 500~4,125/8,250kVAの16機種をラインアップして

いる。

●鉄鋼用プラントコントローラシステム MELPLAC2000 

制御システムのオープン化への要求と，厳しい要求に耐

え得る汎）l］技術の進展によって，国際標準・業界標準技術

を積極的に適川した新鉄鋼プラント川コントローラシステ

ムMELPLAC2000を開発した。この製晶は，最新の制御

技術を組み入れた｛言頼性の高い虚気制御 (E)，計装制御

(I)コントローラである。主な特長として，①ビット派符

0.09μsが可能な高速化，②氾気制御96kステップ，計装320

ループが実行可能な大容斌化，③公衆回線利）l]によるリモ

ートメンテナンス，①TCP/IPプロトコルによる汎用機

器との通椙，⑤ソフトウェアのカプセル化とモジュールに

よるトップダウン設計と部品化再利用，⑤国際椋準言語

IEC61131-3にも対応可能なエンジニアリングツールの提

供などがある。
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産業用イントラネット応用システム

JavaやWeb技術を利）llすることにより，場所や時間の

制約を受けずに，いつでもどこでもプラントや設備の＇情報

にアクセスできるシステムを低コストで実現できる。この

イントラネット技術に当社が長年廂業）I]システム1}il発にお

いて培ってきたシステム構築技術を融合させることにより，

高信頼性・高速応答性． i憂れた操作性を損なうことなくオ

ープンで統合されたユーザーインタフェースを提供できる。

これまで，事務所のパソコン上にプラント監視と詞様な情

報を提供するWebベースプラント監視システム，モハイ

ルエージェントを活）llした分散I¥’i報秤狸システム，保‘：抒情

報をXMLで椋準化したリモート保守システムなど，多く

のイントラネット／9む）llシステムを提供している。

◎公共プラントWeb応用監視制御システム

水処理場などの公共プラントにおいて，場所やII炸間の制

約を受けずに監視制御を行える“Web応川監視制御システ

ム＂を l}fl発した。このシステムは， Javaアプレット技術に

基づいており，以下の特長を持っている。

(l) 特別なソフトウェアなしに，汎JllパソコンのWebブ

ラウザからプラント内のWebサーバにアクセスすること

で，監視制御を行うことができる。

(2) 間発したJavaライブラリを用いることで，数秒爪位

でのデータ更新を可能とし，従来の刈ifl]監視制御装ii梵に近

い機能・性能を実現している。

(3) 翡i)ll監視制御装骰と同じ圃面を用いて監視制御を行う

ことができる。

◎ CTI通報管理システム

CTI (Computer Telephony Integration)技術を応JI]した

非常通報集中管理システムを開発した。農業集絡排水施設，

簡易水道，防犯・セキュリティ監視等で利）”Ilされる複数の

非常辿報装iftを中央で集中監視し，次の特長を持っている。

(1) メルホン 8など， DTMF脊に晶づく各種の非常辿報

装ii忙を集中監視する。

(2) 汎）l］のCTIエンジンを搭載し，利J:|］者の軍話によるシ

ステムヘの間い合わせに対する自動応答や，システムから

の軍話による音声 l~I 動辿報が可能である。

(3) 軍話を使って通報・収艇したデータは，｝副隠情報とし

てデータベース化され，監視l圃ijiliに表ホするとともに，い

つでも印測が可能である。さらに，監視対象の設備に関す

る情報の管罰！もできる。

2. 発虚及び産業・公共関連機器・システム

忌忠決定の実
監視業務のコスト削減

産業用イントラネット応用システム

Web応用監視制御システムの画面例

CTI通報管理システムの画面例
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● IP対応広域監視制御システム MELFLEX260 

ネットワークのIP(インターネットプロトコル）化と高速

化の進展に伴い，広域監視制御の領域でもIPを応川し圃

像・音声を取り込むニーズが闊まっている。こうした市場

動向に対応するため， IP対｝ぷ広域監視制御システム

"MELFLEX260"を1}｝l発した。

主．な特長は次のとおりである。

(1J Webサーバ機能を内蔵しており，汎｝l］パソコンの

Webブラウザのみで監視制御が可能

(2) データ， lfllj像，音声をlPで統合して伝送

(3) M-JPEGによる圃像｝玉縮・裕積機能を実現

(11) H323に準拠した音声伝送機能を実現(VoIP)

(5) ISDN回線，デイジタル専）llIhl線（イーサネット， PRI,

BRI)に直接接続可能

●監視操作用ハンディターミナル

プラントの連）l］監視は中央設備で一括監視するため，現

場操作盤の使川頻度は保守点検時のみと極めて少なく，現

場連）ll員の専属配i性も省人化のため減っている。このよう

な背景の中，現場操作盤の常設を廃止すると設備尊入費と

維持管狸費の縮減効果が大きいと考えられる。

監視操作）llハンデイターミナルは，運用員が必要時に携

骨肘翡ハンデイターミナルを持ち連び現場監視操作を行うシ

ステムであり，次の特長がある。

(1) 処理場全体の現場操作盤の機能をハンディターミナル

l台で実現できる。

(2) 監視操作は極めてシンプルで，タッチパネルで操作す

る。

(3) 連転貝は対象設備の選択操作が不要で，ハンデイター

ミナルが， 自動認識し表示する。

● SDH光ネットワーク MELNET-F155 

公共・ ‘iじ）J・虚鉄等の分野では，設備の監視制御の効率

化をねらいとして光ネットワークの導入が盛んである。こ

のニーズにこたえるため，圃像とIP情報の匝接収容を可能

とし装iiit共通部の＿ー．．直化等による高侶頓化を実現した伝送

速度155Mbpsの光ネットワーク“MELNET-Fl55’'を製品

化した。その他の特長は次のとおりである。

(1) 1ボード嬰MPEG-2エンコーダ／デコーダによって

ディジタル圃像伝送機能を効率良く収容可能

(2) 外部機悩なしにlOOMイーサネットを直接収容可能

(3) ループ型，メッシュ型，対向型の 3タイプを用怠し，

様々なネットワーク構成に柔軟に対応可能

（4) 最大120kmの長距翡It伝送が可能
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⑲札幌テレビ放送（株）納め屋内型オーロラビジョンLED

発光ダイオード(LED)を）l]いた屋内型オーロラビジョ

ンLEDの新製品として 8mmピクセルピッチのユニットを

間発し，札幌テレビ放送（株の多目的イベントホールに初号

機を納人した。スクリーンは縦3.8mX横6.9m(480 X 864ピ

クセル）で， NTSCやHDTVのほかにVGAのフル圃面表示

にも対応している。 2,500cd面と高輝度（標l、他1.500cd/

面）で，屋根及び側l面のガラス張り構造によるlリlるい環檄

ドでも鮮明に表示できる。また， lni実装朋LEDを）廿いて

視野角1b0° (水平・亜直）を実現し，円形ホール(})と‘-か

らでも良好な両像を見ることができる。さらに，素f1個

ごとの閻精度な輝度調整や独自の色）文変換処理により，均

ーなljJii面と i'I然で正確な色Ii［現がIi]能である。

屋内型オーロラビジョンLED(3.8mX6.9m,8mmピクセルピッチ）

オゾン水製造装置

次憔代の半尊体・液晶分野の洗浄プロセスにおいては，

環境負荷の低減，廃液処狸の削減，ランニングコストの見

直し，高生産性の確保の観点から，洗浄方式の見直しが始

まっている。従来の薬液に代わり新しいオゾン水による洗

浄）j式が採用されつつある。オゾン水製造装骰は， 半導

休・液晶分野に適応したクリーンオゾナイザを使用し，コ

ンタミネーションの心配のない高クリーン度，高濃度

70ppm, 高吐出圧力0.25MPaを実現し，大容悩であるにも

かかわらずコンパクト化((W)600 x (D) 600 x (H) 2,000 

(mm))を図った製品である。

今後は，様々なプロセスヘの適用拡大が期待され，製品

レパートリーの充実とコスト競争）J強化に注力し，時代の

要請にこたえていく。

戸
戸

髯

オゾン水製造装置

働構造物検査装置

コンクリート構造物の定拭的な非破壊検壺へのニーズが

高まっている。当社では，磁わい（歪）技術を応）l]した検在

装置・ 2機種を2000年 9月から販売し，鉄道／道路の構造

物診断に適）llした。

(1) 診断テスタ

R構造物に押し当てるだけで瞬時に内部はく（剥）離有

無を検t-l--',

R検壺の定屈化，検査結呆の個人差排除が可能

0可搬性に優れ，また，高所検杏作業において足場や

専用車が不要

(2) 診1屯lfアナライザ

R低周波音評弾‘|、生波を使用し，従来方式では困難であ

ったコンクリート構造物の深部(~Zm)までの診断

が可能

◎探吼ffを構造物表l(liに|l[［接吸府させるだけで詳細診

断が可能であり，計測直後に診断結呆をビジュア

ル表示

計測状況

診断テスタ

計測状況 診所画面

診断アナライザ
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●紀伊水道直流連系設備の運用開始

2000年1月から開始した系統連系試験では，」！基本的な連

ili]•；試験だけでなく，直流線路地絡試験，ラジオノイズ測定，

騒音測定等も実施され，すべて当初設計どおりであること

を確認して 6月下旬にllt界最大級の紀伊水道直流連系設備

が連I}廿した。交直変換装骰には1仕界最大容砒の光直接、1ば弧

サイリスタ素fを採用して部品点数を大輻に削減し，、点弧

川 信号）l]光ファイバケーブルを含めてすべての制御1呆，没

装ii'＇［を常時連｝ l:l―ロ・一煎系構成としたことにより，極めて連転

信頼性の高いシステムとなっている。また，直流側．じlHI路

にllt界で初めて直流GISを適｝llし，直流阿路の設骰l[li積及

び容柏を大111闊に縮小化しただけでなく，塩‘li;：府の汚担の影

秤を受けない設備となっている。

●新形輸出向け550kV碍子形GCB

海外市場での気中変遁所(AIS)Fl]機僻のニーズにこたえ，

新形輸出向け550kV碍f形GCBを1開発した。このGCBは，

550kV 1、点切りGCBの開発で培った最新技術を適Jllするこ

とにより，

◎小應・高'll能泊弧室による翡い遮断伯輯性の確保

R遮断部質：［しの軽減（従来比約90%）による耐震1生能の

I fij上

R構造の簡素化と部品点数の低減（従来比約80%)によ

る機械的伯頼性の向上

0投人速度の翡速化によって間閉極位相制御の適）l]が

可能

など）＜輻な実Jl]‘|ft能の改善を達成し， 2000年8月に製品初

［｝器を米国に向け出俯した。

●開閉極位相制御GCB

系統迎川の，貨信頓度化ニーズにこたえ， 1}｝l|牙jJ,J位相制御

GCBを1}t，l発した。このGCBは，操作箱に位才廿制御装iftを

内蔵したコンパクトなシステム構成で，最適な虚圧． iじ流

位相での開閉により， 1｝廿閉サージや突人虚流を低減できる。

これにより，系統迎Jl]lこの課題である系統虚圧変動の抑制．

保設リレーの誤動作防止を， fifi索なシステムで達成できる。

また，従来対策としてJllいられてきた投人抵抗又は避＇雷器

を省略でき，機器の小應化，翡信頼度化，経済1生向上，さ

らに接点泊耗の低減による、＇・闊検周期の延長が可能となる。

この技術は全虚圧クラスの爪相操作形のGCB及びGISJl]

GCBへの適）l」が可能であり，製，．晶初妙悩として145kV

GCBを米同向けに出価済みである。
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超コンパクト新外鉄形変圧器完成

外鉄形変）l灌怜は，容ht増大にコイル群数の増加で対応し，

漏れ磁束密度の増加を抄Ilえ，漂遊担と機械）Jの増大をなく

すことができる。

このたび逆転の発想によって“群数低減＂にチャレンジし，

“超コンパクト祈外鉄形変）一いい器”を完成した。

従来悩に比べて体積は51％で，主な採Jl]技術は次のとお

りである。

(1) 細線化接府導休の採用で漂遊損の低減と機械強度向Iこ

(2) ?iiiげき（隙）細分化した複合絶縁構造の採用で絶縁1生能

I fij上 □亘亙］ ィ本積： 100％→51%
(3) 冷却構造改善とコイル冷却lfli栢増加で冷却効率1hJlこ 変圧器仕様：単相 50Hz 500/230kV 250MVA 単巻変圧器

この変｝］：．器は， IIt界的に認知された試験機1見］であるオラ

ンダのKEMAで短絡試験を実施した。短絡試験後KEMA

立会いで再試験／解体・），凡検を行った結呆，良好な性能を

確認した。

R関西電力（株）能勢変電所納め500kV1,500MVA特別三相変圧器

変虚｝廿変圧器として国内最大の500kV, l,500MV A器は，

輸送上の制限等から，従来は単相器 3台で構成されていた。

今回の能勢変雷所納め変圧器の本体部（鉄心及びコイル）は，

単相器と同じ各相独立タンクによる輸送とし，オンベース

後これらタンクの上部を一体化する構造とした。

この三相器化により，

0据付けスペースの縮小（単相器3台構成の約70%)

0部品点数の削減（三相用タップ切換器の適用など）

に加え，

0高性能避雷器適｝llによる耐軍圧仕様低減の反映

0 3 次調相負荷条件を考慮した 3 次咎線容—}itの低減

によって変噸川国内最大容愉の変圧器をコンパクトに実現

した。

働三菱ディジタル保護リレー MELPRO-CHARGEシリーズ

配虚系統から超高圧系統まで広純ltllの虚圧階級に適｝廿可

能なデイジタル保設リレー“MELPRO-CHARGE"を，基

本，拡張，及び高機能タイプの 3シリーズで1m発した。

I：椅性能CPUの採Jflによってハードウェアを大幅に縮小

するとともに，サーバ機能を椋準装備することで遠隔迎JI]，

保守，診断などITを応）llした様々な機能を備えており，

要求｛l：様を最適システムで実現可能としている。

特長は，次のCHARGEの各 6文字に代表される。

仰 mpact（コンパクト），且uman-Friendly（迎用・保守

性向上），△daptive（アダプティブ保設機能）， .Reliable（信

翡~i度向 lこ），丘rowing （拡張‘『IJ, _Ecology（地球環樟に優し

しヽ）

3.系統変軍及び軍気鉄追閃連機器・システム

新外鉄形変圧器の同一定格品の比較

500kV 1,500MVA特別三相単巻変圧器

三菱ディジタル保護リレー
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●高機能可搬型部分放電検出装置

ガス絶縁機監の部分放軍を外部診l折する闘機能li［搬肌部

分放虚検／廿装iiりを1}fl発した。従来の機械式と直気式の 2種

類の部分放虚検出装i性を 1台にまとめ， i爛分放軍発生位ii忙

の椋定機能を追加し，低価格化・闘機能化を図った。この

装ii梵では，アンテナをJI-lいた虚気的検出， AEセンサをJI]

いた機械的検/_Hの二つの手法で部分放軍検出が行え，さら

に， 爪休遮断樅の診断には接地線'1―且流を検出する翡／酋l波

CTも椋準装備している。また，部分放虚の検出感度は

20pCと閻感度化を図った。バッテリーによる駆動やメモ

リカードヘの検出結呆記録，パソコンでの測定結呆のデー

タ管理がII」能である。なお， この装ii化は，関li恥じ）J(株）との

共Ili]研究で1}ll発を行ったものである。

・東海道・山陽新幹線向け運転管理システム

東海道・山陽新幹線の連転箭項llシステム（コムトラック）

のPRC指令貝端末系を，東海・西日本旅客鉄逍（株）の仕様設

計に陥づいて製作し納入した。祈幹線の連行：管理業務を支

援するために，高信頼性と様々な高機能を服ね備えている。

I 1) ホストと端末間のサーバを二爪化し，桐輯性を向上し

た。

(2) 当社開発のGUI構築ツールを適）llし，路線図のグラフ

ィック圃面改修が容易に行えるようにした。

(3) ダイヤ図上の“すじ＂を匝接操作することによるダイヤ

変更入力を可能とし，指令員の操作性向上を図った。

（4) 従来の駅単位予測機能に加え，軌道回路単位に細かく

列車の連行状況を予測する機能を開発したことにより，次

駅到済予想時刻を高精度に算出できるようになった。

●西日本旅客鉄道（株）向け北陸線列車運行管理システム

西日本旅客鉄逍（株）北陸線に， ii9}i度に安全な鉄道

輸送と業務効率化を実現するため，列巾連行管予ll

システムを納入した。このシステムは，近‘il..J：紐津

～直江津までの322.5km,70駅の列車迎行を24時間

監視・制御している。

システムの特長は次のとおりである。

(1) l'I動巡路制御装iiftにFTC（フォールトトレラン

トii1仇機）を採｝llし， ネットワーク構成の完全二璽

化などによるi'晶信頓性システムを実現した。

(2) ヒューマンインタフェースにオブジェクト指

向のGUIパッケージを開発し，予測ダイヤ“すじ”の

ll'［接操作による迎転整理操作を実現した。

(3) ハードウェアと OSの差異を開発した迎行管理

ミドルウェアで吸収し，アプリケーションソフト

ウェアの最大限の流J-I]を図った。
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システム構成
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●博多総合車両所向け検修管理システム

検修：i翌11lシステムは， 1Ji:filfj検修場の各検修職場に端木装

ifi:を設ii忙したクライアント／サーバネットワークを構成し，

各職場における検修データを一元管理する。

特長は次のとおりである。

(1) データベース化し登録されたデータを共打化し，必災

に応じた検索機能とデータ編集機能の装備

12) 戦場のリレイアウトが容易な無線LAN, ノイズに強

い光ケーブルを使）廿した実）llシステム

(3) 拡張性を考応し他のシステムや検修機悩との容易な接

続

lド[111j台1111許汀l!，検修データ管理，検修叶[llli作成に対応し

てフレキシブルなデータ検索やデータ編集機能を持った実

}|j的な検修データ管唄![システムを実現した。

ファイルや
メール等の
管理を行う

己三
現場から直接
検修データを
入力する

システム構成

●九州旅客鉄道（株）納めシミュレーション機能を搭載した車両・乗務員運用作成システム

九州旅客鉄道（枷納め車両・乗務貝述）ll作成システムは，

2001一年春のダイヤ改＿ilー：を ll指して実述）l]を開始した。

このシステムは車1lli．乗務貝迎｝廿計圃の効率化を1]的と

したもので，短時間でしかも複数案の検討を可能とした。

なかでも乗務貝行路シミュレーション機能は，あらかじめ

与えられた労働時間等のシミュレーション条件を基に制約

条件である就業規則（乗務Il_-『間，休憩時間等）を満足しなが

ら最適な柴継ぎ列Iードを自動選定するものである。

乗務員述用計画の自動作成は非常に困難な領域と言われ

てきたが，今回実用に供する乗務員行路の自動作成アルゴ

リズムが完成したことで鉄道会社に注日されるものと名え

ている。

●車輪形状言1測装置

鉄道車両のI|［輪寸法は交番検骰で測定し行雌することが

義務付けられており，従米から行われている人手による測

定はJ•ドlilij検修の中でも代表的な 3K作業の-＾つであった。

この装闘は，線路下にレーザ光源とCCDカメラを内蔵

した検出部を設附し，通過する車詞の車輪を撮影してlllli像

処理を行い，車．輪各部の寸法を It!動的に符出する装ii梵で，

検車憤務所に設ii梵したパソコン」：ー：で全車輪の寸法測定結果

の表ポ•印刷・管;JIIlが行える。さらに，撮影した両像を表

示させÎ|I輪プロフィールを観測することもできる。二三菱巾

輪形状計測装i性は， JR, 民鉄各社へ計 8セットの納人実

紹を持ち，安定した性能を持つ測定装骰である。

3.系統変虚及び虚気鉄道関連機器・システム

運転士運用の画面例

車輪形状計測装置検出部の外観
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R電子連動装置

鉄道の安全性確保の中枢を担う‘，じf連動装iiりを1}｝］発した。

虚子連動装骰は，連動処狸を行う連動処理部，現場機悩と

のインタフェース処狸を行う‘（じ子端末部，連動処雌部と虚

端末間で現場機器制御・表ポ‘情報を送受信する現場

LAN, 端よである表ポ制御盤， 19.1動で進路を設定する I'l

動進路制御系，保守情報を収集する保守端オこからなる。

核となる連動処雌部と虚子端末部は，デュアルCPUに

よってフェールセーブ『I.：を実現している。

小規模駅から大規校駅まで，集中連動）j式等に采軟に対

／心できるシステムとなっている。

現在，製品化に向けて，某ユーザーのフィールドを1翡J廿

し，モニタラン試験を実施Iれである。

西日本旅客鉄道（株）との共同開発による列車接近検知装置

西日本旅客鉄道味と共同で，列車接近検知装骰を開発し

た。スペクトラム拡散(SS)ミリ波レーダを適JIlした装骰

で，雨や害等の天候の影秤を受けにくく，外来ノイズに強

い特長を持っている。列車に対し軍波を発射し，列車から

の反射波を受信する。列車までの距離と列車の速度を符出

し，列車有無と方向を検知する。反射波の受信レベルにし

きい値を設定し， しきい値以上かつ検知距離'20-40ml村で

列車と訓祈する。 40m地点のリフレクタ（反射板）の反射波

を常時監視することによって装ii/tの健全性チェックを行う。

列車検知情報，）J1句情報（上 下），正常動作情報の 4，点を

接点出力する。現在，フィールドでモニタラン試験を実施

中である。

電子連動装置（連動処理部・電子端末部架）

受信レベル

鬱スペクトラム拡散 (SS)ミリ波レーダ適用踏切障害物検知装置

スペクトラム拡散(SS)ミリ波レーダを適用した踏切障

害物検知装説を1}｝j発した。従来の踏切障害物検知装iiti:は，

線路を挟む形で複数対設ii{［する必要があり， しかも，その

線lこにあるI罪寓物しか検知できなかったが，今Iiilの装i性は

1セットで踏切内全域の障寓物を検知することが可能であ

る。さらに，線路間に機器を設ii:i:しないため，設iiIt―l9口liと

ケーブル］□li骰の低減を図ることができる。また，測定範
lfJII人」にリフレクタ（反射板）を設附し，これの反射波を常時

受信確認することにより，装置の健全111：チェックを行う。

ssミリ波レーダは，雨などの天候の影翠漿やノイズの影郭
を受けにくく，また，光軋l1調整など，手Ill]のかかる調整作

業が不要であるなどの特長がある。
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「ー・_.‘‘‘• 9 年 ，ー．

！ヽ．‘・ 障害吻検知範囲
• ¥ （外枠は電波放射範囲）
I.-• 一“

下り 『―“一戸1----1-,― △ ：リフレクタ

ぐ

讐報機

上り ．.... 

i-•一 j

踏切制御装置：直与仁二三ロコ巳
・---.」

障害物検知装置（日：処理部・・センサ部）

概念図
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、ルシ プ
4. 1 昇降機

エレベーター群管理システム区Al-2200

エレベーターの輸送効率向上がますます求められている

中，新しいlt彰i脊理システム IAI-2200を開発した。

主な特長・機能として次の 3点が挙げられる。①従来の

AI技術を更に発展させた予測チューニング）翡AI)j式の採

用，②乗り場行先階登録方式を採用し，群管手1！性能のIfillこ

と使いやすさを両立させた行先予報システムの採）l］，⑤混

雑11ぎにかご内負冊に応じてエレベーターの）Jll減速度を調整

し，モータの能力を最大限に引き出すモータドライブミッ

クスの採）IJ。

これらにより，出勁11店の平均待ち時間を15~30％低減す

るなど，輸送性能の大l|liii1川上を達成した。

このシステムは2000年6月に広報発表された。

鬱機械室レスエレベーターの適用拡大

国内向け機械室レスエレベーター“ELEPAQ” の速度領

域を90m/min, 105m/ minまで拡大し， 2000・ 1月から

市場投入した。速度領域の拡大に対して，以下の改善縦を

行うことによって静粛で安定した走行性能を実現した。

(1) 昇降路内に実装される滑・車の騒音を効率的に減衰させ

るカバーを設けること等により，かご内の騒音を抑制した。

(2) 希土類永久磁石式(PM)同期軍動機を大容rn:化すると
ともに，磁石特性の安定化によって駆動II寺に発生するトル

クリップルを低減し，滑らかな乗り心地を実現した。

また，国内向けELEPAQを欧州法規対応にアレンジ設

計した欧州向け機械室レスエレベーター“GPQ” を2000年

4月から市場投人した。 GPQは2000年2月に欧州認定機

関による塵式認定を収得している。

R小型エレベーター（メルシティ，メルワイド）

駆動装ii忙を昇降路内に設罹した機械室レスタイプエレベ

ーターの特長を生かして，中低／村i一般ビル用にメルシティ，

中低層共同住宅）llにメルワイドを1m発した。

lりな特長は次のとおりである。

(1) 従来の機械室がある小咽エレベーターに比べ（嗜社比），

約15％の省スペース化を実現した。さらに，梢費軍力械も

約23％削減した。

(2) Iこ・11低肘ビルで最も使いやすい連転スピードを考磁し，

従来の1.5倍早い（当社比）定格速度45mminを採用した。

(3) 制御盤を昇降路内に設骰して， 一般のエレベーターと

同様にスマートな乗り場デザインを可能とした。

4.昇降機とビルシステム関連機器・システム

乗り場操作盤

IAl-2200の乗り場イメージ図

かこ室

制徊盤
永久磁石式
ギャレス巻上機

機械室レスエレベーターELEPAQ

かこ室
制御盤

巻上機

ロープ

刀イドレール

釣り合いおもり

全体図とかご室

59 



高速ホームエレベーターの発売

従来と同様の成ii梵スペースで，昇降速度を約70％向上さ

せた20m/minの似i速ホームエレベーターを開発した。こ

れに併せてかご室紅1陀のバリエーションを見直し，従来の

強化プラスチック製に加え，環境に優しいJI辻猛ビ化粧鋼板

製のかご字を追加した。

-t．な特長は次のとおりである。
(1) 駆動）j式は従来隈と同様にベースメント巻胴方式を採

川し，ウォームギアの改善とインバータ制御の最適化によ

って高速化を実現した。

(2) ガイドローラの大径化と硬度・材質の変更，及びガイ

ドレール縦ぎ「l形状の改善により，走行時の振動を抑え，

走行‘性能のlriJ|：を実現した。

これにより，顧客の輻広いニーズにこたえることができ

るようになった。

省スペース形エスカレーター

既設階段や駅舎ホームの限られた空間を泣大限にイJ効利

用したいという顧客ニーズにこたえ，従来比でエスカレー

ター総輻を150mm, トラス輻を100mm狭くした省スペー

ス形エスカレーターを開発した。

製品の．ーじな特長は次のとおりである。

（］） 既設階段や駅舎ホームに増設する場合に，従来よりも

大きな残りスペースを確保できる。

(2) 駅舎等の設骰を考應して高揚程まで対応―ヽ可能とし，高

揚程になってもエスカレーターの輻を広げる必要がない。

(3) ステップ輻は従来と同一であり，輸送能力は従来と変

わらない。

(4) 車いす仕様にも対応できる。

4. 2 ビルシステム

高速ホームエレベーター

省スペース型エスカレーター

鬱三菱統合ビルセキュリティシステム MELSAFETY-S1O/S30 

セキュリティ端末のラインアップを強化した統合ビルセ

キュリティシステムMELSAFETY-S10./S30を開発した。

このシステムには，指紋照合によるかぎ（鍵）の収り出しが

行える指紋照合タイプキーボックスや，国際規格ISO近接

！翡近傍塵非接触ICカードを採用した入退出カードリー

ダを今回新たに接続可能とし，従来の磁気カード，接触型

ICカード，指紋照合装骰など多くのメニューから用途と

セキュリティレベルに合わせた端末を選択可能とした。ま

た，センター装附であるヒューマンインタフェースには樅

掛塵タッチパネル付きパネルパソコンを新規に採用して業

界最小のヒューマンインタフェースを実現し，小規模対応

及び中・大規模対応が柔軟にできる構成とした。
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ヒューマンインタフェース
（壁掛タイプ）

帳票プリンタ

ヒューマンインタフェース
（卓上タイプ）

MELSAFTY-S30システム構成例
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◎三菱小型指紋照合装置 FPR-DTMK皿， FPR-BTMK皿

三菱指紋照合装骰の新機種として，パソコン端末タイプ

のFPR-DTMK IIIと，セキュリティを必要とする機器に組

み込むことができるユニットタイプのFPR-BTMKIIIを開

発し，製品化した。この装骰の特長は次のとおりである。

(1) 超小型光学式指紋センサの1開発によって，小型化（従

来製品比 1/ 2)，軽rn:化され，使いやすく手軽にセキュ
リティが実現できる。

(2) 指紋センサ，圃像処狸，指紋照合をすべて装it,t内に持

っォールインワンで，そのままユニットとして対象恨器に

低コストで組み込むことができる。

(3) FPR -DTMK IIIでは， PS/2コネクタからの電源供

給によってモバイル用途での使用が可能となる。

、＼

FPR-DTMK皿

R凸版印刷（株）小石川ビル向け MELSAFETY-C1OP 

ICカードの多様化に伴って， カードの多機能

化が迎行する中，最新メデイアを使用したセキ

ュリティシステムを構築し，納入した。

(1) キャッシュレスシステムで使用するカード

で扉へのアクセスが可能である。また， ICカー

ド管理サーバとの連携により，個人情報（カード

情報）を共有化した。

(2) 接触／非接触メモリ共有型ICカードを用い，

扉へのアクセス許可認証には接触IC(JICSAP)と

テンキー（暗証番号）を使用し，扉の施解錠操作

には非接触IC(Felica)を使用した。さらに，個

人を特定する必要のある扉へのアクセスには指

紋照合装置を採用することでセキュリティ性を

重祝し，操作性を向上させた。 システム構成図

鬱複合認証システム

セキュリティシステムにおいて，複数の認証手段（指紋，

顔，声， ICカード等）を組み合わせることにより，高精

度・高儒頼な本人確認を実現する複合認証システムを開発

した。複合認証システムの特長は次のとおりである。

(1) 複数の認証手段からの認証結呆（照合度）を統合化し，

個人ごとに判定しきい値を変化させて評価する複合認証ラ

イブラリにより， FR(False Rejection)率とFA(False 

Acceptance)率の両方を低減できる。

(2) 複合認証に用いる複数の認証手段と組合せ方式(AND

評価， OR評価等）を一定の規則で記述し，その複合評価式

を複合認証ライブラリが解釈することにより，任滋の複合

認証が実現できる。

認証システム構成例

指紋十ICカード 指紋十顔

認証サーバ構成

S/W叫 アプリケーション
API,~······, 

ii 複合認証ライプラリ Ii 

M/W図：
!I 検索照合ライブラリ I: □国・・・□亘
戸国戸・・・ロi

0/S貯
| 
| 0S 

H/W阿ビ王巨三..戸三
| PC/AT | 

複合認証システム構成
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4.3 ビル空調・照明

鬱 3大悪臭を除去するパワー脱臭フィルタ

幅祉．施設，ペットショップ，保育園などの施設で発生す

る休臭， し尿臭などの除去を目的として， 4方向犬井カセ

ット形パッケージエアコン“パワーカセット”のオプション

部品としで‘パワー脱臭フィルタ”を開発した。

な特長は次のとおりである。

(11 パワー脱臭フィルタは，金属イオン処則した活性炭フ

ィルタで，体臭， し尿臭などの主成分である 3大悪臭（硫

化水索， メチルメルカプタン， アンモニア）に対する一過

竹：脱臭効率80％を実現し，福祉施設の）］｝室であれば3大患

臭を約20分で90％除去できる。

(2) フィルタの構造をハニカム形状にすることで吸着面積

を拡大し，圧力損失を従来の 1/2に低減した。

◎空冷。 2管式冷暖同時シティマルチR2新冷媒シリーズ

当社独自の 2管式冷媒回路で冷暖同時連転を実現したシ

テイマルチR2新冷媒シリーズを開発した。省エネルギー

性と省資源・省こん（オltl)他を実現し， Cり削減にも貢献す

る環境適応型商品であり，平成11年度省エネ大買を受貨し

た。

主な特長は次のとおりである。

(1) オゾン層破壊係数ゼロのHFC系混合冷媒を使用

(2) 祈冷媒を採用しながらも，冷房時の消費虚力を10％低

減

(3) 熱回収連転により，年間消費霞力祉30％低減

(4) 室外ユニットを17%，分流コントローラを40％軽祉化，

梱包の木材使川率を55％削減

・高輝度誘導灯ルクセントスクエア C級LEDタイプ

固1本光源である白色LEDを採Jllし，従来型同タイプに

比べ環境性，省エネルギー性を大輻に改善したC級高輝度

誘導灯“ルクセントスクエア”を開発した。

な特長は次のとおりである。

(1) 業界初，光源に白色LEDを採Jllしたことにより，地

球環境を配慮した光源の水銀レス化を実現した。

(2) 従来光源の冷陰極ランプに比べ，翡虚l_：［渾l路が不災で，

同1時にi「i費慮力を約 1/2に低減した。

(3) 6万時間の光源寿命を確保し，省メンテナンス'l.，tを実

現した。

(4) LED採用で，光源周りの機械強疫が高くなり，構造

的1言頼性が向上した。また，取扱い‘性も向l•:. した。
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但I通信， 波 連 器。システ

●国立天文台納め超高感度ミリ波干渉観測システム用超高精度アンテナ

このアンテナは，国立天文台の“LMSA（大型ミリ波サブ

ミリ波干渉計計圃）＂を念頭に設計され， ミリ波サブミリ波

、ti『高梢度アンテナのプロトタイプ機として， 2000年 2月，

野辺l_l_l宇宙虚波観測所に納入した。 3月に345GHz（波長

0.8mm)でのファーストライトを終え，アンテナの追尾駆

動特性や日射によるアンテナ各部の温度均ー叶生等の性能評

価に引き続き，虚波ホログラフィ法による主鋭の鏡面精度

評価を行っている。これら評価の結呆，屋外形として1仕界

初の口径10mのサブミリ波軍波望遠鋭として極めて高い性

能が実証されてきており， LMSA用アンテナの実現性が飛

躍的に高まった。今後，チリ北部のLMSA建設予定地へ移

設され評価が続けられる。

完成した超高精度アンテナ

⑲宇宙通信（株）納めSUPERBIRD-4及びN-SAT-110衛星運用管制設備

この設備は， 2000年 2月に打ち上げられたSUPER

BIRD-4術星及び2000'10月に打ち上げられたN-SAT-

110衛星の連用管制を H的として，各々， 2000年 1月及び

2000年 6月に当社が宇祖通儒(SCC)（株に靡l1、]人したもので，

主局としての茨城衛星管制局(SPE)，測局としての山口術

星管制局(SPW)及びsec本社に設ii忙される監視局で構成
される。当社はアンテナ及びRF設備を設計・製作し，計

符機設備とともに全システムのインテグレーションを実施

した。 SUPERBIRD-4用衛星巡用管制設備としてSPEに

はKa俯Smアンテナ 1台， Ku幣10mアンテナ 1台が設iiii:

され，また， SPWにはKu帯2.4mアンテナ 2台が設置され，

コマンド／レンジング1言号の送1言及びテレメトリ／レンジ

ング信号の受倍等を行う。 N-SAT-110用術星連用管制設

備としてSPEにはKu帯10mアンテナ 1台が設置され， コ

マンド／レンジング信号の送信及びテレメトリ／＂レンジン

グイ言号の受信等を行う。また， SPWにはKu骨訟4mアンテ

ナ1台が設置され，テレメトリ侶号の受侶等を行う。

SUPERBIRD-4及びN-SAT-110衛星運用管制局設備

東京大学宇宙線研究所納め高エネルギーガンマ線観測装置用解像型チェレンコフ望遠鏡

この望遠鏡は， 日本とオーストラリアのガンマ線共同観

測計両（カンガルー計両）でのカンガルー II計画用の口径

10mの望遠鎧であり， 2000年3月に南オーストラリアのウ

ーメラに完成し，現在，顧調に観測を行っている。この望

遠鋭は， 1999年に口径 7mのものを納め，このほど口径を

10mに拡大して完成させたものであり，最終的にはカンガ

ルー皿計圃として口径10mのものを 4台整備する予定であ

る。この望遠鏡の主鏡は，ガンマ線と大気分子との相互作

川で発生するチェレンコフ光を集光するための直径80cm

のCFRP製球而反射鏡を新たに1}isl発して製品化し，従来の

ガラス反射鏡に比べて大111晶な軽屈化を実現している。 完成した望遠鏡の外観
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◎宇宙開発事業団納めロケット射場系設備

宇宙間発事業団向けに粕測レーダ及びロケットテレメー

タ・コマンドの空中線装悩を各 1基，小笠原追跡所に更新

整備した。前者は，打ち上げられたロケットの飛行経路を

監視するために自動追尾しその位i性を測角精度0.0057°

rms以下，測距精度3.5mrms以下で精密測定するC幣 1

MW送闘直径5.4mのアンテナである。後者は，飛行中の

ロケットの各種テレメータイ言号を受信する機能，及びロケ

ットが異常飛行になったとき飛行を停止し安全な悔域に落

下させる等のコマンド信号を送信する機能を持つものであ

り，受信周波数俯 2波，送儒周波数帯 1波の 3波共川の匝

径10mアンテナである。これらの装ii/［は，今後，次llt代の

H-IIAロケット打ち」こげの実）1]に供されるf定である。

●宇宙開発事業団納め衛星間通信フィーダリンク地上局設備

宇柑開発事業団が打ち上げ予定の環檄観測技術衛星

(ADEOS-II)及び陸域観測技術術星(ALOS)からの画像

などのデータを 1_1本で初めてデータ中継衛星(DRTS)経由

で受侶することを目的としている。主に口径13m</JのKa

幣空中線設備， Ka幣受倍設備及び監視制御設備で構成さ

れている。

システム性能として，回線稼働率99.9％を確保し，圃像

信号品質のBERは， 1．ox10-7を達成している。また， 24

時間連続運用を支援するため，タスク管理機能を持ったシ

ステム状態監視を行い，オペレーションは自動化を実現し

ている。

なお，空中線設備の耐虚‘性は阪神・淡路）g震災クラスに

も耐えられる水平1.0G,匪直0.55Gを備えている。

RVSAT用Ku帯 4W/10W屋外ユニット

超小刑術星通信＾地球局 (VSA. T)にRF装置レ［，て用いら

れる 4W/10W出力のKu;/i『ODU（屋外ユニット）を開発し

た。この装骰の主要性能は，①出力周波数： 14.0~

14.5GHz,②出力遁力： 4W/10Wの2タイプ，③受信周

波数： 12.25~12.75GHz,④雑音温度： 130K以下，⑤消費

軍力： 95W(4W/10W共通部）， 120vA oow専川部），

⑥外形寸法： （L) : 420 (4 W) /557 (IOW) x (W) 170 x (H) 

210 (mm)である。発振器， フィルタなどの主要部品に移

動休通イ言用の汎用品を採用し，低コスト化・小型化を実現

した。この装悩は，今後，防災術星通｛言を始め多様なシス

テムヘの適川を予定している。
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宇宙開発事業団納めロケット射場系設備

（写真提供：宇宙開発事業団）

衛星間通信フィーダリンク地上局設備

VSAT用Ku帯4W/10W屋外ユニット
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R衛星通信用移動体地球局車載アンテナ，マウント駆動機構及び制御装置

この装附は術星通信川移動休地球局であり， i|［休（三菱

ファイター）に反射鏡アンテナ，機械駆動式マウント，マ

ウント駆動制御装骰，通信機僻等を搭載しており，車休走

行 I―れにおいても術星通信を行うことが可能である。

このアンテナ駆動系は，車体を走行させながら静止軌道

」この通信術星を高い精度で指向するため，車休の向きや動

揺をキャンセルする機能を持ち，さらに， トンネル内走行

時等の状況で生じる電波のシャドウイングを検出して送信

を停波する機能等を持つことを特艮としている。特に，こ

のシャドウイング検出機能は，アンテナ指向方向をマウン

トに設岡したCCDカメラによって撮影し，得られた圃像

をディジタル処理することによって実視している。

●短波監視施設

軍波利用環境保設の一環として，郵政省は，増加傾向に

ある不法無線局の防llこ，取締りの強化のために，虚波監視

システムを整備している。なかでも軍離：層を伝搬する短波

幣では，外国からの軍波も監視し，国際社会の一員として

求められる国際監視を実施している。当社は短波幣の軍波

を監視する“短波監視施設”を受注し，全図に納品してきた。

はこのシステムの最上位に位置する集中センター局

（神奈川県三捕市）であり，国内 5か所のセンサ局（千歳，

東金，珠洲I, 阿騨，石垣）を一元的に遠隔制御するための

方式(TCP/IPデータ伝送，デイジタル化音声の多地点伝

送，調歩同期によるパルス伝送）を組み合わせ，操作卓に

センサ局の受儒機が存在するような操作感槌を実現した。

◎（財）資源探査用観測システム研究開発機構向けPALSAR電子機器

P ALSAR (Phased Array type L -band S四 theticAper-

ture Radar :フェーズドアレ一方式Lバンド合成間l□lレ
ーダ）は，闘資源探査用観測システム研究I}｝]発機構．

(JAROS)が宇宙開発事業団と共同開発中の地球観測／11セ

ンサで， ALOS(Advanced Land Observing Satellite :陸

域観測技術術星）に搭載し2003年度に打ち上げの予定であ

る。 PALSARは，天候，昼夜に影評されない能動塵マイ

クロ波センサであり，高分解能観測，オフナデイア角可変

機能，広い観測輻を持つ観測モード，及びフルポラリメト

リ観測モードを持つことを特長とする。当社が主契約者と

なっているPALSAR泣子機器部の間発は迎商産業省／

JAROSとの契約に陥づくものである。

5.宇宙及び衛星通信， tじ波応］．l］関連機器・システム

移動体地球局

短波監視施設 集中センター局

PALSAR電子機器
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R技術試験衛星V1II型

技術試験術星VIII型(ETS-Vlll)は，宇宙開発事業団が開発

中の大型3軋lI制御静止術星であり， 21懺紀初頭に必要とさ

れる通信の増大，衛星を使用した移動体通倍の拡大等に対

応する技術開発を行うための枇界最大級の通1言術星である。

当社は，システムインテグレータとして開発の取りまとめ

を行うとともに，構体を含むバスの間発及び通侶系の一部

の開発を実施している。昨年はシステムエンジニアリング

モデルの試験を完了し，今後は， 2003年の打ち上げを目指

し， フライトモデルの製造を巡めていく予定である。

ETS-VIIIのバスは，当社の大型3i|lll静止術星の標準バスと

して位置付け，開発を進めてきているものであり，昨年受

‘注したMTSATZ等の商用脩星のバスとして今後展開を図っ

ていく。

●OPTUS-C 1搭載用Ka/Ku/X帯ビーコン送信機及びKa/X帯LNA

OPTUS社から受注したOPTUS-C1衛星搭載用に，

Ka/Ku/X幣のビーコン送儒機及びKa/X幣の低雑音増

幅器 (LNA) を開発した。これまで多数の国内•海外衛星

に搭載実績のある技術を基に閲発したもので，ビーコン送

1言機の特長は①周波数変動 1ppm以下の高安定化水晶発

振器の採贋②半導体逓倍器による従来の導波管逓部器の

1/3以下(Ka)の小型化の実現，③32dBm(X), 24dBm 

(Ku)以上の高出力化，④低位相ノイズ化の達成等である。

LNAでは当社製の超低雑音HEMTを採用し， X帯で

NFl.SdB以下，利得47dB,Ka瞥(30GHz幣）でNF2.5dB以

下，利得34dBの特性を得た。

ETS-¥IJII搭載用移動1本通信・放送用実験機器

移動体通信・放送用実験機器は，（株次枇代衛星通儒・放

送システム研究所(ASC)，郵政省通信総合研究所及び日

本軍倍雷話（株）が協力し開発中の衛星通信・放送用実験機器

で，技術試験衛星VIIl型(ETS-＼冊）に搭載し， 2003年度に打

ち上げの予定である。この移動体通1言・放送用実験機器は，

携幣型地球局（ハンドヘルド端末）に対する日本国内の音声

迎1言，車載局やポータブル局に対するマルチメデイア通1言

のための高速パケットデータ通倍，及び移動体に対する高

品質のデイジタル音声放送を提供する術星搭載機器であり，

当社は， ASCと契約してこの機器のミッションインテグ

レーションを担当している。
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6ロ プ

鬱海外向けATM-PONシステム

国際標準化が進められているFSAN仕様に準拠した

ATM-PONシステムを閲発した。このシステムは， Pas-

sive Optical Network技術によってFiberTo The Busi-

ness/Homeを経済的に実現する光アクセスシステムであ

る。

ADS2000は局舎に設骰され，合計32の転送ライン (DS3, 

OC-3 c)とアクセスライン (32分岐PON,OC-3 c)をスロ

ット互換で収容し， 1台で448のDS1 Vi]線を収容できる。

装闘内各部は冗長化によって高信頼1化を確保している。

AONT-B200は，カII人者宅に設ii/i:され， ADS2000から

インチャネル制御される。 DS1 -CE0.5Mbpslrn線エミュ

レーション）， 10/lOOBASE-TのUNIをラインカードで

●光アクセス用波長多重リングシステム

味デイーディーアイの指導の下，光アクセス）ll波長多重

リングシステムを1}fl発し製品化した。

な特長は次のとおりである。

(1) リング状の光ファイバ伝送路で波長多重伝送を行い，

収容局とノード（都市域のビル等）間，及び各ノード

廿l]で任滋に波長パスを割り当てることにより，柔軟

に光アクセス系ネットワークを構築可能

(2) 伝送速度2.7Gbps／波，最大16波の波長多菫伝送

(3) 最大ノード数： 16,最大リング長： 35km

(4) 2本の光ファイバリング梢成による冗長化機能

(5) 各ノードにつき 1~ 2波の光分岐／挿人機能

(6) ITU-T G.957準拠の低速インタフェース

鬱陸上中継系波長多重伝送システム

陸上中継系波長多重伝送システムを1}t」発し製品化した。

な特長は次のとおりである。

(1) 波長増設の容易な波長多重方式により，今後の通信屈

の増大に柔軟に対応できる大容絨•長距離幹線系光

ネットワークを梢築可能

(2) 伝送速度2.4Gbps／波，最大34波の高密度波長多屯伝

送（伝送速度lOGbps／波に次機種で拡張予定）

(3) スパンロス21-30dB(ダイナミックレンジ 9dB)，最

大 5中継(6スパン）の光贈111闘中継による長距離伝送

(4) l.3μm零分散光ファイバ伝送対｝応の分散袖俯機能

(5) ホットスタンバイ方式の二．．重化構成による，凋伯頼な監

視制御システム

6.通信関連機器・システム

提供し，カード交換，バージョンアップでサービス拡張が

可能である。

ADS2000 AONT-8200 

光アクセス用波長多重リングシステム

陸上中継系波長多重伝送システム
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⑱ IPスイッチングノード IF2000

キャリア向けの高速IPネットワークサービスを構築する

ための大規模化へ対応した高速IP転送装置として，当社は，

IPスイッチングノード IF2000を開発し製贔＼化した(1999年

11月発売開始）。

主な特長は次のとおりである。

(1) ハードウェアベースの高速アドレス検索（ワイヤスピ

ード）

(2) カットスルーによる高速転送

(3) 人規模エントリーの実現

RIPアドレステーブル： 128,000エントリー(1インタ

フェース当たり）

@CUG数： 128CUG

(4) コア網上で論理的なCUGを構成し， ファイアウォー

ルや暗号化装置などを設

骰することな <CUGサ

ービスを実現

IPスイッチングノード IF2000

光海底ケーブルシステム用10GbpsX96波長OSWSuper FEC光端局装置

ケイデイディ海底ケーブルシステム（株の指導の下，高密

度波長多菫光悔底ケーブルシステム (OSW-N等）に適用

する光端局装置MF-960GWSを開発した。この装罹は線

路終端架(LTU)と波長多重分離架(WTU)で構成される。

LTUには新しい誤り訂正技術(OSWSuper FEC)を用い，

リードソロモン連接符号によって大幅に訂正能力を向上さ

せた。 WTUは0.3nm間隔の波長多重・分離機能と分散補

償機能を持ち，最大96波まで波長多重可能である。これら

の装骰は海底中継器を監視する線路監視装置架(LME)と

合わせて 1ファイバペア当たり 1テラビットクラスのシス

テムで使用される予定である。

●光海底ケーブルシステム用96波長多重対応光海底中継器

ケイデイディ海底ケーブルシステム（株）の指導の下，高密

度波長多重光海底ケーブルシステム (OSW-N等）に適）廿

する光悔底中継器を開発した。長距離波長多重伝送特性に

璽要な利得平たん（坦）特性として， 96波長多重対応の広幣

域伯号において，利得傾斜0.02dB/nm, 利得偏差0.5dBを

実現した。また，入出カパワーやレーザの状態を陸上から

テレメトリ監視する機能を持ち，ネットワークの保守・連

用性を向上させている。さらに，大容批伝送化のため， 8 

ファイバペアを収容する構成とした。中継器は高1言頼耐圧

きょう（筐）体に収容され， 1ファイバペア当たり 1テラビ

ットクラスのシステムで使用される予定である。
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OSW Super FEC光端局装置

光海底ケーブルシステム用光海底中継器
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R自動配車システム MACOM-PGII /C  

タクシー事業者向けに， 自動配車システム (MACOM-

PGII /C)を開発した。主な特長は次のとおりである。

(1) 顧客検索とGPS配車を 1クライアントに機能統合

(2) クライアント／サーバ構成によってすべての端末で電

話受付，顧客登録•更新が可能

(3) 虚話受付のみの操作で，配車ルールに従い，空車検索，

合成音声配車指示，迎車管理を自動化

（4) 軍子住宅地図と紙ベース住宅地図をハイブリッド合成

し， 日本全国の対応が可能

(5) 利用者ランキングなど 9種類の日月報をサポート

(6) 中小規模事業者用にサーバレスで2クライアントまで

構成可能なMACOM-PGII /iも発売

自動配車システム MACOM-PGII /C 

鬱 DoPa対応車両動態管理システム MACOM-D2000

誅INTTドコモのパケット通倍サービス (DoPa)を利）廿し

た車両動態管理システム (MACOM-D2000)を間発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 通伯ごとの回線接続の必要がなく，リアルタイムに車

両の位置を把握

(2) 日本中が通信エリア (DoPaサービスエリア）

(3) 車載操作器のボタン押下で車両の状態を通知

亭

(,I) 特定車両の走行をサブ画面で自動追跡

(5) 非常スイッチの操作で非常事態をセンターに通知

(6) 車載表示操作器を接続しメッセージ送受信も可能

(7) デイジタルガ式タコグラフと連動した連行管理

(8) 将来， MCA無線でも選択して使｝1］可能

"DoPa"は， I株NTTドコモの登録商椋である。

DoPa対応車両動態管理システム MACOM-D2000
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●PDC方式携帯電話デジタル・ムーバ D209iHYPER

（株）NTTドコモ向けに， PDC方式挑幣這話デジタル・ム

ーバ D209iHYPERを開発し市場投人した。

な特艮は次のとおりである。

(1 I ドコモ杜向けD20Xシリーズ初のiモード搭載機種

(2) iモード機種対／応での小咽・軽琺化を実現（当社比質械

約10g減）

(3) 連続利f受1時間約40011二、『間逹成（喝ネl：カラー液晶従来品待

受時間約35011-、'.rl月に対して）

(4） Iヽi社拇閤初のリチウムポリマ‘1一じ池を採）廿

(5) メールメニューヘfifjiliに移行できるメールボタン，メ

ール受信を知らせてくれる着信メールランプ搭載

●PDC方式シングルパケット専用端末 DoPaMobile Ark 9601 D 

味NTTドコモ向けに， PDC800MHzシングルパケット

ガ式専．川端末DoPaMobile Ark 9601Dを開発した。

な特長は次のとおりである。

（］） 従来機種に比べ小型・軽械化を実現

(2) 汎用性のi'，はいRS-232Cインタフェース対応、

(3) 設樅場所を限定しない外部アンテナ仕様(TNCコネク

夕あり）

（4) 少械のデータ交換制御・監視を目的とした様々な業務

形態に活川 (I'□1動販売機の完上げ・在｝庫情報狩理， ト
ラックなどI|［両述行管廿ll！等）

●PDC方式携帯電話機J-D03

］ーフォングループ向けに， PDCl.5GHz俯携幣虚話無線

1幾J-D03を開発した。

じな特長は次のとおりである。

(1) ]ースカイサービスフル対応（ロングメール， スカイメ

ール，スカイメロデイ，スカイウェブ，ステーション）

(2) 杵信メロデイに128音色を組み合わせた16和音＋

ADPCMのスーパーサウンド採）1]。動物の嗚き 1,

など1li•生可能

(3) 256色）＜J翡カラー液，’1,＼採川10文字10行＋ガイド

(,1) メールと・―•紹に動くアニメが送れるカラーアニメッチ

ャ(12種頻のキャラクタ，似頻絵， 音楽送受信可能）

(5) 最薄部約13mmのスリムなフォルム
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デジタル・ムーバ D209iHYPER

DoPa Mobile Ark 9601 D 

PDC方式携帯電話機J-D03
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~ IMT-2000基地局用偏波ダイバシティアンテ

IMT-2000 （第．—-•： 1It代移動迎伯）j式）基地局 J11 として

2GHz1i『偏波ダイバシティアンテナを開発した。このアン

テナは， 土45゚ の偏波を共用し，水平方向に60゚ 又は90゚の

ビーム輻を持っている。乖直方向には，付属するチルト制

御装i性をI「Jいて初期値に対し士 5゚ の範間でチルト角を可

変できるとともに，干渉低減のため主ビームから上側のサ

イドロープを一20dB以下に抑圧している。

チルト角可変用移相器として霞磁紺i合した結合線路を機

械的に11J動する方式とすることでPIM(Passive Inter Mod-

ulation)の発生を抑えるとともに，四つの可動移相部と分

配I[il路で構成される移相器 2組を一休構成することで小

隈・低価格化を図り，本休内蔵を可能とした。

R波長モニタ内蔵外部変調用DFB-LDモジュール

伝送容鼠の更なる拡大を日指し，高密度波長分割多重

(DWDM)通侶システムの開発が行われており，光源には

波長のより翡い安定度が求められている。今回，従来の外

部変調）HLDモジュールと波長モニタを同一パッケージ

（パッケージの大きさは従来のLDモジュールと変わらず）

内に集積したDWDM通信システム対応のLDモジュールを

間発した。このLDモジュールは，波長モニタを内蔵する

ことによって波長の変動を感知し，動作温度に帰還するこ

とで波長の安定化が可能になっている。波長モニタに使用

している波長弁別フィルタは，温度不感であることを特長

とし，更なる波長のi貨密度化によって求められる波長の安

定度にも対応可能である。

6.通信―l関連機器・システム

偏波ダイバシティアンテナ

DFB-LDモジュール
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● eビジネス時代の新サーバ Entranceシリーズ

Entranceシリーズは， eビジネスと基幹業務をシーム

レスにオールインワンで提供する祈サーバである。

Windows NT上で基幹系・情報系アプリケーションを

高速処理する統合Windowsプロセッサ， インターネット

アプリケーションを実行する拡張Windowsプロセッサ，

多くの実紹を持つ当f士の基幹業務オペレーティングシステ

ム“DP-UX"が動作するDP-UXプロセッサ， RDBl,1Jt}llプ

ロセッサ“GREO"の四つの機能別マルチプロセッサで）晶幹

業務とeビジネスを分散実行し，飛趾的な111.：能向上を実現

した。高＇性能， i＇9,;i信頼性， eビジネスと晶幹業務のサーバ

統合を特長とし， 4モデル17タイプの既富なレパートリを

提供する。

"Windows""Windows NT"は，米国YiicrosoftCorp．の登録商椋である c

● Entranceの eビジネスソリューション

Entranceのeビジネスコンセプトば｀お客様や収引先の

個々の活動に合わせたeビジネスを”であり，個人の活動に

合わせ，時1!i]とメデイアの制限から解放された新しい eビ

ジネスを創造するインターネット配侶システムを提供する。

また， eショップの容易な連用管理機能や基幹業務連携

機能を装備したインターネット受注システム“HYPER

COMMERCE", iモード携幣電話対応のアプリケーショ

ンも構築可能なWebアプリケーションI測発実行環炭

"HYPERPRODUCE II"など， Webフロントからデータウ

ェアハウスといったバックエンドまで，｝既富なソリューシ

ョンレパートリを提供する。

インターネット通販システム HYPERCOMMERCE

HYPER COMMERCEは，低コストでスピーディにイン

ターネット通販システムを構築するためのパッケージであ

る。構築する遥販サイトに合わせてカスタマイズが可能で

あり，ショッピング機能，コンテンツ管雌機能，利川状況

分析機能，迎Jl]管狸機能によって，ショップの連党からシ

ョッピング，受i主データ管理まで行えるオールインワン製

品である。受注データは任揺にテキストファイルにiいき出

すことができ，既存の晶幹システムとのデータ連携もスム

ーズに行うことができる。
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モデル700 モデル500 モデル300
モデル200

21世紀への入口， eビジネスヘの扉の中へ Entranceシリーズ

I 
※B4U : e-bisiness fo「You
（お客様や取引先の徊々の活勁に合わせたeピシネスを。）

Entranceのeビジネスソリューション

こ
"YP£RCOサ吊CaCE

• 5ふ，.

HYPERCOMMERCEのショッピング画面
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●Web対応基幹業務アプリケーション開発。実行環境 HYPERPRODUCETI for Web 

クライアント／サーバ型システム構築ツール“HYPER

PRODじCEII” に基幹系Webシステム開発機能を新たに追

加した。特長は次のとおりである。

(1) Webシステムのフロントエンド部をGUIツールで設計

することでASP(Active Server Pages)スクリプトを

完全自動生成

(2) データベース設計1青報を元に， iモード端末及びブラ

ウザ対応の検索・登録アプリケーションの完全日動生

成

(3) WebシステムでもC/Sシステムと同様のきめ細かな

帳票印測を実現する帳偲プレビュー forWeb 

(1J) ビジネスロジックは， Windows2000ServerのCOM+

採用によって大規模システムにも適用可能

"Windows""Winclows NT"は，米l1c!Microso[tCorp，の登録商椋である。
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Windows NT4.0 Se「ve「/’
Windows2000 Server 

11S : Internet lnfomation Se「ve「

HYPERPRODUCE II for Webのシステム概要

/8j DIAPRISMソート性能世界記録を樹立ー100万件のレコードを 1秒以内でソート

DIAPRISMで製品化しているハードウェアソータ

DIAPRISM /ssが， 100万件のレコードを並び替える業界
椋準のベンチマークで1lt界記録となる0.998秒を逹成した。

DIAPRISM/SSは，専用ソートプロセッサLSIを8石搭叔

し，パイプラインマージソートアルゴリズムによってソー

ト処狸を行う。ベンチマークの実施に当たってPentium

]1]の新命令セット，高速メモリアクセス機構， 64ビット

PCIバスを活用し，最適化プログラミング技術を駆使して

DIAPRISM/SSとCPUを効率良く協調動作させた。この

結果はソートベンチマークのホームページに掲載され，ア

ワード・トロフィーが授与された。

"Pentium"は．米国IntelCorp．の登録商椋であるc

アワード・トロフィー

◎ ltaniumベースのコンパクトサーバ技術

次懺代のインテルアーキテクチャによる高性能／i情伯頼

サーバとアプリケーションのI}｝］発が， IntelItaniumプロセ

ッサをベースに1仕界1[:1で進んでいる。

喝社では， 2プロセッササーバのI}｝］発により，次恨代サ

ーバのプラットホーム技術を開発するとともに，主要な

OSベンダー， ISV,IHVとの連携を雅迎している。

2』しのプロセッサとバンド幅， 2.lGbps級の多くの似i速

伝送路を 1枚のシステムボード上に配骰し，高速処狸‘性能

と小塵化の実現をねらった。シミュレーション技術を駆使

し，冷却方法と高速伝送路の軍気条件が両立する部品配骰

を決定することで，高さ 4Uのコンパクトなきょう（筐）

体への収納を可能とした。

"Intel" "Itanium"は，米IIIIntelCorp．の麻標である。
4ユニットトラックサイズのltaniumベースサーバ
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◎ FT8000ラックマウントサーバ

FT8000ラックマウントサーバは，通信機器等の収納に

広く用いられている19インチ型ラックに搭載でき，高い設

骰効率と連用 管理の集中化によってTCOの削減を実現

する。業務規模によって選べる次の 2種類のラックモデル

を提供する。

(1) SR220aは，翡さ2U（約88mm)の薄隈きょう（筐）体な

がら，デュアルプロセッサ， 4台の内蔵ディスク装ii'.'i:,

RAID制御装i性をサポートし，設iiitスペース効率の良さと

拡張性を服ね備えたスリムサーバである。

(2) モデル270Rは，冗長霞源や当社独自開発のサーバ管

理装iilt，さらにミラーサーバ塵の一二重系システムをサポー

トする。当社が提供する似iifTJ廿性システム構築サポートメ

ニューや遠隔保守サービスと合わせて，高可川性システム

構築のプラットフォームを提供する。

FT8000ラックマウントサーバ

Rセキュリティを強化したスリムノートパソコン apricotシリーズ PedionSL200 

当社の陪号アルゴリズムである“MISTY"を採Jljしたフ

ァイル暗号ツールを標準搭載しセキュリティ機能を強化し

たスリムノートパソコン“PedionSL200"を発売した。主

な特長は次のとおりである。

(l) t翡骨『にイ更禾ljな薄型(24.1mm)，軽抵(1.6kg)きょう（筐）

体を実現

(2) パソコン内のデータを簡単に暗号化可能

(3) 高性能モバイルIntelCeleronプロセッサ500MHz, メ

モリ64Mバイト， HDD6 Gバイトを搭載。またLANや

外部CRTインタフェース等を椋準装備しており，オフ

ィスでもモバイル環境でも快適に使用可能

(4) 指紋によってパソコンの利用者を認証する指紋照合デ

スクトップツールをオプションで）廿認

"Intel"℃eleron"は，米国IntelCorp．のl科汁票又は登録商椋である。

鬱 Linuxインターネットエントリーサーバ

サーバの導入・設定が容易な低価格インターネットアプ

ライアンスサーバを発売した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 低価格なインターネット単機能サーバ（Linuxベース）

(2) Webベース設定ツールによる簡単祁入を実現し，

Web設定ツールに必要なネットワークの知識があれ

ばfiii単にサーバの尊入が可能

(3) インターネット／イントラネットサーバ構築に適し

たセット構成

本1本(128Mバイトメモリ， LANインタフェース X 2) 

に無停軍軍源装附とデイスプレイ装i性を組み合わせること

で4セットの製品ラインアップを用怠している。

"Linux"は， Linus る。
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Linuxインターネットエントリーサーバ
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8 Co.Solution fore-Society 

2lllt紀の情報経済社会では，ますます多様化するお客様

のニーズを迅速にとらえ，お客様-•人一人に満足していた

だけるソリューションが求められている。当社は，インタ

ーネットを中心とした高速1胄報通侶陥盤のlこにITを泣大

限に駆使し，品質の高いサービスを実現する情報システム

ソリューションを提供している。

℃a.Solution for e-Society"は，最祈のITを活｝IJし，お

客様に関するデータの有効活｝l]，お客様の満足度の追及，

お客様の間題仰（．決，経悩判断文援，経普基盤強化などを実

現するために，当社が提供するソリューションのフレーム

ワークである。

次稿以降に，二菱‘［尉機情報システムソリューションの1f.

例を紹介する。

⑱凸版印刷（株）向けWeb-EDIシステム

このWeb-EDIシステムは，販促品及びカレンダーを対

象とした，インターネット経由による受発‘注業務を実現す

るBto Bのシステムである。このシステムは， UNIXサー

バをアプリケーションサーバとしてfllいて，その上で

Web開発フレームワークを活用したシステム構築を行っ

た。 Webl~fJ発フレームワークを活用したことで， Java言

語を熟知していない間発者でも容易に開発を行うことがで

き，短時間でのシステム構築を実現する。このシステムの

導入により，凸版印測（株）では，業務の効率化と得怠先への

サービスを向上するとともに，将来はセキュリティ強化，

XML対応によるポータル機能を持たせて事業拡大を図る

計画になっている。

"Java"は，米!isJSunMicrosystems. Inc．の登録商椋である。
"UNIX"は， X Open Co.Ltd．がライセンスしている米l•TI 及び他の 1叶

における登録商椋である。

◎不正アクセス防止基盤システム・統合フレームワーク

インターネットトで提供される各種サービスは，その利

使性の一）jで，不正アクセス等の脅威にさらされている。

“不］［アクセス防＿ll_^．基盤システム・統合フレームワーク＂

は，インターネットのサイトに対し，イ汀［アクセスが行わ

れたか否かの検知及びその対策を実施するシステムである。

様々なプラットフォームや不正アクセス対策機能に対応

し，不正アクセス検知，監視・管理，対策実施というセキ

ュリティ管狸機能のモデル化を行うとともに，それぞれの

機能間のインタフェース仕様をAPI，プロトコルとして定

義した。これにより，不＿1-lーー：．アクセス対策にかかわる複数の

製品・機能を，それぞれの独立‘性を保ちながら統合連用す

ることが可能になった。

7.情報関連機器・システム

お客様オフィス

訪問， TEL（商談）

Co.Solution for e-Society 

鵬

言、（1|＼賣
ゴ、ミ

へ 沙 ロベ

ごFireWail 

システム概要図

セキュリティ
管理マネージャー

総合管理コンソール
(Tivoli Enterprise Console) 

．導入対象ソフトウェア

不正アクセス防止基盤システム・統合フレームワーク構成図
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●インターネット電子申請システム

政府は， 2003年度に向けで叶if政府＂の構築を拙進

している。その中でインターネットを利用した虚子叶I

は重要なアイテムの一つであり，その基盤となる（財）

ニューメデイアl}[J発協会の汎用霞子申請システムの測

発プロジェクトに参圃した。汎｝ll軍子I:I”_l訥システムは，

軍子的な申請薯様式としてデータ交換に適したXML

(eXtensible Markup Language)を採｝llしている。また，

セキュリティには公開かぎ（鍵）晶盤を利川し， il}：類の

印に替わる‘「じf署名と送侶の際のII脊号化を実現してい

る。これらの技術閲発の実納を基に，｛じ—-fl―II 請システ

ムの先駆けとして迎｝ll中の貿易オープンネットワーク

システム (JETRAS)の間発にも参圃し，現在，他の叶I

請業務への展開に積極的に取り組んでいる。

鬱統合受注システム

統合受注システムは，主に食品製造業・流通業の受注業

務効率化を目的とするシステムソリューションである。こ

のシステムは，プラットフォームに当社製CTIサーバ“ダ

イアコール”を採用し，受注センターを一拠点に集約する

ことによるオペレータ数削減，非定型FAX電子処理によ

る受注処狸時間短縮などを実現している。共通のインタフ

ェースでFAX受注・軍話受注の入力が可能で，受信FAX

のオペレータ分担処理や受注確認FAX送信の無人処理機

能等の特長を持っている。 2000年 9月時点， 3ユーザーで

稼働中である。

今後は，総合カスタマセンターシステムを目指し，更な

る顧客サービスの向上，ワンストップサービスの実現へ向

けて取り組む。

申詰；｝］の作成や手荒きの効率化を図る電子申団システム

インターネット電子申請システムの概要

<- 1ロロ

統合受注システム導入事例

8Javaを用いた医薬情報担当者向けワンストップ営業情報システム

医薬情報担当者向げ情報ポータル提供のコンセプトに基

づき医薬品製造業へ納めたシステムである。従来ホスト上

の複数システムやNotesに分散していた販売情報・顧客情

報・活動情報の各システムを集約し，“この両而だけ見れ

ば良い！”というワンストップ常業情報サービスを提供し，

医薬情報担当者の営業活動効率向上を支援する。このシス

テムは， Web, Javaアプレット， Webアプリケーション

サーバ(WebSphere), ActiveX, DBレプリケーション・

ェージェント等の技術を組み合わせたブラウザベースのシ

ステムとして構築した。更に提供情報の充実を図り，文献

データベースサーバ(SAVVY)を利用した学術文献検索シ

ステムを追加する予定である。

"Notes"はロータス社の商標， “Java"は米国Sun.¥llicrosystems,Inc. 
の麻標， “WebSpherè は`IBMCorp.の1箇標，＂ ActiveX"は米国
Nlicroso£t Corp．の商椋， “SAVVY"は11経インフォブリッジ（枷の麻標
である。
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●統合運用管理ソリューション

分散コンピューティング環境での連用管理コスト低減が

課題となっている。当社の統合連用管理ソリューションは，

お客様ごとのニーズに応じた，最適な述用管狸システムの

構築をサポートする。

(1) TivoliやHPOpenViewなど業界標準の運用管狸ソフ

トウェアをベースに，お客様ごとに最適な連用形態を

提供

(2) 分散した各種資源（サーバ・ネットワーク機器など）

を24時間 1拠点で崖中監視し，システムの安定稼働を

実現

(3) 自動化と集中管理によって運用コスト (TCO)を削減

(4) 企圃から構築，連用までをトータルに支援

(5) フレームワークによる効率的なシステム構築を実現

(6) 金融機関向け大規模システムなど多数の構築実績を保有

"Tivoli"はTivoliSystems, Inc，の登録商椋， “HPOpenView"は米国
Hewlett -Packard Co．の製品名称である。

統合運用管理ソリューション

●マルチメディア衛星情報システムMEDIABIRD意思決定経路制御システム SRDM

MEDIABIRDは，宇宙通1言（株）の衛星イントラネット

DirecPC /DirecPC -LAサービスを対象とした，インフラ

構築からアプリケーション開発までを行うシステム構築サ

ービスである。 SatelliteRoute Decision Maker (SRDM) 

は， DirecPC-LAサービスで実現できなかった集中豪雨等

による通信障害時のバックアップを実硯する。地上イント

ラネットに簡単に組み込むことができ，衛星の通1言障害時

に地上イントラネットヘ経路を切り換える（特許申請中）。

また各拠点にある術星受信機“LAルータ”を管理する機能

もある。 SRDMは， DirecPC-LAサービスの必す（須）機能

として，各企業に採用されている。

ー
ー
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回

SRDMシステム概要図

鬱マルチメディア情報配信システム MEDIAGATE

様々な植類のマルナメアイアデータ（動圃を始め帷止

圃・音声・テキスト •Web コンテンツな

ど）を一括管理し，それらを教室・図古館

等の学校内施設や拇物館・科学館・公民

館等の地域教育施設などに設置した各端

末（情報提供端末，パソコン等）に情報を

配侶し展示するシステム“MEDIAGATE"

を開発した。このシステムの特長は次の

とおりである。①動圃ハイパーリンク技

術により，動圃の中に関連情報へのリン

クを容易に設定でき，動圃中心のインタ

ラクティブなコンテンツを作成・展示可

能。②夜間の空いている時間帯にデータ

を一括配信し，展示スケジュールをセン

ターで任怠に設定可能。③各種素材・コ

／ナノツを統合的に甚禎・管理し，動画のシーンごとにカ

タログ化して検索可能。

情報センター

インタラクティブ映像制作端末

(VisualsビOCK-Movie)

動画中の動く対象
に情報を関連付け，
編集できる。

動画のストリーム配信 動画ハイパーメディア コンテンツの自動配信と表示
Rea!Video形式の動画映 動画中の対象をクリック 捐報捉供端末に動画(MPEG等）を
像をリアルタイムに配信 して閑追情報の説明を呼 含む大容星のコンテンツをスケジ
可能 び出し可能 ュールに呈づいて自動的に配信，

表示可能

マルチメディア情報配信システム MEDIAGATEの概要
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●統合ERP‘ノリューション MELEBUS

MELEBUSは， 1998年度にSAP社R/3の動作に

必要なパラメータ等を事前に設定したテンプレート

から出発した。 2000年度では， R/3の最新機能や

e-Business対応，プロジェクト管到！を利用した生廂

管理機能強化，見込生廂から受注生産までのあらゆ

る製造パターンを盛り込んだ基幹システム構築ソリ

ューションとなっている。また，お客様の多様な要

に対応できるように周辺システム（既存ホストシ

ステム，設計情報管理システム，テータウェアハウ

スシステム，露子データ交換システム，操業管理シ

ステムなど） との連携ソリューションも用意して，

企業情報システムの企画，設計，構築から連Jl]・保

守サービスまでをトータルにサポートする。

支払栢報

冒

(FA)  

三（口冠）
入出庫情報

財務三こ口□〗□爪〗
給ラプーツ IDr嚢プーツ t:Uしプーツ¥ | データ

テクレーションハブ

SAP R/3を核としたERPシステム全体構成

"SAP""R/ 3"は独SAP る。

●製品情報管理システム PDMMASTAR/NX

製品情報管理システム PDMMASTAR/NXは，図面・

技術文書を始め部品情報，製品構成，ワークフローに至る

まで，製品に関する情報を統合的に管理できるように改良

を続けてきた。また， ERP（生産）やSCM（計画）といった

顧客，取引先，協力会社等の企業1廿］連携をにらみ，①

Java技術による完全ブラウザ対応，②インターネットセ

キュリティの強化（セキュアPDM)，③ERP,SCMを目指

した多彩なインタフェースを実現してきた。インターネッ

ト技術の発逹した今， PDMMASTAR/NXは， ERPや

SCM等との連携による企業体全体での最適化， さらには

ECへの展開を意識した発展性のあるPDMソリューション

へと進歩し続ける。

"Java"は，米国SunMicrosystems. Inc．のiffi椋である。

●図面／文書管理システム FINALFILING

図而／文曹管理システムFINALFILINGは，企業内にあ

る図而，文魯等のドキュメントや， CAD, ワープロ，圃

像等のマルチメディアデータを統合的に管理し，検索，閲

買， 1JII工等の業務を効率化するファイリングシステムであ

る。尊入規模においても部門から企業レベルまでの充実し

たスケーラビリティを取りそろえ，また，ライブラリを使

ったカスタマイズにより，特定分野だけではなく輻広い業

種や部門での導入が可能である。機能而では，セキュリテ

ィを始めとするファイリング基本機能に加えて， イメージ

データ内の高精度文字認識と新技術である形状特徴併用検

索で， ドキュメント類の自動登録と， Webブラウザから

の全文検索による容易なアクセスが可能である。

v, 
冷，^心＂ヽざが

r

ヽ

遠9号地
支社・支店

ISO関連
ドキュメント蓄理

｛ヽ
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＇
ヽ 営業部門

PDMMASTAR/NXの展開

図面データの
検索・共有

ヽ

ノ

Webからの全文検索画面と，検索結果の閲覧画面
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◎地理情報システム DIAGLOBE

近年，ディジタル化された地図データの整備が、急速に進

むにつれ，従来の設備管狸システムとしてのGIS応用に加

えて，より地域に密着したマーケティング業務への地図デ

ータの利用要求が高まっている。

地理情報システムDIAGLOBEは，都市地図や住宅地図

などの各種地図の表示はもちろん，企業内部で裕積された

顧客情報や物件情報などと地図データとの融合を図るため

のシステム基盤を提供する。

DIAGLOBEは， Java言晶によって開発されているため，

インターネット環境での利用も可能で，ブラウザから地図

」こにリンクさせた顧客術報・写真画像ファイルヘのアクセ

スと一元管雌が容易に実現できる。

"Java"は，米[iclSunMicrosystems. Inc．の商標である。

R統合物流情報システム Dr.Logis

統合物流情報システムDr.Logisは， ITSによる高用車の

効率化を目指したシステムとして1開発されたものである。

1999年10月から12月までと2000年 6月から 8月までの 2回

の実証実験を，それぞれ消涼飲料

水の配送トラックと石袖のタンク

ローリー車を使用して行った。ニ

次配送と呼ばれる物流拠点から多

数の配送先へのルート配送におい

て，最適な配車・配送計画を立て

ることにより，車両を20％程度削

減できることが立証できた。この

システムの特長として，最新の移

動体通信網を使用した車両の動態

監視システムと統合された点と，

実際の走行データを配車計liiiiにフ

◎病院情報システム DIAKARTE

病院情報システムDIAKARTEは，（株）亀田医療情報

研究所と共同開発した病院情報システム（軍子カルテ）

である。新機能として，①霞子カルテデータのXMLで

の抽出，②部 I•11.］間インタフェースのXML対応，③部門

システムからのレポート・実施人）Jのカルテヘの反映，

④分院機能対応のカルテとオーダーの実現，⑤ナビゲ

ーションケアマップの診療プロセスの 1生lヽ届 1カルテ

｛管理の実現，⑥看護支援システム，軍子カルテ，ナビ

ゲーションケアマップと連携を追加した。これらによ

り，医療事務の効率化，診療情報の共才有化，診療プロ

セスの共有化がより強化され，従来のシステムよりも

更なる‘'高度な情報共有＂と“息者中心のサービス提供”

を支援することが可能になった。

7.‘情報関連機器・システム

ざ＇；粒

（地図提供： I株）ゼンリン）

画面例

ィードバックすることによって湘廿度の高い計画が立てられ

る点が挙げられる。

システムの概念

病院情報システム DIAKARTE
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光海底ケーブルネットワーク監視システム

光海底ケーブル網の監視システムは，ケーブルの陸揚げ

周に設置され，伝送機器（陸上端周装置，洵底ケーブル，

洵．：底中網器）の監．視・採作，及び光伝送状態の監視など，

ケーブル網全体を統合監視する c 統一的でビジブルなユー

ザーインタフェースにより，陸揚げ局の監視員の負担を軽

減し，また集中監視拠点において複数の陸揚げ局を一括監

視する。すべての監視対象をオブジェクト指向によってク

ラス化し管理しており，伝送機器とのインタフェースには

TMN（通倍業界標準の装骰管埋プロトコルスタック）を使

}|lしている。

このシステムは，ケイデイディ海底ケーブルシステム（株）

との共詞間発により，日米欧13拠，点に展閲され，光海底ケ

ーブル網の2411が間監視を行っている。

競輪場の通報ネットワークシステム

合計60か所の競輪場及び場外を接続し，票数や払戻金な

ど投票情報の計算，集配信及び監視をリアルタイムに行う

競輪の基幹システムであり，従来のシステムから更なる安

全性・信頼性の向上を目指してシステムを再構築した。シ

ステムは，フォールトトレラントコンピュータSTRATUS

計54式，パソコンベースの二重化システム10式及びノート

パソコン60台をネットワークで接続し，サーバ，端末，通

信回線など全コンポーネントを二煎化又は三璽化構成とし，

各コンポーネントダウン時の切換え時間］の短縮化を図って

いる。また，サーバOSはストラタス独自OSからHP-UX

化し，これに合わせてトランザクション処理やネットワー

ク管理のミドルウェアを作り込んでいる。

"HP-UX"は，米同Hewlett-Packard Co．の， “STRATじS"は， Stra-

tus Computer Systemsの登録商椋である。

● METROCS財務会計システム

"METROCS財務会計’'は， 自治体の予算編成から決

算・決賃（統計に至るトータルな範1mをサポートするシステ

ムで，以下の特長を持っている。①財政部『j.会計部1:I'］は

もとより，”主管部門でも簡単．に予算の要求や伝票発行業務

が可能，②予符編成・決仰統計での既富な財政脊料により，

査定・決符統計作業を）c111mに短縮，③予符；）｝・決尊位は多

数のチューニング項l]を持ち，科廿コードに事業・細事業

を設定すれば事業別管理が可能，④伝票起票時に配当残額

などを圃面に表示しており，執行状況の把握が瞬時に可能。

さらに，近ごろの厳しい財政状況や地方分権の拙進を背

景に関心の高まっている行政評価についても，財務会計と

連携した行政評価支援システムの提供を予定している。
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監視画面例

通報ネットワークシステム

予算編成，歳出見積り・査定入力画面
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鬱市販電子地図を利用する電波伝搬シミュレータ PreSerVPropagation Simulator 

パソコン上で市販の住宅地図から三次元市街地図を自動

生成し霞波伝搬シミュレーションを行うツールを開発した。

結果は三次元地図上に表示され，高層建造物が林立する市

街地における移動休通信などの基地局設計業務の効率化を

支援する。主な特長は，①市販データをそのまま読み込む

ため，あらかじめ三次元データを生成しておくことが不要，

②反射波及び回折波をレイトレースし，高精度に受桐霞カ

の拙定が可能，③基地局の位置や受｛言点， トレースの結呆

（パスを線で表示）を三次元地図上に表示するため，シミュ

レーションで不可と判断された原因を容易に把握すること

が可能，④建物や地面の電気特性，送受信アンテナパター

ンなどの各種条件設定が可能，等が挙げられる。

R北海道電力（株）向け配電総合システム IMPRESS

電気工事受付からしゅん（竣）エまでの一連の配遁基幹業

務を一括してシステム開発することによる業務の迅速化・

電子化を実現するため，配電総合システム“INPRESS"の

開発を行い， 2000年4月に運用開始している。当社は架空

線・地中線設計サブシステム間発に参画しており，以下の

技術の導入によって業務効率化に寄与している。

(1) 架空線装柱設計に3D技術を導入し，机上での視鎚的

な設計を実現。装柱図形については設備データから

展開

(2) 設計に必要な技術計算機能を提供し，その結呆を用い

た自動設計を実現することによって設計業務の高速

化を実現

(3) 設備コードデータから複雑かつ多数にわたる地中線工

事図面を自動生成

・携帯端末を用いた高圧電気需要家向け保安総合シスプム

高圧電気需要家に対する点検保安業務を効率的に行うた

め， Ol4)関東霞気保安協会の技術ノウハウをベースに保安総

合システムを開発した。

霊要家が保有する設備情報・図面を管理する設備管理シ

ステムと，点検，試験，不良指摘を管理する指摘管理シス

テムで構成され，主な特長は次のとおりである。

(1) 携幣端末を活用し，点検業務の現場完結を実現

(2) 設備情報と点検（不良）情報の関連付けによる精度の高

い情報管理を実現

(3) 点検結果から電気設備良否の自動判定を実現

今後は，挑幣端末上の設備図面インタフェースの実現，

点検結果の集計・解析を活用した術要家に対するサービス

向上を図る。

7.情報関連機器・システム

シミュレーション結果表示例

架空線設計画面（自動設計）

携帯端末 設備管理システム（単線結線図）

保安総合システム
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8 映像情親 器。シ

◎ BSディジタルハイビジョンテレビ 32D-HX1

2000年12月からBSデイジタル放送の本放送が開始され

た。 BSデイジタル放送では， 7局のハイビジョン放送の

ほか，高音質なBSラジオ放送，双方向サービスを含むBS

データ放送など多彩なサービスが可能である。

これに対応して，当社は， BSディジタルハイビジョン

テレビ32D-HX1を開発した。主な特長は次のとおりであ

る。

(1) BSデイジタル放送のすべてのフォーマット，サービ

スに対応。また，デイジタル録再機と接続可能な

i. LINK端子を搭載

(2) 高画質なデイジタルl,000本圃質とオートデイジタル

シネマ

(3) オートターン＆ATジャンクション

(4) ディジタルフロントウィンドウ（蛍光表示管）など新デ

ザイン

(5) 六つの省エネルギー機能

R DVDプレーヤー DJ-P100

映像メデイアのデイジタル化が迎む中，家庭で手軽に高

圃質・高音質を実現できる普及タイプのDVDプレーヤー

DJ-PlOOを製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 音声出力を 2系列搭載し，一方をテレビに接続し，も

う一方をミニコンポ等に接続するだけで， 1ランク上の高

音質を実現できる。

(2) コンポーネント（色差）映像出力端子を装備し， DVD

の高圃質をより忠実に再現する。

(3) DTS及びドルビーディジタルに対応した光／同軸デ

◎高輝度液晶プロジェクタ LVPX400 

大圃面でのプレゼンテーションを想定し，ポータブル機

として高輝度・高圃質を追求したリアルXGA対応液晶プ

ロジェクタを製品化した。主な特長は次のとおりである。

(1) 高開口率液晶パネル，高出カランプ搭載によって質屎

6.7kgにしてクラス最高輝度3,000ANSIルーメンを達成

(2) 当社独自の新ナチュラルカラーマトリックスを搭載し，

自然色をより鮮やかに再現

(3) 色むら補正回路搭載により，液晶層の厚みのばらつき

によって生じる圃而上の色むらを電気的に改善

(4) ポイント冷却にシロッコファンを採用し，ダクトによ

る風路を最適設計することによってファン騒音37dB

を達成

(5) DVI（デイジタルビジュアルインタフェース）端子を装

備
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テム

32D-HX1 

イジタル出力端子を装備し，映画館の追力と臨場感を高品

位なディジタルサラウンドで楽しめる。

DJ-P100 

LVP-X400 
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R 55形OLPリアプロジェクションモニタ 55P-FD100

DLP方式の表示システムは，その特性から，“高精細表

示”“高視認性'’‘•長時間連続使川＂を絶対条件とするプラン

ト監視やネットワーク監視など多くの監視システムに採用

され，高い評価を獲得してきた。こうした実績を踏まえ，

このたび時代のニーズにこたえる汎用性の高いDLP方式

リアプロジェクションモニタを開発した。

設置場所を選ばないコンパクト設計ながら55形大圃面の

実現とコストパフォーマンスにより，質の高い映像情報を，

より多くの機会に，さらに多くの人々に，提供で苫るよう

になった。 DLP)j式ならではの高圃質特性と独自の技術

により，他の追随を許さない圧倒的なパフォーマンスでデ

イジタル時代のビジュアルコミュニケーションをサポート

する。

1. 機能・技術

(1) 高画質

DLP方式ならではの高精細・高圃質表示で，画面の明

るさと色の均一性に優れ，臨場感あふれる高梢細映像を再

現する。

(2) 焼付きが発生しない高い｛言頼性

長時間情報表示に対応し，静止jj]ji，文字情報や図面を長

時間表示する場合最適である。

◎（株）ラ・ウィル納め 50形 4面OLP方式マルチビジョン

1991年の事業スタート当時に導入した表示装置は霞光掲

示板で画像の再現‘性（画質・色）に間題があり， 2代目の

CRT方式の表示装置は連続使用に耐えない点が間題であ

った。また，事業的に見た場合，長時1}i]連続使用に絶える

ことができるという晶本条件のほかメンテナンスが容易で

故障も少なく長期的に使用できる（先進的で拡張性がある）

ことが必要条件であり，すべての条件をクリアし圃質も良

いDLP方式プロジェクタが採用の連びとなった。

納入したシステムは， DLP方式50形 4面マルチビジョ

ンであり，企業CM, ニュース，天気予報，選挙速報等を

放映し，高精細な画像を映し出す情報・広告メデイアとし

て活躍している。

8. 映像情報関連機器・システム

(3) コンパクト

薄型コンパクト設計と55形(4: 3)の大圃面である。

2. 主な特長

(1) 高輝度550cd／面の実現

(2) SXGA圧縮表示， XGAリアル表示

(3) ポインタ機能／デイジタルズーム機能（最大 4倍ま

で）／圃面フリーズ機能

(4) 簡単設悩

"DLP"は，米[]eITexasInslluments Inc．のi箇椋である。

55P-FD100 

50形4面DLP方式マルチビジョン
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マルチメディア対応17形高輝度ダイヤモンドトロンMM管///喜///ク亨誓//〉////信/////

新たな電子銃構造により，従来は困難と考えられていた

カソードドライブ電圧の大幅な低減を実現し，文字表示に

適した輝度画面では現行管同等の高解像度で表示でき，明

るさの必要な動画面では現行管比 3倍以上の高輝度表示が

できる。主な特長は次のとおりである。

(1) カソードドライブ露圧を現行管比約 1/3に低減した

ことにより，現行管では150cd/m2であった最高輝度を，

同一ドライブ電圧駆動で450cd/m2以上とした。

(2) 動画表示に適した滑らかな階調性と色再現に加えて，

高解像度，高い視認性や自然なフラット感を持った画像な

ど， ダイヤモンドトロンNF管の特長はそのまま継承しな

がら高輝度画像を表示できる。

基本仕様

公称サイズ 41cm 
偏向角 90° 
ネック径 29.1mm 

蛍光面構造
ネガティブタイプブラックストライプ

赤，緑，青のインライン配列

蛍光1本 B22 
虚子銃配列 インライン型 3ビーム

集束方式 陥霞方式

集束レンズ DBF型（ダイナミック補正機能付き）
集中方式 虚磁集中方式（セルフコンバージェンス方式）

偏向方式 遁磁偏向方式

防爆方式 シュリンクバンド（プレートレス）方式

その他の特長
フラットフェース

帯遁防止型低反射フィルム表面処理

現行ダイヤモンドトロン管NF管 高精度ダイヤモンドトロン管MM管

600 
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0
0
0
0
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画像比較

＇新開発管
硯行管

0 l O 20 30 40 50 60 

ドライブ電圧(V)

※当社比

カソード、 1新開発マルチメディア対応 現行
ドライブ電圧高輝度ダイヤモンドトロンMM管ダイヤモンドトロンNF管

20V 

50V 

l 50cd／可以上
450cd/m似上

20cd/m2 
l 50cd/m2 

輝度特性

●放送局素材伝送用HDTVエンコーダ MH-2200E信//喜//亨//://////亨////////:信ク

ディジタル放送サービス開始に向け， HDTV放送標準

規格である1080i/720pに対応した，放送局素材伝送用

MPEG-2エンコーダを開発した。

大規模LSIの開発によって装置サイズを従来比 1/ 4 

(2ユニット）に小型化し，素材伝送において重要な色再現

性を実現するため 4: 2 : 2クロマフォーマットをサポー

トした。さらに，業界最高水準の画質制御を用いた高画質

化を達成した。 SNG(Satellite News Gathering), FPU 

(Field Pickup Unit)などの司搬型素材伝送に最適であり，

局間配儒にも使用可能である。

今後，更に高画質化・小型化を目指す。
MH-2200E 
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9 住環境 プ

●ルームエアコン‘‘感じる霧ヶ峰”SFXシリーズ //葛喜霞喜賽//喜/////:/:/喜/喜信亨/〉鸞亨

室温・湿度・床壁温度を検出し，冷房・除湿・暖房と一

年を通じで快適な空調を提供するとともに，業界で初めて

エアコン内部の清掃を可能とした新機構を搭載し，製品の

ライフエンドまで初期の高性能を維持できるルームエアコ

ン“感じる粉ヶ峰”SFXシリーズを閲発したc

な特長は次のとおりである。

（］） 空気の汚れをしっかりキャッチする空消ダブルストッ

パと，業界で初めてエアコンの内部まできれいにで

きる“おそうじ簡単ボディ”を搭叔

(2) 当社独自の床壁温度を直接測るふく（輻）射センサとデ

イジタル表示によって日で見て分かる“体感モニタ”

を搭載

(3) 当社独自の“スーパーサイレンサ’'を搭載し，最小騒音

(4) 省エネルギー法2004年基準値を全クラスでクリアし，

2001年 4月施行の家霞リサイクル法基準値である

60％を大幅にクリア

19dBの情かでパワフルな再熱除湿を実現 MSZ-SFX28H形

●ルームエアコン除湿サイクルの高性能化 /////喜////賽亨/夏/ジニ:〉/:/:/:9/／喜/

ルームエアコンの冷房運転時の快適性向上を目的に，室

温低下のない除湿が可能な再熱除湿サイクルの高性能化を

実現した。従来の再熱除湿サイクルでは，室内機に設けた

除湿弁に気液二相冷媒が通過し，不連続な冷媒流動音が発

生していた。この冷媒流動音を抑制するために，絞り部の

前後に発泡金属を設けた惟音除湿弁を開発した。発泡金属

によって絞り部に流入する気液二相冷媒の均質化及び絞り

部を流出する冷媒の整流を行うことにより，冷媒流動音の

大幅な低減を可能とした。この静音除湿弁は，“スーパー

サイレンサ＂として，ルームエアコン‘‘栃ヶ峰 SFXシリー

ズ＂に搭載し，除湿運転時業界トップの低騒音（室内最小運

転音19dB)と高除湿能力 (1,800m1! /h)を実現した。

除湿弁の断面

●電気温水器ダイヤホット //喜////／ご翠〉賓仄仄診 /〗/////資〉/〉/99/：謬

火を使わず安全・安心でかつ深夜遣力利用によって経済

性に優れた電気温水器が“環境共生’'型給湯器として脚光を

浴びており，家庭内のエネルギーをすべて電気で賄う“オ

ール爾化住宅＂の普及に貢献している。

今回，こうした住宅環境•生活環境の変化をとらえ，機

器スペックやラインアップを一新し，買換えから新設まで

輻広く対応した新廂品を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 豊富な機種バリエーションの実現

スリムボデイ，ローボデイタイプを新規にラインアップ

(2) 住宅トレンドにマッチした新ボデイカラーの採用

(3) 台所リモコンは全機種バックライト付き液晶表示

(4) 脚高変更，リモコンケーブル 2心化による施行性改善

9.住環境機器・システム

SRT-4666CFU-BL形 SRG-4656形

電気温水器ダイヤホット
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R世界初“部屋別冷却冷蔵庫”Sシリーズ

恨界初の部屋別冷却システムを搭載した冷蔵廊MR-

S40A, S45Aの2機種を開発した。

な特長は次のとおりである。

(1) 冷凍室・冷蔵室など部屋別冷却システムで必要な部屋

だけ冷却でき，切換室・独立氷室への冷気集中によって

“7倍速冷凍”“3倍速製氷＂のパワーを実現し， また外部

パネルから全室独立温度調整を可能にした。

(2) 冷蔵室の棚の上下移動を食品を載せたまま片手で自在

に行える“エレベー棚＇＇と，扉閲閉の楽な“大）診クリップハ

ンドル’'を設置した。

(3) - 7℃ソフトフリージングの“Wきれちゃう冷油”（ス

ライド室，切換室）で解凍が不要であり， また，熱いまま

冷凍できるので調理時間を大輻に短縮した。

(4) 丸ごと洗える給水経路で清潔でおいしい製氷ができる。

R高級多層鍋‘‘ステンレス 5層鋼厚釜”採用IHジャー炊飯器

業界で初めて高級多層鍋“ステンレス 5層鋼厚釜”を採用

し，優れた熱伝導性能と均一加熱性能を実現したIHジャ

一炊飯器を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 業界初，高性能多層鍋“ステンレス 5屈鋼厚釜”の採）廿

により，効率良く炊きむらを抑えで炊飯できる。

(2) 業界初，ダイレクトセンサによる理想の沸騰維続炊き

を実現し， IHの強火で十分にi弗騰を継続させることで，

甘み，粘り，はり，つやのある御飯を炊き上げる。

(3) 清掃性抜群，袖汚れに強いステンレスボディを採用，

本体上部のステンレスにははっ（撥）‘iIll性と撥水性に優れた

ふっ素コートを採）1Jし‘ill‘汚れに強い。

鬱高効率蛍光ランプ“ルピカエコ'’“ルピカパワー”

産業活動から家庭まで生活に密着している徴光ランプは，

年々高まる地球環樟保護のための省エネルギー化・省資源

化が要求されている。当社は，恨界のあらゆるランプ技術

やノウハウを結集し， なエネルギーと資源を効率良く

“明るさ”として使用できる高効率蛍光ランプ“ルピカエコ”

と“ルピカパワー’'を開発した。特長は次のとおりである。

1. ルピカエコシリーズ（効率追求形直管蛍光ランプ）

(1) 全光束（明るさ）4,950lm(Hfで従来比10％向上）を達成

(2) ランプ効率llOlm/W(Hfで懺界最高： 2000年 3月現

在）を実現

2. ルピカパワーシリーズ（効率追求形円形蛍光ランプ）

(1) JIS環形で業界最高の明るさを達成（従来比約 7％向上）

(2) 9,000時間の長寿命化を実現（従来6,000時間）
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MR-S45A（ホワイトグレー (H))

NJ-BE10形

“ルピカエコ”シリーズ

“ルピカパワー”シリーズ
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●コンパクト＆高性能クリーナー“なにしろラク”

本質機能である高集じん（塵）‘性能を維持しながら新技術

の採用で大幅な小型・軽鼠化，低消費冨力化及び掃除労力

の軽減化を達成する掃除機を1開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 新開発小型・高性能モータの搭載で，本休容積と消費

電力の 1/ 2化を達成（当社従来機種TC-RA96F比）

(2) ホース，パイプ，ヘッドの軽鼠化も合わせて，肩や腰

に掛かる労力を最大で 1/ 2まで軽減（当社従来機種

TC-RA96F比）

(3) 業界初，片手で紙パックがワンタッチで捨てられる

“ラクポイ紙パック＂を搭載 (2000年 7月18日現在）

(4) 1仕界初，本休操作で軍源プラグが自動的に外せる“び

っくりラクプラグ”を搭載(2000年 7月18日現在）

全自動洗濯機 MAW-V8RP

洗濯に対する清潔志向は年々高くなっている。今回は，

“回るステンレス槽"“霧重力”に加え，新発想の“鏡面仕上

げ多角形ドラム＂を全機種に展開し，“衣類もドラムも清潔”

な洗濯機を市場導入した。主な特長は次のとおりである。

(1) 18キラットドラム： 18面多角形ドラムの回転による複

雑な水流で汚れをしっかりもみ出す強力な洗浄力を発

揮し，抗歯鏡面仕上げステンレスと槽内オートクリー

ニング機能でいつも消潔なドラムを実現

(2) パワーアップ霧重力：従来の霧重力すすぎに加え，給

水・洗い工程に栃を噴射し，素早く洗剤を溶かすとと

もに浮き出る衣類を沈めて，洗浄効率向上を達成

(3) ユニバーサルデザイン：人間工学を考えた使いやすさ

の追求からフラット＆ローデザインを実現

/亨信//亨

TC-N80形

令

18キラットドラム／パワーアップ霧重力 MAW-VSRP

R温風の出る物千し竿三菱衣類乾燥ファン“乾きん棒”CDF-70S, CDF-70 

パイプから出る温風で室内干しした洗濯物の乾燥時間を

短縮し，洗而所の補助暖房にも使川できる物干しざお（竿）

状の新製品である三菱衣類乾燥ファン‘'乾きん棒＂を開発し

た。主な特長は次のとおりである。

(1) 2 kgの洗濯物を170分で乾燥。つ（吊）り下げて乾かす

ためしわになりにくく，また，生乾きの臭いの発生を

抑制

(2) パイプから吹き出す温風によって洗面所の補助暖房と

してヒートショックを緩和し，デラックスタイプ

(CDF-70S)には予備暖房として，又はヒーターを切

って風呂上がりの涼みとして使）l］できるスポット送風

機能を装備

9. 住環境機器・システム

(3) 伸縮するパイプによって対向壁面間やコーナ一部に簡

単に設罹可能（専用スタンドも別売設定）

デラックスタイプ(CDF-70S)の設置例
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◎新冷媒R404A対応水冷スクリューブラインクーラーの製品シリーズ化

地球環境保護が叫ばれる中，オゾン破壊係数ゼロの冷媒

R404Aを使用した水冷スクリューブラインクーラーシリー

ズ(55~320馬力の 9種類）を製品化した。

このユニットは，サブクーラ一方式のエコノマイザを標

準装備し，熱交換器には小型・高性能なプレート型を採用

した。主液膨張弁には氾子式を使用し，低吸い込み過熱度

制御によって蒸発器の伝熱性能向上を図った。これらによ

り，従来機と同等以上の連転効率を達成した。

また，虚気回路には冷熱専）廿マイコンと液品パネルを装

備しており，液晶パネルでは①タッチキーによる述転操作，

②運転状態表示，③異常の発生内容・経歴の表示，①連転

データのグラフ表示が可能であり，操作性も大幅に向上し

た。

R三菱ハンドドライヤー新型“ジェットタオルミニ'’JT-MC11OC 

コンパクト型ハンドドライヤーの中で最速の短時間乾燥

と長寿命化を実現し，さらに従来品と比較し小型化と騒音

の低減を行った新型の“ジェットタオルミニ”を開発した。

な特長は次のとおりである。

(1) 風速120m/sのジェット温風による水滴吹き飛ばし方

式を用いて，約 5~9秒の短時間乾燥を実現

(2) 3,600時間の長寿命モータの採用により，使用頻度の

多い場所でも長時間使用可能とし，経済性を向上

(3) 従来品の設置面積の80％となる小型化を実現し，狭い

サニタリー空間への設置性を向上

(4) 従来品と同一乾燥性能で約ー 3dBの騒音低減を実現，

風賊調整機能の採用によって低運転音域の設定が可能

アルカリ乾電池

大霞流機器用途で業界トップ性能の単 3形アルカリ乾電

池について，この用途ではNo.1を維持し面要が拡大してい

るAV機器等でも一層の使）廿拡大を図るため，性能を向上

した電池を開発し，市場に投入する。

主な特長は次のとおりである。

(1) 虚池のケースである正極缶の側面厚みを20％薄くして

内容積を増加させ，作用物質である二酸化マンガン等

の充てん（填）屈をアップすることによっで性能を向上

(2) ディジタルカメラやポータブルMD等の大軍流機器用

途について10%，液晶テレビやポータブルCD, ゲー

ム機等の中小電流機器用途に対しても 5％の＇性能を向

上

(3) 保存性能，耐振・耐衝撃でも優れた特性を維持
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単3形アルカリ乾電池
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10. FA 卜 二ク 関連機器。システ

10. 1 FA制御機器・システム

◎汎用シーケンサ／モーションコントローラのマルチCPUシステム

汎用シーケンサ／モーションコントローラにおいて，シ

ーケンス制御，駆動制御，データ処理等を複数台のCPU

に分散し，応用範圃の拡大を実現した。

特長は次のとおりである。

(1) 用途に応じて各種CPUを選択でき，柔軟なシステム

構築が可能

(2) ネットワーク上で分散していた従来のシステムを同一

ベース上のバス分散システムにii忙き換えることにより，

システム全体の性能向I一こ， コスト削減が可能

(3) モーションCPUは，モーションSFC記述によって階

層構造の分かりやすいプログラム作成が可能

(4) モーションCPUとサーボアンプ間は高速シリアルバ

ス接続によって省配線と定周期通信を実現

マルチCPUシステムの構成例

鬱 FX1 Nシリーズマイクロシーケンサ

1999年12月発売の超小型マイクロシーケンサMELSEC

FXlSシリーズに続き， 2000年 4月に，上位機種である

FX lNシリーズを発売した。 FXlNシリーズ基本ユニッ

トはI/0点数24点， 40点， 60点の 3種類があり，従来機

種の増設ブロック，増設ユニットと組み合わせることで，

I/0点数24~128点の制御範囲をカバーする。従来機種と

比べると，基本性能の向上に加えて以下の特長がある。

(1) 最大lOOkHzx 2点の位骰決め用パルス出力機能を内

蔵

(2) 設定表示モジュールを取り付け可能

(3) 各種機能拡張ボードを内蔵可能 表示モジュールと通信ボードを装着したFX1N-24MR

●MELSOFTシリーズのパソコン対応HMIソフトウェア SoftGOT 

SoftGOTは， GOT900シリーズの霞子操作盤機能をパソ

コン上で実現するGOTと画面データ互換のHMIソフトウ

ェアで，次のような特長を持っている。

(1) 生産現場の階層において，上位のパソコン，下位の

GOTなど最適なハードウェア上で同一の圃面データ

資産を活用できるため，システム構築の自由度が向上

(2) SCADAや汎）廿ソフトウェアに比べて作圃ソフトウェ

アの知識のみで設計が可能なため，設計工数が削減で

き，安価に監視操作圃面の構築が可能

(3) 保全や工程管理事務所のパソコンから生産ラインのリ

モート監視やリモートメンテナンスが可能

(4) 集中監視に適した高解像度表示(SXGA)が可能

GOT900シljーズ パソコン

SoftGOT 
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汎用ACサーボ MR-J2 Mシリーズ

MR-J 2 Mシリーズは，成長著しい半導休製造装悩市場

における小容斌・多軋l化の市場ニーズにこたえた多軋l夕

イプのサーボアンプである。高性能，省スペース，省配線，

省エネルギー等の高いコストバフォーマンスに加え，複数

のドライブユニットで共通のインタフェースユニットを交

換可能にすることにより，多様なニーズに対応可能な構成

とした。

(1) 高性能：速度周波数応答550Hzの高性能

(2) 省スペース：取付面積(8庫Ill)で従来比52％を実現

(3) 省配線：寛源及び指令ケーブルの本数を 1/8に削減

(4) 省エネルギー：複数軸でコンバータを共通化

(5) インタフェースユニット交換による多様な上位コント

ローラに対応

Rハイゲインサーボ・主軸ドライブ MDS-C1シリーズ

工作機械における高速切削での高精度化と強霞盤の小型

化を実現するMELDASドライブシステムを開発した。

当社従来比 4倍の高速電流制御処理を含む基本サーボ制

御性能向上に加えて， SuperSHG制御や強力な制振制御な

どの制御機能の充実により，工作機械の高速・高精度化を

支援する。

また，当社研究所と共同開発した小型高効率フィン，低

損失小型パワーモジュール(IPM)及びパワー配線部と端子

台の一・休樹脂構造の採用により，フィン奥行きの約60％の

短縮やユニット幅を縮小した薄型タイプの新規ラインアッ

プを実現した。これに加えて，二ilill一体サーボアンプの品

ぞろえ強化により，強電盤の小型化に大きく貢献する。

Rマグネットモータドライプ MELIPMシリーズ

可変速用途向けに，磁石埋め込み形ロータを採用した同

期モータ及び専用ドライブユニット（インバータ）で構成さ

れるMELIPMシリーズ（定格回転速度2,000及び7,200r/

min) を発売した。特長は次のとおりである。

同期モータであるため，

0誘禅寛動機のように“すべり＂がなく，高精度な回転

速度を実現

0センサレス制御で高始動トルクと高速巡転を実現

当社三相誘樽霞動機l.5kWと同一容鼠で比較して，

0モータ容桔を約40％に小型化

0霞力損失を約45％減

0全閉自冷形で騒音を約lldB減
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⑩高性能シンプルCNCMELDAS 60シリーズ

使いやすさと高いコストパフォーマンスをねらった64ビ

ットRISCCPU標準搭載の高性能CNCシリーズである。 12

か国（日，英，独，仏，伊，中，韓，スペイン，ポルトガ

ル，オランダ，スウェーデン，ハンガリー）の言語表示が

可能なIlt界戦略機種を目指すCNCとして，旋盤，マシニ

ングセンタ，フライス盤， タッピングセンタ及び研削盤向

けの盟富な機能を搭載した。特長は次のとおりである。

(1) ユニット間の高速シリアルリンクによって省配線を実現

(2) 専用LSIしよっ・(..内蔵PLCの処雌能力を向上

(3) 専用コントローラMR-J2 -CTを採用することにより，

周辺庫111(タレット， ATC, マガジン等）制御の内蔵

PLCラダープログラムの1,iij略化を実現

ン
>
i●
v>:'9,.

MELDAS 60シリーズユニット

10. 2 メカトロ機器

R LD励起YAGレーザ発振器 2525LC

高出力YAGレーザが，生産ライン用レーザの中核機器

として各種金属加工に採用されている。従来のYAGレー

ザは，ランプを励起光源としているため，省エネルギーや

1言頼性等に課題を残していた。当社では，いち早く励起光

源をLD（半尊休レーザ）化し， さらに当社独自技術を投入

した高効率，高品質，高信頼のLD励起2.5kWYAGレーザ

発振器(ML2525LC)を開発し製品化した。

ランプ励起YAGレーザに比べ，一般的なライン加工時

の励起光源消費電力を 1/10以下に抑えた。

主な仕様は次のとおりである。

(1) 定格レーザ出力： 2.5kW

(2) 消牲軍力：約22kW（定格出力時，チラ一軍力を含まず。）

(3) レーザ出力制御機能搭載

◎最新ワイヤ放電加工機FAシリーズ FA10/FA20

FAシリーズはベストセラー機FX-Kシリーズの後継機

であり， 21枇紀のニュースタンダードとして1}｝］発された64

ビットCNC搭載の普及型ワイヤ放電加工機である。高

速・高1言頼性の新ワイヤ自動供給装置“AT"，最大加工速

度325mm2 / minを実現した“AE3 -HS"虚源等の高速テ

クノロジー，長期間にわたって加工梢度を維持する機械構

造体に加え，新機能“AutoMagic"を搭載している。 Auto

Magicは， ワイヤ断線の発生しやすい形状や真直粕度・コ

ーナー精炭の要求の高い］JIl工に対しても加工ノウハウ不要

で，フルオート］Jll工が可能である。 LANを活川した

DNC・ 辿隔監視・作業指示／実納管理等，ネットワーク

生産環檄をサポートする機能も充実させ， IT化にも対応

している。

ML-2525LC 

三菱ワイヤ放電加工機 FA20
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最新形彫放電加工機EAシリーズ EA 12/EA22 'Uf%f%U'Uf%f%f%f%f%':Pcf%UUUUUUUU:%f%〉喜ご喜/:

高精度金型の短納期化に向けて高い基本性能を実現した

形彫放霞加工機EAシリーズを開発した。 IT関連高精度金

型加工を中心とした高精度・高品位仕上）JI]工に対して，磨

き工程の大幅削減を実現することにより，金型製作トータ

ルコストが削減可能となる。

特長は次のとおりである。

(1) 金型面への高品位仕上）JIl［により，磨き工程を削減す

る粉末混入放霞加工仕様

(2) Fuzzy Pro3（最適加工制御）により，加工の安定化と

高速化を両立

(3) 64ビット高速CNC搭載によるネットワーク対応・機

能性向上 形彫放電加工機EAシリーズ

(4) 使いやすさを追求した高精度機械構造

(5) 高性能省エネルギーhl口 軍源

小型垂直多関節ロボット RV-1 A/RV-2 AJ 

小型ロボットとして 2万台を超える生産実禎を持つ“ム

ーブマスター＂の後継機である。小型軽紐，省スペース、簡

便さの特長を継承しながら，本格的産業用ロボットとして，

高速，高精度化，ネットワーク化など，機能・性能面を強

化した。携幣電話を始め，小型・高密度商品の生産設備二

ーズに対応している。主な特長は次のとおりである。

(1) コンパクトで軽屈なボデイ（本体質量20kg以下）

(2) クラス最小のコントローラ（設置面積A4サイズ）

(3) 省霞力設計（全軸50W以下，消費霞力約200W)

(4) 64ビットCPUによる高速，裔精度，高機能化の実現

(5) CC-Link, Ethernet, 付加軸インタフェースなどの

ネットワーク機能と豊富なオプション

10. 3 計測システム機器 ``/ニニニ髯//ニニニ:/〗：:／ニニ///:／二喜:````／名:

● CC-Link伝送機能付き気中遮断器AE-SSMDU 

低圧配電の主幹遮断器である気中遮断器に計測表示・伝

送機能を搭載したCC-Link伝送機能付きAE-SSMDUを

開発した。この遮断器は，通常の遮断器としての保設特性

に加え，以下の特長を備えSCADA等による霞路の遠隔監

視制御への対応が可能となった。

(1) 各種電気批の計測と表示(I,V, W, Wh, var, varh, 

Hz, PF,高調波などの現在値，デマンド値）

(2) CC-Link伝送による遠隔からの監視，データ収集，

制御が可能で，①遮断器状態(ON/OFF)，各種警報

（プレアラーム，過霊流，遮断等）の監視，②各種計測

値， リレー設定値の収集，③遮断器のON/OFF制御

が可能

0

が

RV-1 A/RV-2AJとロボットコントローラ

///〉誓〉/:〉:/〗:信/ニクジ/:ご亨////

気中遮断器AE-SSMDU (CC-Link付き）
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● CC-Link伝送機能付き電力計測ユニット

“カンタン取付け”“カンタン計測"“カンタン表示”を特

長とした省エネルギー管理支援機器である電力計測ユニッ

トにCC-Link伝送機能品を追加して発売した。

FA系のオープンネットワークであるCC-Linkに接続可

能となり，シーケンサによるエネルギー管理をより簡単に

行うことができる。

電力計測ユニットの主な特長は次のとおりである。

(1) 霞流，遁圧，電力，電力批，漏えい（洩）霞流を計測

(2) 分割形電流センサによって既設盤への後取付けが可能

(3) 表示ユニットの装着によって現場でのモニタが可能

(4) シーケンサネットワークヘの接続が容易
電力計測ユニット

鬱多回路電力計測ユニット EcoMonitor 

省エネルギーニーズの高揚を背景に，エネルギー管理を

スマートにサポートするEcoMonitorを間発した。また，

計測回路にダイレクトに後取り付け可能な専用の分割形電

流センサの定格に400A, 600A定格品を追加し，

更に施工性をアップした。

主な特長は次のとおりである。

(1) 負荷レベルに応じたゲイン切換え機能に

よって高精度計測（電流，電圧，電力，電

力羅）を実現

(2) 多回路計測によってトータルコストメリ

ットを更に追求

(3) 品ぞろえした分割形電流センサによって

簡単取付け可能

(4) 仮設置（可搬形）によるオフラインロギングとネットワ

ーク構築によるオンラインロギングのダブルロギング

機能により，用途に応じたデータ収集が可能

勢

」=＝」-―_―-

＇ 
Eco Monitor 400A分割形電流センサ

●通信機能付き電子式電力量計 ////〉/喜喜喜喜翠////〗/0〗/嘉喜:uf!:i鸞::/〉]翠／夏喜/`///

大規模ビル等における集中検針・電力監視システムの端

末に対応可能な通儒機能付き電子式電力賊計を開発した。

な特長は次のとおりである。

(1) B/NET伝送機能の搭載により，ネットワークシステ

ムの構築を可能にし，配線・施工の容易化や現地調整時と

交換時の計量値の合わせ込みを不要にした。

(2) 70mmに薄型化（従来比40％減）することで，薄型分遣

盤への取付けを可能にした。

(3) 検定付きの電力批計として，単相 3線式，三相 3線式

の30A, 120A, 5 Aをシリーズ化した。

(4) 不揮発性メモリの搭載によって停電時の計賊値を保持

し，電池レスを実現した。
M8S-R形（単相 3線式， 100V,120A) 
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10. 4 基幹機器

●高遮癌容量サーキットプロテクタ CP50-HU形

機械装置を始め半祁体製造装置，通信計測機器，応用機

器などの軍源の開閉や制御回路の過負紺，短絡保設まで幅

広く使用可能な高遮断容鼠サーキットプロテクタCP50

HU形を開発した。各種洵外規格(UL(UR), CSA, CE)も

取得し，高遮断容蘭を必要とする洵外輸出比率の高い機械

装置メーカーのニーズに対応している。

特長は次のとおりである。

(l) 高遮断容：Il:(lOkA)対応

(2) UL (UR), CSA, CEマーキング同時表記(UL1077,

CSA C22.2, IEC60898に準拠）

(3) 取っ手ロック装置取付け可能

●新JIS規格対応高効率安全増防爆形モータ AF-SHR形

国際規格(IEC-79シリーズ）に整合した新JIS防爆規格に

準拠し，さらに近年の省エネルギー霊要にこたえた新形安

全増防爆形モータを発売した。機種範囲は出力0.2~15kW,

極数2, 4, 6極で主な特長は次のとおりである。

(1) 当社従来機種(AF-SER形）と比べ，発生損失を平均

約20％削減した高効率の安全増防爆形モータ

(2) 標準仕様で耐湿処理，熱幣処理相当の絶緑性能を持ち，

軸受の長寿命化（当社従来比で約2.5倍）を実現

(3) l種危険場所（従来は耐圧防爆形が必要）での使用が可

能となり，爆発性雰囲気における使用範囲を拡大

(4) 外被構造の強化により，モータ内への水や粉じん（塵）

の侵入及び風路内への異物の侵人を防止し安全性を向

上

●スーパ一高効率油入変圧器

省エネルギーニーズに対応した業界一の低損失のスーパ

一高効率配電）ll‘illl入変圧器を開発し発売した。

発売機種は単相75~500kVA,三相75~2,000kVAであり，

スーパー高効率袖人変｝王器の主な特長は次のとおりである。

(1) 鉄心に国内最高級グレードの磁区制御けい素鋼幣を採

川して一般品に対し無負荷損，負荷損ともに約60％低

減し，アモルファス合金使用変圧器よりも更に低損失

化を実現

(2) 騒音値を全機種50dB(A)以下とした低騒音設計

(3) 鉄心には現在国内でリサイクルが困難とされているボ
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ロン成分を含んでいないので，従来の変圧器と同等の

リサイクル性を確保し地球環境対策に貢献

CP50-HU形

AF-SHR形

三相1,000kVA,50Hz, 6.6kV/210V 

三菱霊機技報 •Vol.75 ・ No.I ・ 2001 



l l.自 関連機器＠システム
●三菱ドライバーサポートシステム用の車線逸脱警報システム

近年，自動車の安全性と利便性向上をねらったシステム

が盛んに開発されている。このたび“三菱ドライバーサポ

ートシステム＂用に，脇見や居眼りなどドライバーの不注

意によるレーン逸脱防止をねらった“車線逸脱警報システ

ム’'を開発した。

このシステムは，ルームミラー内蔵のビデオカメラから

の前方の白線情報と，車両の運動状況及びドライバーの連

転操作状況からレーン逸脱を判定するものである。逸脱判

定時には，‘‘表示＂と“音”と“ハンドル振動＂によってドラ

イバーに腎報する。同時に“レーン中央へのハンドルトル

ク”を付加することで， ドライバーの適切な修正操舵を促

すものである。

◎Windows CE搭載カーナビゲーションシステム

本格的なカーナビゲーションとしては業界で初めて

Windows CEを搭載したCDカーナビゲーションシステム

を開発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) マイクロソフト社が開発し，組み込み）廿OSとして注

目を集めているWindowsCEを本格的カーナビゲーション

として業界で初めて搭載した。 WindowsCEは， Win-

dows98, Windows NT等のパソコン用OSとのプログラム

互換性とデータ互換性があり，ソフトウェアの開発が容易

になった。これにより，開発期間の短縮，開発コストの軽

減を図り，市場ニーズをタイムリーに取り入れた製品を開

発することができる。また，今後カーナビゲーションが車

のIT化に対応する上でも重要な役割を果たすと期待され

ている。

この製品では， カーナビゲーションの本質の機能“案

内誘尊系，表示系，探索系，検索系”を次のように充実さ

せた。

◎ ETC用 3ピース車載器

ITS雅進の原動力となり得るETC(自動料金収受システ

ム）の本格連用が建設省主導の下で2000年度中にスタート

される予定である。こうした中で，当社においても路車間

通伯システムに必要な車載器の開発を行い，絨産化が完了

した。

特長は次のとおりである。①アンテナを分離し，本体側

の車両設置における自由度向上。②音声を内蔵し，音声ガ

イダンスが可能。これによって走行時の安全性が向上。③

見やすい徴光表示管による表示。①使いやすい押しボタン

によって操作性が向上。⑤信頼性とセキュリティ性の高い

11. 自動車関連機器・システム

ー江戸三鼻逸脱＝＝

ドライバーヘの警幸屈〔レインフオメーション

信贔雪： G三〗［冒

システムの機能

前方距離

二＜車両前方画像＞
右臼線式

＜上面視＞

レーン認識ビデオカメラ

交差点や高速分岐をリアルに再現する“3Dランドマー

ク表示”，行きたい場所まで“ドア toドア＂感覧で案内する

“横付けルート探索＆細街路探索＂，各都道府県別お椎め観

光ルートからお好みで選べる“ドライブガイド探索”， ビル

内の店の情報が分かる“ビルテナント検索”（地区詳細版地

図使用時のみ）を搭載した。

(3) 同時に，高精細 7型ワイドモニタ，カーナビ／TV共

用のリモコンを開発し，視認性と操作性の向上を図った。

"Windows CE""Windows98""Windows NT"は，米国MicrosoftCorp. 

の登録商標である。

Windows CE搭載カーナビゲーションシステム

通信処理。R外部機器との接続可能。

ETC3ピース車載器
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9 MD/CD互換メカニズム搭載カーステレオ

独自のMD/CDターンテーブル切換え機構を採）l]した

MD/CDコンパチブルメカニズムの開発により， 1 DINサ

イズでありながらMDとCDの両方が楽しめるカーステレ

オMC-H700を11{，J発した。

主な特長は次のとおりである。

(1) CD用ターンテーブルがCD再生時にはMDターンテー

ブルの上に移動し， また， MD再生時にはメカ後部に

移動する方式を採用したことで， CDとMDのスピン

ドルモータの共Jl]化を実現し，メカニズム部では業界

最小の外形サイズを逹成

(2) 光ピックアップ及びRFアンプを含めたLSIキットに

MD/CD共川可能な祈デバイスを採用し，省スペー

スと省コストを実現

(3) 高耐振性メカニズムと防振ダンパに加え，ガードメモ

リ方式の採用(16MビットメモリでCDlO秒， MD50秒

R小型車用電動パワーステアリングシステム

近年，省資源化とモジュール化の要求に対応してilll圧パ

ワーステアリングから電動パワーステアリングに移行しつ

つあるが，小型車へ適用が拡大されるにつれてサイズ，騒

音， EMC，制御性が重要な課題となりつつある。

当社は， これに対し，小型車用モータ／ECUの新シリ

ーズを開発した。

(1) V, Z, Rシリーズ高出カサイレントモータ

当社特有のSSCW(Super Silent Circuit Winding)の採用

により，大電流使用条件下でもモータ作動音を大幅に低下

させ45~80Aのシリーズを設定した。

(2) MIPシリーズECU(Electronic Control Unit) 

放熱性向上パワ一部，高密度実装制御部，コネクタ一体

モールドケースの採用により，従来比70％サイズの小型車

●自動車用CV1（無段変速機）制御シ人テム

三菱自動車工業（株）と共同1開発したGDI-CVT制御システ

ムがランサーセデイアに搭載され発売された。

このシステムでは，フラッシュマイコンを内蔵した高機

能RISCマイコンでエンジン制御と変速機制御を共通のマ

イコンで統括して制御し，卓越した燃費と動力性能の両立

を実現した制御システムを確立できた。

主な特長は次のとおりである。

(1) GDIエンジンの正確なトルクに晶づいたCVTilll圧制

御することで，ベルトの庶掠損失低減やiIII圧負荷低減がで

き，燃料と動力性能を両立することができた。

(2) CVTを採川することで， GDIエンジンの持つ低回転

域での優れだ燃料消費率特性を有効に活用できた。

(3) CVTはもともと変速ショックがないため， ダンパク
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データ保持）で，音飛びの可能性を極限まで低下

(,1) 3ビーム）j式の光ピックアップ採用とサーボシステム

の最適化設計により，特にCD-R,CD-RWデイスク

に対する説み収り性能を向上

(5) 滋匠パネルには高級感漂うヘアライン調アルミプレー

トを採用し， インダッシュスペースをおしゃれ（洒落）

に演出

(6) MDタイトル／CD-TEXT情報の表示が可能

(7) DVDナビゲーションシステムに対応したRCAタイプ

の外部音声入力端子を装備

MD/CD互換メカニズム搭載カーステレオ

用の軽屈・小型ECUを1}fl発した。

主な特長としては，①40-80Aまで同一構造，②LW~

FM幣にわたり CISPR適合のEMC特性，③新制御アルゴリ

ズムの尊入，である。

このシステムは今後更なる小型化，低騒音化，通侶機能

拡充，コスト削減を行い，コストバフォーマンスを更に充

実する予定である。

小型車用モータ， ECU

ラッチの直結領域を広げることができ，エンジンの燃料カ

ット領域を拡大でき，燃費の向上ができた。

プライマリ
回転センサ

CVT 

セカンダリ
回転センサ

タービン回転センサ

CVT制御システム図

セレクタ
レI\'— 

汽
アクセラレータ
ペダル

汽
ブレーキ
ペダル

三菱電機技報 •Vol.75 ・ No.l ・ 2001 



●第七世代(7G)オルタネータ /////喜///:/富///////:///:://///喜;%%~信；

自動車用発霞機（オルタネータ）に対する市場要求は，小

型軽量・高出力化，低騒音化が常に要求されている。

このたび，市場要求に対応した第七恨代(7G)オルタネ

ータの開発が完了し，生産を開始したので紹介する。

技術要素として，固定子の高密度巻線化，磁気回路抵抗

の低減，軍子部品の冷却構造の見直しと薄肉冷却フィン化，

ブラケットの通風窓形状の改良による冷却・通風性の向上

により，従来の機種に対し15％の高出力化， 4％の高効

率化， 2dB(A)の低騒音化が実現され，同一出力時では，

7％の高効率， 5dB(A)の低騒音化の製品が実現できた。

なお，車両質最10kgの軽最化は 2（車両で1.5％の燃費

向上となるが，発電効率10％向上で同等の効呆が得られる。

◎エアバッグ用メカ式Gセンサ

エアバッグシステムには， フェールセーフ用のGセンサ

としてメカ式又はリードスイッチ式のものが搭載されてい

る。当社では独自の構造を持つメカ式Gセンサを開発し羅

産しており，その主な特長は次のとおりである。

(1) 独自構造：ピストン型のバネマス方式でマスと接触子

を一休化したシンプルな構造

(2) 大電流容最：リードスイッチ式の 2倍以上

(3) 高信頼性：他軸成分の影評を少なくし安定作動

このセンサは1996年から最産を開始し，＇ 98年からは単品

出荷も始め， 2000年には月産20万個以上の規模となってお

り，今後も増産の見込みである。また，このセンサを防水

コネクタ一体型にしたフロントGセンサを'99年に最産化

した。

7Gオルタネータ

エアバッグ用メカ式Gセンサ

●パワートレイン系製品の統合設計アプローチ //::/〗////////::/〗/／0二ニ////〉/

近年，様々な業界で 3D-CADの適用が広がる中

で，開発効率向上と客先対応の迅速化を目的とし

て， 自動車のパワートレイン系製品の製品開発に

適用を開始している。

製品を 3Dモデルで計画を行うことで，以下の効

果を得ることができた。

(1) 開発初期から設計—製造間の意思疎通の向上が

図られ，より多くの意見の反映が可能

(2) 3 Dモデルからの図面化による業務効率の向上

(3) 解析を行う際のモデリング時間の短縮

(4) 情報の共有化で試作工程が円滑化され，時間

短縮に寄与

以上の点を踏まえ，今後は更にこの 3Dモデルの

情報の利用を検討し，更なる開発効率の向上を目

指す。

11. 自動車関連機器・システム

製造部門との
意思疎通活性化

畢
開発効率の向上

CSの向上

30製品計画

図面への利用

解析への利用
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12. 1 メモリ

●フラッシュメモリ／SRAM搭載の三層構造超小型MCP

メモリチップを三層に栢層アセンブリし，超小堕であり

ながら，より一層の大容屈化を実現するメモリ製品として

Triple S-~1MCP(Triple Stacked-micro Multi Chip Pack-

age)を開発した。

これはフラッシュメモリとSRAMチップを極めて薄く

加丁 l.K去;-:s.105mm x 108mmのS-μMCPに3チップl寸人

したもので，様々な容屎のメモリチップの組合せが可能で

あるため，メモリ容培に関する顧客の種々の要求に対して

柔軟に対応することができる。 1＇,沿さは従米品と li,J• の

1.2mmを達成し，ピン配附も上位li換性を保っているため

S-,uMCPからのiti:き換えが容易である。

32Mフラッシュと 4MSRAM 2チップでの製品化を完了

し，今後はより）＜容鼠なものに収り糾んでいく。

従来型S-μMCP構造
(2チップ内蔵）

上面図

Triple s-,tMCP構造
(3チップ内蔵）

上面図

(52ピンTSOP)
10円mmxlORmm 

Triple S-μMCP構造（従来品との比較）

e DOR SDRAM DIMMシリーズ

ハイエンドサーバやワークステーション，パソコン等の

情報機器の高性能化に伴い，メインメモリとして使用され

るDRAMモジュールに対しても更なる大容屈化・高速化

が要求されている。この製品は， 0.18μmのデザインルー

ルを用いた128/256MビットDDR(Double Data Rate) 

SDRAMを搭載し，最大 lGバイトの大容賊を実現した。

また，高速メモリ規格であるDDR200, DDR266に対応可

能な最高データ転送レート2」Gバイト師秒を実現している。

JEDEC標準の184ピンDIMMを採用し，霞源軍I王2.5V化と

ともに，高速小振幅インタフェースであるSSTL-2規格

に対応している。

512Mバイト DORSDRAM DIMM 

◎第一世代256MビットSDR/¥M

高性能・高1詞頼性の0.18μmCMOSプロセス技術を採JIl

した第一懺代256MビットSDRAM"M2V56S20TP"シリー

ズ(20: X 4, 30 : X 8, 40 : X 16)を開発し， ｝—it産化し

た。この製品の主なJ廿途は，メモリの高速化・大容{it化が

進むサーバ，ワークステーション及びネットワーク等の一

般産業機器であり，次枇代DRAMのメインストリームと

なる製品である。

この製品は，先端のプロセス・回路設計技術によって

X 4品で平均動作軍流が133MHzにおいて90mA以下とい

う低消費霞力化及び高速化を実現した。最大動作周波数は

CASレイテンシが3のときには133MHz(PC133 3 -3 -3 

対応）， CASレイテンシが2のときには100MHz(PClOO 

2 -2 -2対応）であり，今後主流となるPC133に十分に対

応できる。

第一世代256MビットSDRAMチップ写真
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12. 2 ASIC 

●レンズ一体型カラー人工網膜LSI M64270G/M64271 Y 

M64270Gは， 7)］圃索のカラー人］／今．網膜LSIをレンズ付

きパッケージに封入した製品である。人ロ［網膜LSIにホワ

イトバランスや y補正等のカラーイ言号処理回路とA D変

換悩が内蔵されているため， 1チップカメラとして動作す

る。小塵(0.9cc)で低消費軍力(35mW)なので， PDC等の

批幣機器川カメラに最適である。

M64271Yは， 10万画素のカラ一人工網膜LSIとカラー

号処理ASICの2チップをレンズ付きパッケージに封入し

た製品である。自動砺光，ホワイトバランス， YUV変換

等の機能を備え，高圃質・低消骰霞力 (50mW)，小型化

(0. 7 cc)を実現しており，動圃伝送を可能にする W -

●業界初，定格接合温度150℃を実現したトライアック

家泣， OA機器，霞源，照明機器を始めその他一般交流

制御川として様々な分野で広く使）ilされているトライアッ

クの定格接合温度を125℃から150℃へ上げることにより，

トライアックは非常に使いやすいデバイスに生まれ変わっ

た。これは，三菱トライアックの①プレーナ構造採用によ

るオフ虚流の減少，②アセンブリ材料の高温度高1言頓性の

実現によるものである。これにより，①設計マージンを考

胞しても他部品（パワーMOSFET, ダイオード等）と同様

に広い温度範間で使用可能，②放熱設計が容易となり放熱

フィンの小型化・フィンレス化を実現でき，選択肢も広が

る。今回の対象は， 3 A-30A, 400V-600Vであるが，

高耐圧品の適）l]も計画I―ードである。

CDMA次世代携骨『機器）IJカメラとして最適である。

M64270G/M64271 Y 

150℃保証トライアックの外観

SOI技術による無線通信用途向け高周波・低電圧動作低雑音増幅器

携俯無線通信）llLSIを実現するための回路技術として，

低消費軍力化やRF(Radio Frequency)部のCMOSベース

バンドLSIへの 1チップ化等が強く要求されている。この

チップは0.35μmSOI CMOS (Silicon On Insulator CMOS) 

技術を用いて間発した1.9GHz幣の低雑音増幅器である。

回路にはSOICMOSの特長を生かしたアクティブにトラン

ジスタのバックゲートを制御する回路技術を採用し，霊源

軍圧 lV以下でも良好な特性を実現したc 軍源電圧 1V, 

消骰氾流 5mAで利得7.0dB,雑音指数3.6dBである。今後

は，この試作チップを応）1]し，集栢度の低いRF僻LSIの間

発を行う予定である。

12.半麻体と虚子デバイス

1.9GHz帯低雑音増幅器
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12. 3 マイコン

●大容量ROM内蔵32ビットマイコン M32R/E, M32121FCWG, M32121MC-XXXWG 

デイジタルビデオカメラ等の高性能・高機能・小塵化が

要求されるディジタル↑i's報家軍のシステム制御｝IJデータ

処雌川コアデバイスとして最適な32ビットマイコンである。

フラッシュメモリ内蔵版とマスクROM内蔵版があり，共

に512Kバイトの大容：化を実現している。盟富な周辺機能

の内蔵とCSPパッケージによってシステムの小朋化に貢献

する。

な特長は，①大容：［しかつ高速翡換えの内蔵フラッシュ

メモリ，②OSDコントローラ，マルチマスタI℃バスI/F

等の位i機能周辺回路内蔵，③90mW(@2V, 20MHz)の低

、消費遁力， フラッシュ翡き込み／泊去が単—-2.5V で実現，

④13mm角261ピンFBGAパッケージ，である。 M32121FCWG 

●ブートローダ機能内蔵16ビットマイコン M16C/80 ROM外付け版

外付けフラッシュメモリをオンボードで苫き換えること

ができるブートローダ機能を内蔵したMl6C/80ROM外

付け版を開発した。

ブートローダ機能とは，シリアルライタ又はパソコンと

シリアル通倍を行い，外付けフラッシュメモリの書換えプ

ログラムを内蔵RAMに転送し実行する機能である。

このブートローダ機能を使用することで外付けフラッシ

ュメモリを基板に実装したまま苫換えができるため，書換

えのたびにフラッシュメモリを取り外す必要がなく，基板

上にフラッシュメモリ用のソケットを実装する必要もなく

なる。

ブートローダ機能内蔵16ビットマイコン M30802SGP-BL

● Low Speed USB機能内蔵8ビットマイコン 7534グループ

7534グループは， USB(Universal Serial Bus)仕様バー

ジョン1.1に準拠したLowSpeed USB機能内蔵8ビットマ

イコンである。現在批産1：ドの7532/7536グループと互換性

を保ち， USB機能をバージョンアップした。

特長は以下のとおりである。

（］） 周辺機能に 8ビットタイマと10ビットA-D変換器を

内蔵しており，パソコン周辺入力機器に最適である。

(2) 7mm角のパッケージタイプを屑意したので，小型機

器にも使用できる。

製品ラインアップとしてM37534M4-xx x FP /GP 
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7534グループのチップ外観
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12. 4 パワーデバイス

◎第四世代プレーナ構造IGBTを搭載した3.7kWクラスインバータ対応1PM

PM50CTJ060 (-3)は，従来の30AのIPM(Intelligent 

Power Module)と同じパッケージに50Aの第四l!t代IGBT

を搭載したことにより，パッケージ及びマルチエアコンll]

インバータ対応の50AのIPMとして業界最小を実現し， シ

ステムの小型化に貢献できる。

中な特長は次のレおりである。

(1) 軍流／電圧定格： 50A/600V

(2) 第四1仕代プレーナ構造IGBTを搭載することによって

更なる損失低減が実現

(3) 保護機能は従来のIPM(CTM/CT]シリーズ）と同じ

であり，過霞流，短絡，過熱及び制御‘，=じ源霞圧低下の

検知・ 1呆護・エラー1詞号出力機能l)、J蔵(N側のみ）

家電インバータ用25ADIP-IPM PS21246-E 

当社は他社に先駆けてトランスファモールドタイプのパ

ワーモジュール(DIP-IPM)を製品化しインバータ家軍市

場に投入したが，容批の大きな領域，特にエアコンの

5.0kW以上とマルチェアコンの市楊にも対応するため

25A/600VのDIP-IPM (PS21246-E)を製品化した。

主な特長は次のとおりである。

(1) 電流／電圧定格： 25A/600V

(2) 第四懺代プレーナ構造IGBTを搭載することによって

損失を低減

(3) 従来の15A,20Aと同一パッケージにおいて25A品を

製品化

(4) 駆動・保設回路内蔵

P側：駆動回路，高圧レベルシフト回路，駆動軍源

異常保設回路

ti S-DASHシリーズ1PM

汎用インバータ／ACサーボなどのモータ制御装悩，

UPS（無停電電源装置）などの軍源装骰に使用するパワー

モジュールの高性能化に対応するため，第四1仕代インテリ

ジェントパワーモジュール“S-DASHシリーズIPM"を製

品化した。

このS-DASHシリーズの特長は次のとおりである。

(1) 第四憔代IGBTチップを採川して，低胞和軍圧＝定常

損失を低減

(2) 業界標準の当社第三枇代IPMとパッケージ互換性あり

(3) 霊流定格ごとに 4種類，叶40機種をラインアップ

(4) ゲート駆動回路と各種保設回路を内蔵

12.半尊体と褐子デバイス

応用分野はパッケージ／マルチェアコンである。

PMSOCT J060-3 

N側：駆動回路，駆動電源異常保設回路，短絡保護

回路（外部シャント抵抗）， Fo出力回路

PS21246-E 

S-DASHシリーズ1PM
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●電流形インバータ用SGCTサイリスタシリーズ

直流形インバータに最適なSGCT(Symmetrical Gate 

Commutated Turn -off)サイリスタ・逆阻止GCTサイリス

タを開発し， 800A及び1.500A/6.5kVSGCTを製1品化した。

這流形インバータは， iじ圧形インバータに比べ，ダイオ

ードが不要のため使J一廿素子数が低減でき，モータヘのスト

レスが小さい，大きな短絡虚流が流れない等のメリットが

ある。

SGCTサイリスタは，①諮積時l-lil及びスナバコンデンサ

容址を従来適川されていたGTOに比べ10分の 1に低減，

②順逆とも6.5kV耐圧を保有，③リカバリー損失を従来比

40％低減できる特長を持っている。今後更にシリーズ化を

行い， iじ流形インバータ応用への最適素子として允実化を

図っていくf定である。

800A/6.5kV SGCTサイリスタ

12. 5 光。マイクロ波デバイス

● 10ギガビット／秒直接変調半導体レーザ

次枇代インターネットのバックボーンとなる光通1言網に

適用できる高速直接変調半導体レーザを聞発した。

今回開発した半尊休レーザでは，サブミクロンオーダー

の写真製版技術を適用して発光部活性層と並列に存在する

寄生容祉部分を従来の約20％に削減し， 10ギガビット／秒

の高速動作を実現した。また，発光部活性｝付を高温動作璽

視の設計とし， 70℃の高温でも12GHzと高い緩手ll振動周波

数（応答速度の指標の一つ）を得た。これにより，霞子冷却

器を省いた小型・小氾力型の光源モジュールが実現できる。

さらに，単一波長性に優れた入／ 4シフト回析格子構造を

採用することで， 0 ～70℃の広い温度範間で20km以上の

伝送ができるめどを得た。

半導体レーザチップ

16倍速CD-R/RW対応高出力半導体レーザ ML6XX31/ML6XX33シリーズ

CD-R/RW装岡の記録速度高速化に伴い，光源である

半尊休レーザの，将出力化が求められている。現在 8倍速対

応製品としてML6XX24シリーズを鼠産i:j:1であるが，新た

に16倍速以上に対応したMLxx 31及びML6xx 33シリー

ズを開発した。高光出力時の共振器端面破壊(Catastroph・

ic Optical Mirror Damage : COMD)防止に有効な端而窓

構造の採用とともに活性陪構造の最適化を行い，高出力動

作時における高倍頼性動作を実現した。

主な特性は次のとおりである。

(1) 発振波長（典塵値）： 785nm

(2) 定格光出力（パルス） ：ML6 xx 31: 140mW, 

ML6xx33: 160mW 

(3) 最大動作保証温炭： 70℃

レーザ
ビーム

ML6X X3l /ML6X X33 
（窓構造）

200ト

CW, 25℃¥ 
弓
へ 150'

£1COMD 

E 

D

o

 

0

5

 

．
 只
丑
栄 ／ 

素子構造

D 50 100 150 200 250 
動作電流(mA)

光出カー電流特性

ML 6 XX3/ML 6 XX3シリーズ素子構造及び光出カー電流特性
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◎ W-CDMA端末用高効率電力増幅器モジュール

携骨耀話では戯にデータ通信サービスや洵外とのローミ

ングサービスが始まっているが，更なるサービスの拡充に

向けて次Ilt代の携俯湿話システムの間発が巡められている。

この一つとして，まず国内ではW-CDMA(vVideband 

Code Division Multiple Access)伝送方式を使Jl]したサー

ビスが2001年から始まる予定である。

開発したFA01391は， W-CDMA方式の携俯軍話端末

に使用する送儒用霞力増輻器であり，這源‘［じ圧3.5V, 微小

爾力出）Jllかの虚流SOmA, 最大Il}）J'「じ）J445mW(26.5dBm) 

時の効率42%（慮流304mA)，容積0.08cc(7 mm  x 7 mm  x 

1.7mm)の特性を持つGaAs-HEMT (High Electron Mobili-

ty Transistor)超小型モジュールである。

轡 LMDS用30GHz帯， lWクラスMMIC MGFC5H3001 

インターネットの爆発的な拡大に伴い，従来はインフラ

系の通倍に川いられていたマイクロ波通儒技術をその大容

量通侶への対応性や設i性の容易性をメリットにSOHO

(Small Office, Home Office)等へ展閲するLMDS(Local

Multi -point Distribution Service)と言われる新しいサー

ビスが計圃されている。

これに対応するため， DBS(Direct Broadcasting Sa tel-

lite)用の低雑音HEMTで培った技術をベースにモノリシ

ック化し， 5V動作で30GHz幣 lWクラスのMMIC

"MGFC5日3001”を開発した。

12. 6 基板

鬱高精細ハロゲンフリービルドアップ基板

機器の小型軽賢化に伴って半導体や基板など部品の小隈

薄型化が進む中，近年それに加えて，環樟負冊低減化の気

迎が急速に高まってきた。一般に，基板材料の難燃剤には

臭素， ソルダレジストの顔料には塩素が含有されており，

廃業後焼却する際のダイオキシン類似物質の発生が報告さ

れている。当社は，それらの要求にこたえ，かつ実装面を

も考磁した高精細ハロゲンフリーレーザビルドアップ基板

MELBUS-L (HF)を開発した。

MELBUS-L (HF)は，全絶縁層にハロゲン化合物を排

除したガラスクロス入り基材を用い，鉛レスはんだ実装に

も対応できる高Tgf士様とした。

用途は， DVCDSC,携骨杓じ話，パソコン等である。

12.半尊体と霞子デバイス

項 I•I 

最小レーザVIA径

FA01391の外観

MGFC5H3001 

MELBUS-L(HF)の仕様

|MELBus-L(HF) | 

最小レーザVIAランド径 I
最小パターン 111闊

lOO(μm) 

2SO(μm) 

75(μm) 

75(μml ターン

最大1直l-．げI,；9,i数
ソルダレジスト色

ガラス転移温度(Tg)

片側 2/1¥’}ずつ

Ili 

140-160℃ 

MELBUS-L 
lOO(μm) 

250(μm) 

75 

75冒

片側2I,；かずつ

緑

120-130℃ 
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社外技術表彰一覧表

1999年11月～2000年10月受買分

受伐順に掲載

鬱社）発明協会

平成11年度九州地方発明表彰 発明奨励賞

「虚解手段利用樹脂封止型ICのバリ取り方法」

半邪休生産・技術統括部 ・・・・・・・・・・・・・・•加藤 直， 山本健司

平成11年度中部地方発明表彰 岐阜県知事賞

「熱エネルギー回収形換気装骰」

中津）II製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..内藤 孝， 南 牧安

関西支社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..安藤侶之

平成11年度中部地方発明表彰 発明奨励賞

「レーザ｝JIl工技術」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・久保 学， 渡辺浩子

「ワイヤ放電｝Jl]工技術J

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・真柄卓司， 山田 久

R（財）電気科学技術奨励会

第47回電気科学技術奨励賞 オーム技術賞

「光ファイバ放射線モニタの研究開発」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡 撒

霞カ・産業システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•津高良和

昧原子力安全システム研究所 中村裕明氏との共同受買

＠兵庫県

平成11年度兵庫県 技能顕功賞

系統変電・交通システム事業所 ……山口徳男，大西孝夫，

寺澤福夫，松下党治，

橋本孝幸，伊藤清彦，

松本憲二，杢守純

R（社）発明協会

平成11年度近畿地方発明表彰 兵庫県支部長賞

「内燃機関の燃料制御装置」

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..菅野佳明

平成11年度近畿地方発明表彰 発明奨励賞

「転流式新遮断技術」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...1曽田 茂， 岡戸弘行，

垣添正拇，佐古祐嗣

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....森貞次郎

三菱軍機エンジニアリング（樹 岡戸弘行氏との共同受買

噌闇半禅体装置

システムLSI事業化拙進センター……近藤睛房，中屋雅夫

「埋め込み回折格子を有する半尊体レーザ」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..阿部雄次， 大塚健一，

杉本栂司

生産技術センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....松井輝仁

「数値制御装置の指令値生成技術」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・丸山寿一

「3レベルGTOインバータ」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡山秀夫

軍カ・産業システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・下村弥寿仁

「ヽill!入霞気機器」

系統変霞・交通システム事業所 ……藤原利彦，森津一樹
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関西支社・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..消水澄

「カラー陰極線管用インライン形霞子銃」

映像表示デバイス製作所 …………•••山根久和，石田津雄

「白バランス調整装置J

映像情報開発センター ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...杉iilit専明

「2点直列アークを利用した限流技術」

受配霞システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•小林義昭

先端技術総合研究所 ・••…•…......…••高橋貢，三橋孝夫

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山県伸二

「冷却装骰」

冷熱システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山下哲也

三菱霞機エンジニアリング（株I 堀内勝徳氏との共同受買

「液晶表示板笠の照明技術」

移動通信統括事業部 …·…..……•....•犬伏俊也，吉田重之

R兵庫県

平成11年度兵庫県 青年優秀技能者表彰

系統変電・交通システム事業所 ……荒川勝拇，大塚靖則，

白浜消人，谷岡 誠

◎人工知能学会

ベストプレゼンテーション賞

「建設副産物リサイクル支援システム」

先端技術総合研究所 ・..…•…••.....…•秋吉政徳，阿部一裕

東京軍力（梱小野貴久氏，椋 良治氏との共同受質

R通商産業省資源エネルギー庁

平成11年度エネルギー管理優良工場表彰

熱部門 関東通商産業局長賞

「燃料等の熱エネルギー使用合理化」

静岡製作所

●（財）省エネルギーセンター

平成11年度省エネルギー優秀事例発表全国大会

資源エネルギー庁長官賞

「コージェネレーションシステムの熱動カカスケード活用に

よる省エネルギー」

静岡製作所

平成11年度第10回 21世紀型省エネルギー機器・システム

表彰

省Tネルギーセンター会長賞

「空冷・ 2管式冷暖同時シテイマルチR2新冷媒シリーズJ

冷熱システム製作所

平成11年度省エネルギー優秀事例全国大会

近畿通商産業局長表彰

「廃熱の有効複合利用」

冷熱システム製作所

●（社）日本機械工業連合会

第20回優秀省エネルギー機器表彰

「省エネ型誘導慮動機（スーパーラインエコシリーズ）」

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...田中輝穂， 立見廣光，

吉野裕

R（財）大河内記念会

第46回大河内記念技術賞

「人工網膜LSIの開発と絨産化」

半祁体事業本部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....長澤紘一

システムLSI事業統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・久間和生
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半尊体生産・技術統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・中）II興一

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・有馬 裕

福菱セミコンエンジニアリング(:/43 中川 治氏との共同受伐

●（社）情報処理学会

第59回全国大会優秀賞

「肝細胞画像を用いた細胞核の位附と形状の抽出」

先端技術総合研究所 ••…•…....…..…牧田淳子，高橋正儒

●SAPジャパン（株）

SAP AWARD OF EXCELLENCE 2000 

三菱霊機（株）

◎（社）日本原子力学会

第32回日本原子力学会賞 奨励嘗

シンチレーションファイバを用いた光ファイバ放射線モニ

タの開発と適用」

産業システム研究所 ..........・・・・・...岡 徹，宇佐美照夫，

犬島浩，西沢拇志，

西浦泡ー

霞カ・産業システム事業所 ………早川利文，津高良和，

藤原t惑次

昧原子力安全システム研究所 中村裕明氏との共同受買

●（社）電気学会

優秀論文発表賞

「真空ギャップ放軍の短時間V-t特注」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•佐藤伸治， 小山健一，

藤井治久

「ユーザの選択履歴を用いた適応的感性検索方式」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•市田良夫

平成11年度電カ・エネルギ一部門大会

優秀論文発表賞

「Q-TBC(QTie-line Bias Control)方式による自律分散型軍

圧・無効電力制御の発表」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・谷本昌彦

eor.Jim Gray(Sort Benchmark) 

Datamation 

「DIAPRISMHardware Sorter」

情報通信システム開発センター …東 辰輔，佐久間孝夫，

安藤隆朗，白井健治

情報システム製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・武尾哲也

●科学技術庁

第41回創意工夫功労者表彰 科学技術庁長官賞

「半導体ウェーハチップ製造装置の改善」

J 9ワーデバイス事業統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•上平秋男

第59回注目発明

「霞圧源型軍力変換装置」

産業システム研究所 …..…•…..…•..•玉井伸三，中村文則，

赤松昌彦

電カ・産業システム事業所 ………村上昇太郎，有塚智彦，

朝枝健明

●（社）日本電機工業会

第49回電機工業技術功績者表彰 発達賞

「大容最ランドリー除湿機の開発」

住環境研究開発センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•吉橋 淳

群馬製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..榊 雅也

「保守作業のヒューマンエラーを考慮した盤設計評価システム」

産業システム研究所 …………………巾川隆志，松尾聡子

「高速遮断器の間発，製品化とその応用」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岸田行盛

三菱軍機エンジニアリング松 森藤英二氏との共同受買

奨励賞

「汎）廿ネットワーク上における構築可能なリアルタイム制御

通侶システムのI開発」
軍カ・産業システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•矢口幸男

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..水沼一郎

「FOじNDATIONフィールドバス適用排水処理用凝集剤自動

投入システムの聞発」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•平井敬秀

受配虚システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・..•大西宏明， 水沼一郎

遁カ・産業システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•矢口幸男

発達賞

「新縮小形 300/240kVGISの開発」

系統変霞・交通システム事業所 ……後藤明彦，中嶋敦哉

◎京都府商工部

第44回京都府発明功労者表彰 奨励賞

「機能性フィルム付陰極線管」

映像表示デバイス製作所 ……………藤井 優，滝沢智紀，

前田美佳子

R日刊工業新聞社

日本産業技術大賞 審査員特別賞

「大型光学赤外線望遠鏡（すばる望遠鏡）を実現した

主要産業技術」

三菱霞機（オ伯

●（社）発明協会支部

平成12年度兵庫県発明賞

「内燃機関の燃料制御装置」

姫路製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..菅野佳明

R（社）電気学会

第56回電気学術振興賞 進歩賞

「知識獲得機能を備えた知識型計画方式の開発と乗務員運用

計画への適用」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・片岡健司

大阪大学 一階良知氏，肱田憲久氏との共同受貨

電カ・エネルギ一部門大会 優秀論文発表賞

「高圧限流遮断システムの間9瓦

先端技術総合研究所 …………………高橋知恵，征尾t惑之，
岸田行盛，小山健一

働財）レーザ学会

第20回年次大会 優秀論文発表賞

「GIFiber Beam -Shaping Technique for High Power Laser 

Diode Bars」

先端技術総合研究所……………LalitB.Sharma,竹中祐司，

古田啓介，小島哲夫

R第24回レーザー研究業績・奨励賞表彰 進歩嘗

「全固休高出カレーザー」

先端技術総合研究所 …....…•…••..…小島哲夫，今野 迎，

藤川周一，安井公治，

吉澤憲治

大阪大学森勇介氏，佐々木孝友氏，田中光弘氏，岡田

幸勝氏との共同受買

●（社）四国電気協会

平成11年度発明・考案特別功績者

四国電気協会会長表彰

105 



「新型コントロールセンタの開発」

受配軍システム事業所 ・·…•..…·……林和史，宮内俊彦

●日本画像学会

研究奨励賞

「集束超音波法によるミスト噴射を用いた多階調インクジェ

ット記録」

先端技術総合研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..福本 宏

R（財）コニカ画像科学振興財団

コニカ画像技術振興賞

「インクミストによる多階調記録技術」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..福本 宏

R（社）発明協会

平成12年度全国発明表彰 恩腸発明賞

「大型光学望遠鏡の鋭支持システムの発明」

通侶機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...•伊藤 昇， 宮脇啓造，

三神泉

三菱寛機昨取締役社長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・谷ロ一郎

⑱エネルギー・資源学会

第13回技術賞

「高効率・高濃度オゾン発生器の開発」

先端技術総合研究所 …••..…..………葛本昌樹，八木重典，

和田昇，太田幸治

雷カ・産業システム事業所 ………田畑要一郎，塩野 悟

R（社）日本電設工業協会

2000年電設工業展製品コンクール 通産大臣賞

「三菱電力計測ユニット EcoMonitor」

三菱霊機（株

●計測自動制御学会

技術賞

「大型光学赤外線望遠鏡「すばる」の基本システム完成」

先端技術総合研究所 ・・·…...…•…..…田畑真穀，古藤栢，

堀内弥

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡本健一

通倍機製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...清水岳男， 伊藤 昇，

三神泉，宮脇啓造

O（社）電気学会
平成11年度優秀論文発表賞

「交流スイッチを備えたトランスレス無効霞力直列補憤装置」

産業システム研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..岡山秀夫

●日本医用画像工学会

論文賞

「胸部X線画像における肺腫荊陰影の検出」
先端技術総合研究所・・・....................................澤田 晃

大阪大学 佐藤嘉伸氏，田村進一氏，大阪府立成人病セン

ター 木戸尚治氏との共同受買

●（社）日本ロボット学会

実用化技術嘗

「閉リンク方式による小型精密ロボットの開発」

産業システム研究所 ・…•..….....…..•松山二郎，前） 1|消石

名古屋製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•藤田正弘， 小林智之，

佐田尾圭輔

106 

◎（社）日本ロジスティクスシステム協会

2000年度ロジスティクス大賞

「“お客様により近い工場＂を目指したロジスティクス改革」

冷熱システム製作所

•R&D Magazine 
2000 R&D 100 Awards 

「HighDensity Ozone Generator」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・葛本昌樹， 八木重典，

和田昇，太田幸治，

鐘ケ江裕三

虚カ・産業システム事業所 ・・・・・・・..田畑要一郎，臼井 明

「SemiconductorDevice's Manufacturing Process and 

Material」

ULSI技術開発センタ ．．．．．．．．．．，．．．，．．．．．．．．．，．．．．．．，•石橋健夫

先端技術総合研究所 ・．．．．，．．．．．．．．．......盟島利之，保田直紀

菱遣セミコンダクタシステムエンジニアリング（株） 田中幹

宏氏，片山圭ー氏との共同受買

「M69897VP/M69899VP:1.SV 2.5Gb/s 16: 1 Multiplexer 

/ 1 : 16 Demultiplexer on SOI/CMOS」

システムLSI事業化推進センター………益子耕一郎，上田公大

ULSI技術開発センター …••・・・・・・・・·…•前） 1|繁澄， 山口泰男，

一法師隆志

情報技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..久保和夫

◎（社）日本金属学会

技術開発賞

「CSD(Citric Spray Drying)法によるリチウムイオンニ次電

池用正極活物質の開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•前） II 武之， 野崎 歩，

宮下章志，内川英興

R（社）発明協会

平成12年度中国地方発明表彰発明奨励賞

「砥子式指示計器」

福山製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..横田 玲

中部支社・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山崎清熊

三菱電機エンジニアリング（株水原拇久氏，橋本正氏と

の共同受買

平成12年度関東地方発明表彰 発明奨励賞

「空調機器のネットワーク制御技術」

住環境研究開発センター・・．．．．．．．．．•・ ・ ・ ·........• ・ ・ ・・・・・•樋熊利康

三菱電機セミコンダクタシステム（株） 江l埼光信氏との共同

受買

●環境システム計測制御学会

奨励論文賞

「有機高分子検知膜を用いた水晶振動子式高感度袖臭センサ

ーの開発」

先端技術総合研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・..•上山智嗣， l廣辻淳二

爾カ・産業システム事業所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•土方健司

●（財）日本産業デザイン振興会

グッドデザイン賞

「P-MPftfiJ廿CPE」

デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・岩本秀人

「液晶ディスプレイ」

デザイン研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..山名新二， Kevin Ahn 

「省スペース形エスカレーター」

三菱褐機（株

三菱電機技報 •Vol.75 ・ No.1 ・ 2001 



「携喘霞話機 NTTドコモD502iHYPER」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..林 秀紀， 山口貴弘

昧NTTドコモとの共同受買

咽闘耀話機 NTTドコモD209iHYPER」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....荒井栂文， 山口賞弘

昨NTTドコモとの共同受牧

「携幣‘9じ話機 D208iHYPER」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...山口質弘， 小田哲也

昧NTTドコモとの共同受伐

「オ！桝i『'iじ詞i]ーフォン J-D03」
デザイン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・•宮原直志， 林 秀紀

「ドコモ向け監視制御室」

デザイン研究所 ・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．...............・・・..富長智徳

味NTTドコモ北悔道との共同受買

グッドデザイン賞 特別賞金賞

「文部省国立天文台ハワイ観測所「すばる」大型光学赤外線望

辿鏡」

三菱虚機（林）

国立天文台との共同受買

グッドデザイン賞

「汎用インバータ」

三菱軍機味

昧デザインオペレーション21 鈴木政勝氏との共同受貨

「ワイヤ放電加工機」

三菱霞機（株）

（株）デザインオペレーション21 三宅高徳氏との共同受買

「オーブンレンジ」

三菱虚機（株）

昧デザインオペレーション21 桜井芳男氏，上村公実氏，

椛島山青氏との共同受買

「3ドア冷蔵）ili」

三菱霊機（掬

昨デザインオペレーション21 樋口直人氏，山田 亘氏，

澤井彩氏との共同受買

「除湿機」

三菱電機（株

（株）デザインオペレーション21 菊田俊成氏との共同受買

「温水ルームヒーター」

三菱霞機（株）

味デザインオペレーション21 菊田俊成氏との共同受買

「ルームエアーコンディショナー」

三菱虚機(tぬ

（株Iデザインオペレーション21 西口隆行氏との共同受質

「屋根材型太陽軍池モジュール」

三菱霞機（株）

「階段通路誘導灯 BVD4011」,「階段通路誘尊灯 YFD4011」,

「階段通路誘導灯 FVD2011」,「高照度誘尊灯 KSH1701」

三菱虚機(fね

三菱電機照明（株）との共同受買

鬱日本真空協会

第25回真空技術賞

「たる形ベローズの開発」

受配電システム事業所・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•高橋正 1丁

（株）日立製作所森田歩氏，梶原悟氏，谷水徹氏，（即

久懺I¥̀oース‘‘工業所橋本隆範氏，東京軍力（株 四元善治氏

との共同受買

剛社）発明協会

平成12年度九州地方発明表彰支部長賞

「半尊1本圧カセンサ」
Jゞ ワーデJゞ イス事業統括部 ・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．..竹内孝儒

発明奨励賞

「半導体装置用リ℃ ドフレヽ ，ム」

半淋1本甚盤技術統括部 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ • ・ •岡田真喜雄

平成12年度関東地方発明表彰 発明奨励賞

「軍車等の車両の疵検査装置」

鎌倉製作所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・•今井幸夫

湘菱軍子（株！ 杉本幸郎氏との共同受買

「赤外線カメラ用信号処理装懺」

鎌倉製作所 .．．.．．.．．．．．．．．．.．.......．.．...．.....．.....．.. ・ •瀬戸俊樹

噂漬庫ヒンジ装置部の意匠性向上構造」

静岡製作所 ................................................佐伯秀治

三菱軍機エンジニアリング（枷 中島成巳氏との共同受賞

平成12年度関東地方発明表彰 弁理士会会長奨励賞

「情報処理装置」

•情報通信システム開発センター………関 誠司，平岡精一，

鈴木壽明

静岡県知事賞

「インバータのパワーモジュール」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・望月昌二

「圧縮機のアキュームレータ及びその支持装置」

静岡製作所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小早）II泰一， 白藤好範，

滝本直，鈴木聡，

鈴木賢志，萩原正二

◎名古屋国際デザインコンペ開催委員会

金賞

「パーソナルシュレッダー」

デザイ ン研究所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..矢野欧樹

●（社）発明協会

発明奨励賞

「開閉器の操作装置」

系統変軍・交通システム事業所 ……日高幹雄，岸田良二

「磁気車の空転，滑走検知装骰」

系統変霞・交迎システム事業所 …中元正彦，浅野裕美子

「シーム溶接装岡」

系統変軍・交通システム事業所 •…••武田明道，吉田 勝
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巻頭言．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・(4)

• 211仕紀を創るキーテクノロジ一

カラー トピックス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(6)

eIT社会を支える超高速通信

0万人が参加できるNetizen社会

0人と産業を支えるバックボーン

0環境に優しい霞源の利用拡大

R都市の絣代謝・循環システム

0快適性と環境の調和

Rユニバーサルアクセスシステム

＠知能化による新たな“快適さ＂の実現

0 トータルウエルネス社会へ

0 自然と調和したフレキシブルな生産

0微細さを越えて機能融合へ

0宇宙インフラの構築

1. 研究 ・開発 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(33)

1. 1 ネッ トワークサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(33)

0放電加工機におけるIT応用 リモートナビ

c拡張現実を用いた情報提供システム ARIES 

◎インターネットによるEC基盤の確立

1. 2 情報通信．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（34)

0不正アクセス防止基盤システム

aHLA分散シミュレーション実行基盤ソフトウェア eRTI 

0三次元都市景観表示システム

0電子巾請用XML文書内容検証ソフトウェア

鬱組み込み用サーバ TSUBASA 

0手術ナビゲーションシステム

1. 3 通信インフラ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(36)

@ATM-PON用光送受信モジュール

OBSデイジタル放送用 8PSK LSI 

0加入者系無線アクセス基地局用 6セクタアンテナ

1. 4 エネJレギー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(37)

0電力系統セキュリティ評価システム

0無停霞配雷保護システム

0系統事故適応型直流送電制御方式

0定闘用固体高分子型燃料虚池システム

0出力変動を抑制した風力発電システム用インバータ

•ITER-CSインサートコイル

1. 5 産業機器 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(39)

0高濃度オゾン応用レジストはく離装置

0超高効率(28%)LD励起固休レーザ

0加速器用半尊体パルス発生回路
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0小型高速三次元光形状センサ

0電動機部分放電モニタ

Rオブジェクト指向プラントエンジニアリングモデル

1. 6 リビング・ ビル・交通 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(41)

0圧縮機用高効率DCブラシレスモータ

0空調機用水熱交換器の高信頼化

0エレベーター用振動低減スライドガイドシュー技術

0高辿エレベーターll]振動シミュレーション技術

0監視制御システム動作解析技術

0ソフトウェアによる電子連動装置の安全動作技術

1. 7 半導体デ／ゞィス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(43)

0半導体用微細レジストパターン形成技術 RELACS 

0 ガスパフプラズマを用いた高選択ゲートエッチング技術

OSi三次元微細加工技術 SEEMS 

•HPF/LPF組合せ型段間整合回路を用いたW-CDMA携帯

電話用高出力増輻器

RSOIダイオードを使った非冷却赤外線センサ

0マイクロプロセッサ機能検証システム

1. 8 材料 ・基盤技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(45)

R高周波アンテナ川プラスチック材料

0超低熱ひずみ宇宙望遠鏡用CFRPトラスパイプ

0高耐圧パワーモジュール用新規シリコーンゲル材料

1. 9 生産システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(46)

@3D形状モデルを用いた高精度加工用NCシステム

0照明機器における熱設計CAEシステム

〇エクストラネットによるソフトウェア開発業務ワークフロ

ーシステム

2. 発電及び産業・公共関連機器・システム……………(47)

0東京霊力（梱千葉火力発電所1/2号系列の完成

0 タービン発霞機／水車発電機

0超高落差・大容最揚水発遣所の完成

0マイクロコジェネレーションシステム マイクロエコター

ボMTG-28

0三菱HS-X型12/24/36kV密閉形複合絶縁スイッチギャ(C-

GIS) 

•24kV複合絶縁多機能真空間閉装置

0三菱MA-EC型12kV中置式スイッチギャ

0三菱MS型7.2kVスイッチギャ

0ケーブル布設用簡易着脱式仮設足場

0高性能大容批GCTインバータ

0省エネルギー高圧インバータ MELTRAC-F500HVシリーズ

0鉄鋼用プラントコントローラシステム MELPLAC2000 
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◎産業用イントラネット応用システム

0公共プラントWeb応用監視制御システム

OCTI通報管理システム

RIP対応広域監視制御システム MELFLEX260 

R監視操作用ハンデイターミナル

•SDH光ネットワーク MELNET-Fl55 

0札幌テレビ放送闊納め屋内型オーロラビジョンLED

0オゾン水製造装置

0構造物検査装骰

3． 系統変電及び電気鉄道関連機器・システム…………(54)

R紀伊水道直流連系設備の運用閲始

0新形輸出向け550kV碍子形GCB

0 |｝fl閉極位相制御GCB

0超コンパク）、新外鉄形変圧器完成

0関西軍力（伽能勢変電所納め500kV 1.500MV A特別三相変圧器

0三菱デイジタル保設リレー MELPRO-CHARGEシリーズ

e高機能可搬型部分放電検出装岡

0東悔道・山陽新幹線向け連転管理システム

R西日本旅客鉄道（梱向け北陸線列車運行管理システム

0拇多総合車両所向け検修管理システム

0 九州旅客鉄道（掬納めシミュレーション機能を拾載した車

両・乗務員運用作成システム

0車輪形状計測装置

0電子連動装置

0西日本旅客鉄道（掬との共同開発による列車接近検知装置

0スペクトラム拡散(SS)ミリ波レーダ適用踏切障害物検知装置

4. 昇降機とビルシステム関連機器・システム…………(59)

4. 1 昇降機．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．（59)

0エレベーター群管理システム IAI-2200

0機械室レスエレベーターの適用拡大

R小型エレベーター（メルシティ，メルワイド）

R高速ホームエレベーターの発売

0省スペース形エスカレーター

4.2 ビ）レシステム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(60)

0三菱統合ビルセキュリティシステム MELSAFETY -SlO/ 

S30 

0三菱小型指紋照合装置 FPR-DTMKID,FPR-BTMKID 

0凸版印刷（梱小石川ビル向け MELSAFETY-ClOP 

0複合認証システム

4.3 ビ）レ空調 ・照明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(62)

0 3大悪臭を除去するパワー脱臭フィルタ

0空冷・ 2管式冷暖同時シテイマルチR2新冷媒シリーズ

0高輝度誘群灯ルクセントスクエア C級LEDタイプ

5. 宇宙及び衛星通信，電波応用関連機器・システム…(63)

0 国立天文台納め超高感度ミリ波干渉観測システム用超高梢

度アンテナ

0宇宙通倍（株納めSUPERBIRD-4及びN-SAT-llO衛星迎用

管制設備

0東京大学宇宙線研究所納め高エネルギーガンマ線観測装骰

用解像型チェレンコフ望遠鏡

0宇宙開発事業団納めロケット射場系設備

0宇宙開発事業団納め衛星間通1言フィーダリンク地上局設備

O VSA'l‘J1jku幣4W/10W屋外ユニット

0衛星通信用移動1本地球局車載アンテナ，マウント駆動機構

及び制御装置

e短波監視施設

0闘資源探査用観測システム研究間発機構向けPALSAR軍子

機器

R技術試験衛星圃型

• OPTUS-C 1搭載用Ka/Ku/X帯ビーコン送信機及びKa/

X帯LNA

@ETS-＼冊搭載用移動休通倍・放送用実験機器

6. 通信関連機器・システム …••....…..・・・・・・・・・・・・・・・·…•··(67) 

•海外向けATM-PONシステム

0光アクセス用波長多重リングシステム

0陸上中網系波長多重伝送システム

OIPスイッチングノード IF2000

0光海底ケーブルシステム用lOGbpsx 96波長OSWSuper 

FEC光端局装置

0光海底ケーブルシステム用96波長多重対応光海底中継器

0 自動配車システム MACOM-PGII/C

•DoPa対応車両動態管理システム MACOM-D2000

•PDC方式携帯電話デジタル・ムーバ D209iHYPER

•PDC方式シングルパケット専用端末 DoPa Mobile Ark 

9601D 

•PDC方式携帯電話機 J-D03

• IMT-2000基地局用偏波ダイバシティアンテナ

0波長モニタ内蔵外部変調J1]DFB-LDモジュール

7. 情報関連機器・システム…......…·・・・・・・・•…...……… (72)

o eビジネス時代の新サーバ Entranceシリーズ

• Entranceのeビジネスソリューション

0 インターネット通販システム HYPERCOMMERCE 

O Web対応基幹業務アプリケーション開発・実行環境

HYPERPRODUCEII for Web 

•DIAPRISM ソート性能世界記録を樹立ー100万件のレコー

ドを 1秒以内でソート
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OItaniumベースのコンパクトサーバ技術

OFT8000ラックマウントサーバ

Rセキュリティを強化したスリムノートパソコン apricotシリ

ーズPedionSL200 

• Linuxインター不ットエントリーサーバ

• Co.Solution fore-Society 

0凸版印刷（枷向けWeb-EDIシステム

R不正アクセス防止基盤システム・統合フレームワーク

0 インターネット軍子申請システム

c統合受注シノ、テム

• Javaを用いた医薬情報担当者向けワンストップ営業情報シ

ステム

0統合述用管理ソリューション

0マルチメデイア衛星情報システムMEDIABIRD意息決定経

路制御システム SRDM

Rマルチメディア情報配信システム MEDIAGATE

0統合ERPソリューション MELEBUS

0製品情報管理システム PDMMASTAR/NX 

0図面／文書管理システム FINALFILING 

0地理情報システム DIAGLOBE

R統合物流情報システム Dr.Logis

0病院情報システム DIAKARTE

0光海底ケーブルネットワーク監祝システム

0競輪場の通報ネットワークシステム

•METROCS財務会計システム

0市販電子地屈を利用する霞波伝搬シミュレータ PreSerV

Propagation Simulator 

0北海道雷力（株）向け配霞総合システム IMPRESS

0携幣端末を用いた高圧電気需要家向け保安総合システム

8. 映像情報関連機器・システム・・・・・・・••…......……..・・・・ (82)

OBSデイジタルハイビジョンテレビ 32D-HX1

•DVDプレーヤー DJ-PlOO 

0高輝度液晶プロジェクタ LVP-X400

055形DLPリアプロジェクションモニタ 55P-FD100

0（枷ラ・ウィル納め 50形 4面DLP方式マルチビジョン

0マルチメディア対応17形高輝度ダイヤモンドトロンMM管

0放送局素材伝送用HDTVエンコーダ MH-2200E

9. 住環境機器・システム・・・・・..................................(85) 

0ルームエアコン“感じる霧ヶ峰”SFXシリーズ

〇ルームエアコン除湿サイクルの高性能化

0軍気温水器ダイヤホット

0罷界初｀‘部屋別冷却冷蔵｝車”Sシリーズ

0高級多層鍋“ステンレス 5層鋼厚釜’'採用IHジャー炊飯器
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0高効率蛍光ランプ“ルピカエコ"‘'ルピカパワー＂

〇コンパクト＆高性能クリーナー“なにしろラク"

e全自動洗濯機 MAW-V8 RP 

R温風の出る物干し竿三菱衣類乾燥ファン“乾きん棒＂

CDF-70S, CDF-70 

R新冷媒R404A対応水冷スクリューブラインクーラーの製品

シリーズ化

◎二菱ハンドドライヤー新隈“ジェットタオルミニ"]T 

MCllOC 

R fルカリ乾‘9じ池

10. FA及び産業メカトロニクス関連機器・システム…(89)

10.1 FA制御機器・ システム ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(89)

◎汎用シーケンサ／モーションコントローラのマルチCPUシ

ステム

•FX 1 Nシリーズマイクロシーケンサ

e MELSO FTシリーズのパソコン対応HMIソフトウェア

SoftGOT 

0汎用ACサーボ MR-J2 Mシリーズ

0ハイゲインサーボ・主庫111ドライプ MDS-C1シリーズ

0マグネットモータドライブ MELIPMシリーズ

0高性能シンプルCNCMELDAS 60シリーズ

10.2 メカ トロ機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(91)

@LD励起YAGレーザ発振器 2525LC

0最新ワイヤ放軍）Jll工機FAシリーズ FA10/FA20

R最新形彫放電加工機EAシリーズ EA12/EA22 

0小型垂直多関節ロボット RV-IA/RV-2AJ 

10. 3 計測システム機器・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(92)

e CC-Link伝送機能付き気中遮断器 AE-SSMDU 

• CC-Link伝送機能付き軍力計測ユニット

0多回路虚力計測ユニット EcoMonitor 

0通信機能付き軍子式遁力砿計

10. 4 基幹機器......................................................(94) 

0高遮断容屈サーキットプロテクタ CP50-HU形

0新JIS規格対応高効率安全増防爆形モータ AF-SHR形

0スーパー高効率‘illI入変圧器

11. 自動車関連機器・システム ・・....…...…...…..・・・・・・・(95)

0三菱ドライバーサポートシステム）l］の車線逸脱警報システム

eWindows CE搭載カーナビゲーションシステム

OETC)l] 3ピース車載器

@MD/CD互換メカニズム搭載カーステレオ

0小型車用霞動パワーステアリングシステム

0自動車用CVT（無段変速機）制御システム

0第七枇代(7G)オルタネータ
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0エアバッグ用メカ式Gセンサ

0 パワートレイン系製品の統合設計アプローチ

12. 半導体と電子デ／ゞィス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(98)

12. 1 メモリ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(98)

◎フラッシュメモリ／SRAM搭載の三層構造超小型MCP

e DDR SDRAM DIMMシリーズ

0第一枇代256MビットSDRAM

12. 2 ASIC ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (99) 

0 レンズーイ本型カラ一人工網膜LSI M64270G/M64271Y 

0業界初，定格接合温度150℃を実現したトライアック

OSOI技術による無線通信用途向け高周波・低虚圧動作低雑音

増幅器

12. 3 マイコン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(100)

R大容羅 ROM内蔵 32ビットマイコン M32R/E, 

M32121FCWG, M32121MC-x x x WG  

0 ブートローダ機能内蔵16ビットマイコン MlGC/80 ROM 

外付け版

o Low Speed USB機能内蔵 8ビットマイコン 7534グループ

12. 4 Iゞワーデ／ゞィス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (101)

0第四枇代プレーナ構造IGBTを搭載した3.7kWクラスインバ

ータ対応IPM

0家粛インバータ用25ADIP-IPM PS21246-E 

o s-DASHシリーズIPM

0軍流形インバータ）l］SGCTサイリスタシリーズ

12. 5 光・ マイクロ波デ／ゞィス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (102)

0 10ギガビット／秒直接変調半導体レーザ

e 16倍速CD-R/RW対応高出力半麻体レーザ ML6XX31/ 

ML 6 x X33シリーズ

eW-CDMA端末川高効率軍力増幅器モジュール

◎LMDS用30GHz帯， lWクラスMMIC MGFC5H3001 

12. 6 基 板・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (103)

0高精細ハロゲンフリービルドアップ基板

特集記事
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I佐々木和則・長尾政志・峯尾佳幸・出井敏夫・徳田安紀

奇

75 巻 1 号井手清・中村治樹•藤川裕夫・浜敬三•長尾政志・村松洋・伊藤敬・流木政敏・

編集委員河内浩明・茅嶋宏・吉原孝夫•松本修・直谷一治

〈次号予定〉三菱電機技報 Vol.75No. 2 特集‘‘機械系設計業務の革新／マルチメディア情報流通技術”

特集論文

0機械設計システムの展望

●機械設計業務の革新

●デザインllf]発における三次元CADの活）l]とその効果

●術星llfl発デイジタルイノベーション
●批幣遁話機機構設計の革新

R虹！遵怜設計への三次元，没，i|辿）ll

●偏向ヨークヘの三次元設計の適用

●設計技術者）廿CAEシステム利用環橙

0三次元CADデータ管理システム

R三次元CAD利用普及椎進策

02l世紀のマルチメディア情報流通社会への期待

〇マルチメディア梢報流通技術の現状と当社の取組

●マルチメデイア梢報配信システム“MEDIAGATE"と応用システム

〇衛星応用情報流通システム MediaBird 

R'<＇ルチメデイ／’情報流通技術を応｝ llした」ンテンツビジネ入への取組

●マルチメデイアl青報流通を支えるMPEG技術と当社の取糾

R地図辿動型映像検索システム
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